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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　蓮はす田だ祐ゆう輝きがコーヒーを入れなおして仕事部屋に戻もどってくると、もうそれは始まっていた。

『……あぁんっ』

　部屋は南向きで、小さなベランダが付いている。真昼の今は柔やわらかな春の日差しが降り注いでおり、そよそよと風が入ってきて気持ちいい。……はずなのに、隣となりから漏もれ聞こえてくる悩なやましげな声のお陰かげで、台無しだった。

「また始まった」

　マグカップを机に置くと、祐輝はため息をついて半分ほど開けておいたサッシを閉めた。ベランダから露ろ骨こつに声が聞こえてくることはなくなったが、それでも時々、壁かべ越ごしにうっすらと響ひびいてくる。

　静かな仕事部屋に、たまに思い出したかのように微かすかな声が混ざるから、かえって気になるのだった。お陰で仕事に集中できない。

「くそっ。やっぱり引っ越こすんじゃなかった」

　ノートパソコンに表示されたワープロソフトを睨にらみつけながら、誰だれにともなく悪態をつく。

　祐輝は先月、学生時代から十年近く暮らした安アパートを出て、少し造りのいいこのマンションに引っ越してきた。

　駅から少し歩くが、築年数の割に綺き麗れいだし、２ＬＤＫの一方は南向きでベランダも付いている。七階建ての七階、これでこの家賃はお値打ちですよ、と不動産屋が言っていた。出てきたばかりの物件でまだどこにも告知していない、お客様は運がいい、こんなおいしい物件は告知したらすぐに借りられちゃいますよ、とも。

　確かに、条件と比べて手て頃ごろだなと思える値段だった。内覧に行った時も不ふ審しんなところはなく、何より両りよう隣どなりとも静かな点が気に入った。

　在宅仕事でほとんど家にいるため、近所が騒さわがしかったらやだな、と思っていたのだ。

　祐輝の職業は、物書きである。それも、官能小説というジャンルを専門としている。残念ながら万ばん人にんに広く知られているわけではないけれど、蓮れん城じよう寺じ雪ゆきといったら、この業界ではそこそこ名の通った作家だった。

　官能小説家。正直にそう言うと、胡う散さん臭くさがられることが多い。

　前のアパートでも、お隣さんに名乗ったら露骨に怪あやしまれたので、今度からは『ウェブデザイナーです』とか何とか、心証が良さそうな職業を名乗ろうかと思っている。

　ともかくそんな仕し事ごと柄がら、昼も夜も家にいるので、近きん隣りんの環かん境きようというのは非常に重要だった。

　その点、今度のマンションは両隣とも社会人の単身者だという。昼間はたいがい不在だろうし、静かな環境が望めると思い、契けい約やくを決めた。

　引っ越してから、十日余りは平へい穏おんだった。両隣の片方は出張の多いサラリーマンだとかで、初日に引っ越しの挨あい拶さつで顔を合わせて以来、気配すら感じたことがない。

　もう一方は引っ越し時には不在で、それからも折を見て挨拶に行ったが留守だった。

『新にい妻づま』という名前らしい。部屋の入口に掲かかげられた殴なぐり書きのような表札の字を見て知った。珍めずらしい、というか意味深な苗みよう字じである。職業病か、そんな素す敵てきな苗字の人がお隣にいるかと思うと、ついつい要いらぬ想像をしてしまう。

　単身者という話だが、性別を聞いていなかった。若い女性かもしれない。美人だといいな、と勝手なことを考えた。

　若くて可愛かわいい巨きよ乳にゆうのＯＬが住んでいたと仮定する。当然、洗濯物を干すことがあるはずだ。隣のベランダに、Ｇカップのブラジャーなんかが干してあったらどうしよう。

　いや、別にどうもしないのだが、ひょっとするとそのブラジャーが風に吹ふかれて、我が家のベランダに落ちたりすることがないとも限らない。

　そんな時は、コレ落ちてましたよ、とさわやかに拾って渡わたしてあげるべきか、向こうが恥はじらいながら取りに来るのを悠ゆう然ぜんと待つべきだろうか。

　ってなことを妄もう想そうしつつ、時間を変えて訪ねても家主がいたためしがなかった。

　新妻さんという人はきっと、多た忙ぼうなバリキャリに違ちがいない。両隣が静かで結構なことだ。そう考え、理想的な住じゆう環かん境きようを紹しよう介かいしてくれた不動産屋に感謝した。

　ところがどっこい。

　引っ越し十数日目、束つかの間まの平和は終しゆう了りようした。初めてそれを聞かされたのは、真夜中も真夜中、丑うし三みつ時どきをとうに過ぎた時分だ。

『いやっ、やめて……あ、あっ』

　仕事部屋の机に突つっ伏ぷして寝ね落おちしていた祐輝は、開け放たれたベランダから聞こえる露骨な嬌きよう声せいに目を覚ました。

『や──ん、すごいぃっ！　イク、イク、イッちゃうのぉ！』

　どこに行くんだ。

　と、ささやかなツッコミをしつつ、その時はそっとベランダのサッシを閉めた。しかしそれでも壁越しに聞こえてくる。日当たりがいいからという理由で、隣の壁かべに接した南の部屋を仕事場にしたことを、激しく後こう悔かいした。

　新妻さんには彼氏がいたのか。いや、新妻は男で、彼女を連れ込んでいるのかもしれないが。どちらにせよ、こんな調子で度たび々たび、いかがわしい声を垂れ流されるのは困る。

　明日、挨拶がてら苦情を言おう。そう息巻いていたのだが、朝になって隣のインターホンを鳴らしたらやっぱり留守だった。しかしその夜も声は聞こえた。その翌日も。

　声の聞こえる時に行けば確実にいることはわかっているが、女があられもない声をあげている最中に訪問するのは躊躇ためらわれる。

　いかにも隣の様子をうかがっていました、という体ていなのも何となくバツが悪かった。しかし、その時間を外すと決まって主はいない。

　そんなことが一週間ほど続いて、またぴたりと音がしなくなった。ホッとしたのも束の間、翌週には真昼の最さ中なかに喘あえぎ声が聞こえ始めたのである。

「くそっ、くそっ！　全然仕事が進まないじゃないか！」

　仕事の進しん捗ちよくは声がする前から滞とどこおっていたが、この際、細かいことはどうでもいい。今はただひたすら、隣りん家かが呪のろわしい。

　今日も今日とてお隣となりは、やめてよして触さわらないでと叫さけびつつ、数秒後にはアンアンと甘ったるい喘ぎ声をあげていた。男の声が聞こえたことは一度もない。しかし連日、二、三時間は女を喘ぎっぱなしにさせるのだから、相当な絶ぜつ倫りんだろう。

「くっそぉ……けしからん奴やつらめ！」

　意味深な苗字のお隣さん。絶倫男の方が新妻か、それとも声の主が新妻さんなのかは、わからない。わからないので、余計に気になる。

　新妻なんて清せい楚そな苗字を名乗っておきながら、毎日毎日、あられもない声を張り上げて、破は廉れん恥ちな行こう為いに耽ふけっているのだ。

「新妻さんちの新にい妻づまか……いやいやいや」

　クソッ、と妄想を振ふり払はらうように祐輝は悪態をついた。仕事はちっとも捗はかどらない。










　祐輝が官能小説家としてデビューしたのは、今から五年ほど前のことになる。大学を卒業する間ま際ぎわに、官能小説の新人賞に記念投とう稿こうしたのがきっかけだった。

　昔から本が大好きで、子供の頃ころの将来の夢は児童文学作家だった。自分がかつて本を読んで衝しよう撃げきや感かん銘めいを受けたのと同じように、子供たちを楽しませる夢のある話を書きたい。

　そんな志から、中高一いつ貫かんの男子校では六年間、文芸部に所属していた。コツコツとジュブナイル小説を書いては部誌に寄き稿こうしていたのだが、高校二年の時、部の友達から借りた一冊の官能小説で人生が変わった。

　なんといういやらしさ。こんなにもいかがわしくいやらしい小説ジャンルが、この世にあったなんて。

　祐輝はひどく奥手で、同年代の子が興味本位で読むエロ本すらほとんど手に取ったことがなかったから、高校生なのに具体的な性知識は中学の保健体育で止まっていた。何しろ当時は、アニメのヒロインが胸の谷間をちらりとのぞかせただけで赤面するような、初心うぶすぎる男子高生だったのだ。

　本を貸してくれた友達はその本を「エロが温ぬるい」と評したが、祐輝は自分でも同じものを買って、毎晩のように自室でこっそり読み返しては異様に興奮していた。

　それから官能小説を片かたっ端ぱしから読み漁あさるようになるまで、時間はかからなかった。

　大学に進学してからも官能小説への熱は冷めず、大学でも文芸サークルに所属して、自分でも官能小説を書くようになった。

　その頃には祐輝も、一いつ般ぱん的な性知識ばかりでなく、フェティッシュな性嗜し好こうやマニアックな接合方法に関しても知識を深めていた。もっとも、深まるのは知識だけで、実地で体験することはなかったが。

　中高と男子校で、周りも自分もオタクだったせいか、リアルの女性とは家族や親せきのおばさんを除いてほとんど接せつ触しよくしたことがない。

　大学でも彼女はできなかった。合コンには同級生に無理やり連れられて、何度か行ったことがある。そこでは社交辞令なのかノリなのか、可愛いとかカッコいいとか言われてそれなりにちやほやされ、まんざらでもなかった。

　そうして女の子から積極的にメールアドレスを交こう換かんさせられて、何度かメールのやり取りをするのだが、祐輝が一、二回返事をしただけで何故なぜか必ず、相手からの連れん絡らくがぱったりと途と絶だえてしまう。

　趣しゆ味みが官能小説と正直に申しん告こくしたのがいけなかったのか、或あるいは好みのタイプを聞かれて、アニメのキャラクターを答えたのが悪かったのか。敗因は不明だ。

　しかし結局、合コンでのメアド交換がデートにまで発展することは、ついぞなかった。

　それでも祐輝は気にしなかった。いや、周りのオタク仲間にもちらほら彼女ができる中で、女性経験皆かい無むの己おのれの現状がまったく気にならなかったといえば噓うそになるが、慣れない女性と緊きん張ちようしながら過ごすより、気心の知れた男友達といる方が楽しかった。それに、架か空くうの嫁よめや恋こい人びとがいたから、リアルはともかく脳内は常に充じゆう実じつしていたのである。

　そんな、端はたから見るとしょっぱい大学生活も平和に過ぎていき、就職もどうにか内定をもらった。

　卒論も一段落ついた折、社会人になる前の卒業記念にと、愛読する官能小説レーベルの新人賞に投稿したところ、そこで運良く賞をもらい、デビューすることとなった。

　内定をもらった企き業ぎようにもそのまま就職し、会社に勤める傍かたわら作家業を始めた。三年ほど兼けん業ぎようして、会社を辞やめて官能小説家として一本立ちしたのが二年前。

　それからは住居を兼かねた仕事場で、原げん稿こうを書く毎日が続いている。

　現実の女性との出会いは、相変わらずない。というか家に引きこもっているので、人間との接触自体がほぼないのだ。三日ぶりに発した言葉が、スーパーの店員への「レジ袋ぶくろ要らないです」だったりする。

　なんてことを話すと、実家の両親や学生時代の友人からは心配されたりするのだが、祐輝自身は今の生活を幸せに感じていた。

　大好きな官能小説が書けて、それで生活していける。ありがたいことに、ここ数年は収入も安定していた。お世辞にも高収入とは言えないが、とりあえず、男一人が暮らしていくには十分だ。

　趣味といったら読書、それから家事をすることだけ。

　果たして趣味と言えるのかどうかも疑問だが、本を読む以外に、祐輝が普ふ段だん楽しんですることといったら、家の掃そう除じと洗せん濯たく、それに料理だ。

　子供の頃は両親が共働きで、平日は祖父母と過ごすことが多かった。祖母に倣ならって洗せん濯たく物ものを畳たたんだり、台所に立つのが好きだったので、自然と家事を覚えるようになったのだ。

　大学に進学し、一人暮らしを始めてからもまめに家事をしていたが、会社を辞めて在宅の仕事をするようになると、それが気分転てん換かんになった。仕事が行き詰づまった時などに、部屋を隅すみ々ずみまで綺き麗れいにしたり、手間のかかる料理を作るのが楽しい。

　我ながら地味だと思う。もっと他ほかに、家の外に出る趣味を持った方がいいのかもしれないが、それでも日々、自分のリズムを乱すことなく仕事をし、たまに家事や読書の時間があるだけで、祐輝は十分に幸せを感じることができる。毎日は押し並なべて平へい穏おんだった。

　このマンションに引っ越こしてくるまでは。

「ああもう、あのお隣め。どうしてくれよう」

　仕事場に充あてた南向きの洋室で、机に突つっ伏ぷしながら祐輝は呪じゆ詛その声をあげた。

　今日も昼から、「あの」声が聞こえていた。この日はいつもより声が抑おさえめで、低く感じられたが、そうした微かすかな声の方が、余計に気になるものだ。

　考えないようにしようと思いながらも、官能小説家の業ごうというか、祐輝の頭の中には「新妻さんちの新妻」の淫いん靡びな妄もう想そうが次々とわき上がってしまう。

　裸はだかにエプロンで夫の帰りを待つ新妻。しかし、夫だと思って出で迎むかえたら、そこにいたのはお隣となりに引っ越してきた青年だった。巨きよ乳にゆうで美しい人妻の破廉恥な姿にムラムラした青年は、挨あい拶さつにと持参したタオルで新妻の口を塞ふさぎ……。そして新妻は……。

「駄だ目めだ駄目だ！　今は新妻じゃない。ＣＡなんだ！」

　現在は、キャビンアテンダントモノを書いているところだった。空港や機上であんなことやこんなことをしなければならないのに、気がつくと隣りん人じんに寝ねとられる若妻のストーリーが出来上がっている。

　お陰かげ様さまで、原稿は全く進んでいない。もうすぐ締しめ切りなのに。

　窓の外はもう日が暮れかけていた。例の声が止やんで小一時間ほど経たつが、きっと家主はもういないだろう。

　毎回、事が終わってほとぼりが冷めた頃を見計らってお隣を訪問するのだが、出てきたためしがない。引っ越しの挨拶にと用意したタオルは、玄げん関かんの靴くつ箱ばこに放ほうり出したままだ。

　もうあのタオル、自分で使っちゃおうかな、などと独りでぼやいていた時だった。

　壁かべの向こうで、物音が聞こえた。あの時の声のようにはっきりとは聞こえないが、人の気配を感じる。

　喘あえぎ声以外がお隣から聞こえるのは、このマンションに引っ越して初めてのことだった。

「挨拶に行かなきゃ」

　そして今日こそはガツンと言ってやる。積日の恨うらみを晴らさなければ。祐輝は勢い込んで立ち上がると、玄関にあったタオルを引っ摑つかんで外に出た。隣の部屋のインターホンを押してから、はたと気づく。

　何をどう、ガツンと言うんだ？

　喘ぎ声がまる聞こえなので、もっと静かにセックスしてください、とか？　あまりにストレートすぎる。毎日聞いてたのかよ、と突っ込まれたらいたたまれない。

　そもそも、隣がどういう人物なのかもよくわからないのだ。

（怖こわい人とかヤバい人が住んでたらどうしよう）

　男か女かわからないが、隣りん家かへの配はい慮りよもなく、昼夜構わず盛さかるくらいだから、非常識なのは間ま違ちがいない。注意をして逆ギレされたりしたら、また引っ越さなければならなくなるかもしれない。

　もしくは何事にも非常にオープンな人物で、でしたらあなたもご一いつ緒しよに、などと誘さそわれて、３Ｐにまで発展してしまったらどうしよう。２Ｐの経験だってないのに。

（やっぱり、初めては好きな人としたいしな）

　女性と手をつないだことすらない祐輝は、言うまでもなく童どう貞ていだ。いつか現実の女性と恋こいに落ちた時に、自然な形で童貞を捨てられたらと、官能小説家にあるまじきふんわりしたことを考えている。

　そんな超ちよう初心者の自分が、いきなり３Ｐだなんて。せっかく誘われても、緊張してちゃんと勃たつかどうかわからない。いつまでもふにゃっとしたままで新妻さんに笑われたら？　恥はずかしくて、また引っ越す羽目になるかもしれない。

　考えているうちに頭がぐるぐるしてきて、やっぱり言うのをやめようか、と怖おじ気けづいた。しかし、この先も例の声を聞かされ続けては仕事にならない。

　どうしたものか、ドアの前で葛かつ藤とうしていると、しばらくして奥から「はーい」と若い男性の声が聞こえた。

　新妻さんは男性だったらしい。すっかり巨乳美女でイメージを作っていたので、それを聞いていささかがっかりした。

　しかし快活そうな声こわ音ねからして、危険な人物ではなさそうだ。３Ｐに誘われる可能性は残っていたが。

「あの、隣に越してきた蓮田と申します」

　おずおずと名乗ると、がちゃりとドアが開いた。中からひょっこりと、男が首を出す。

「お隣さん？」

　綺麗な男だった。この人が、新妻さんなのか。

　男ならば、絶ぜつ倫りんだけにマッチョを想像していたので、その外見は意外だった。年は祐輝より少し上だろうか。

　首から下は戸に隠かくれて見えないが、細ほそ面おもての美人だ。

　こんな楚そ々そとした顔をして毎日女性を……と思った途と端たん、よがり声を思い出してじわっと顔が熱くなる。誤ご魔ま化かすように、持ってきたタオルをずいっと差し出した。

「隣の蓮田です。そちらがお留守だったもので、長らくご挨拶できずにすみません。これ、つまらないものですが」

「あ、どうも」

　男がタオルを受け取るためにドアを大きく開く。その全身を目にした瞬しゆん間かん、祐輝はぎょっと身を引いた。

　彼が、胸当て付きのピンクのフリフリエプロンを掛かけていたからだ。それだけではない。前から見る限り、男はエプロン以外に何も身に着けていなかった。つまり、裸エプロン。

「にっ、新にい妻づまっ？」

　新妻さんが、男なのに新妻だった。どういうことだ。思わず声を上げる祐輝に、男は「ああ」と自分のなりを見おろして、いたずらっぽく笑う。

「残念でした。裸エプロンじゃないよ」

　言うなり何の躊躇ためらいもなく、くるりと身を翻ひるがえす。祐輝はアワアワして目を逸そらしかけたが、言葉通り、彼はエプロンの下にタンクトップとホットパンツを身に着けていた。

　男でホットパンツもどうかと思うが、とりあえず着衣であったことに安あん堵どする。裸で現れるような隣人ではおちおち挨拶もできない。

　その隣人は、「どうもご丁てい寧ねいに」とタオルを受け取ってから、ふと首を傾かしげた。

「長らく挨拶できなかったって？　いつ引っ越してきたの」

　一か月前です、と祐輝が答えると、「ああ」と嘆たん息そくする。

「もしかしてうちの音、聞こえちゃってたりする？」

　その言葉にまた思い出し、自分でも顔が真っ赤になるのがわかった。恥ずかしい。いや、恥ずかしいことをしているのは相手の方なのだが。

　何も言えずに俯うつむくと、男は「ごめんねえ」と極きわめて軽い口調で言った。

「そっちの部屋は、ずっと空室だって聞いてたからさ。っていうか入ってもすぐ引っ越しちゃって、なかなか居つかないらしいんだよね」

　何でだろうねー、と笑う。その様子があまりにあっけらかんとしているので、お宅がうるさいからでは、とは言えなかった。

　しかし彼は、隣に人が入っているとは知らなかったのだ。恰かつ好こうはともかく、最低限の常識はあるようだ。これからは彼も物音に気を遣つかうようになるだろう。今日からは平へい穏おんで快適な住まいになるはずだ。万ばん事じ、めでたしめでたし。

　……と、いうことにはならなかった。

「おい。いつまで玄げん関かん先さきでくっちゃべってるんだ」

　突とつ然ぜん、低く唸うなるような男の声がした。まさかもう一人いるとは思わなかった祐輝は、びくついてしまった。

　奥の部屋から、ぬっと長身の男が現れる。Ｔシャツにジーンズというスタイルで、髪かみはボサボサ、不ぶ精しよう髭ひげを生やしている。顔の造作は整っているが、目つきは鋭するどく、かなりの強面こわもてだ。眉み間けんにはくっきりと、不ふ機き嫌げんそうな皺しわが寄っていた。

「そんな恰好でフラフラするな。恥ずかしい奴やつだな」

　新妻さんのエプロンを見ながら、恐おそろしい声で言う。祐輝はビクビクしていたが、新妻さんは動じた様子もなく、「えー」と不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「誰だれのためにしてあげたと思ってんの」

「頼たのんでねえよ」

　にべもなく言い放ち、男は玄関まで来て靴を履はき始める。

「もう行っちゃうの？」

　新妻さんがそう声をかけているから、ここに住んでいるのではなさそうだ。

　何者なのだろう。もしかして、そっちの筋の人だろうか。祐輝が内心でビビッていると、男と目が合った。

　じろりと睨にらまれ、竦すくんだまま動けない祐輝を、更さらに上から下までジロジロと眺ながめまわす。男はかなりの長身で、百七十センチにも満たない祐輝は大きく相手を見上げる形になった。それも何だかムカつく。　>>>♥

「お隣となりの蓮田さん。ご挨あい拶さつに来てくれたんだよ」

　新妻さんがフォローするように言い、男が怪け訝げんそうに片かた眉まゆを引き上げた。

「あ？　隣は空室だろ」

　ご近所情報を知っているところを見ると、男は頻ひん繁ぱんにこの家に来ているのかもしれない。これからたびたび顔を合わせることになったら嫌いやだな、と祐輝は内心で呟つぶやいた。

「一か月前に引っ越こしてきたんだって。こっちの音、聞こえてたみたい。もうちょっと静かにしないとね」

「音？　ああ……へえ」

　男は一いつ瞬しゆん考えた後、話を理解した様子でニヤッと笑う。続いてボソリと呟いた。

「……あれ、ずっと聞いてたのか」

　──聞いてたんじゃない、聞かされたんだ！

　まるでこちらが出で歯ば亀かめであるかのような口調だ。腹が立った。顔を真っ赤にしながらもキッと睨みつける。男が驚おどろいたように目を瞠みはった。

「それじゃあ、俺はこれで。お邪じや魔ましました」

「あ、おい」

　相手は口を開きかけたが、祐輝はくるりと踵きびすを返した。失礼な男だ。こんな奴とこれ以上、話をしたくない。

　自分の部屋に戻もどっても、苛いら立だちは収まらなかった。お隣の新妻さんは、軽くても感じのいい人だったのに、友達は嫌な奴だ。

「恰好も汚きたないし、昼間から会社にも行かずに何やってんだ？」

　それは祐輝とて同じなのだが、腹立ちまぎれにブツブツと文句を言い続けた。

「無む駄だにデカイし、体力有り余ってそうだし」

　そこまで呟いて、ふと頭にあることが過よぎる。

「まさか……あいつが絶倫男なのか？」

　もしや、新妻さんが女を喘あえがせていたのではなく、新妻さんが男に喘がされていたのではないだろうか。

　連日の声はてっきり女だと思い込んでいたが、本当に女の声音だったのかといえば自信はない。話し声とはトーンが全く違ちがうし、新妻さんの声は、男にしてはやや高めだった。そもそも、きちんと耳を澄すまして聞いたことなどないのだ。

　何より新妻さんも、あの男のためにあんな恰好をしたと言っていた。同性の前で恥ずかしげもなくホットパンツとフリフリエプロンを身につけられる感性は、ゲイだと言われれば納なつ得とくできる。

「でも別に、隣がゲイだからって関係ないよな」

　祐輝はゲイではないが、偏へん見けんはない。それに新妻さんは美人だし、ピンクのエプロンも目の保養というくらい似合っていた。彼のセックスシーンなら男同士でも抵てい抗こうはない。しかも相手があのヤクザみたいな男なら、十分に絵になるではないか。

　と、いうところまで考えて、祐輝は「いやいやいや」と頭かぶりを振ふった。

　危あやうく、新妻さんが裸はだかエプロンで喘いでいる姿を想像するところだった。顔を見てしまったぶん、妄もう想そうもリアルになってしまう。

「そう！　今、俺が想像すべきは、キャビンアテンダントだろ」

　何しろ今週末の締しめ切りまでに、空港で一回、機上で二回、美人ＣＡにセックスさせなければならないのだ。ＣＡ、ＣＡと呪じゆ文もんのように唱えつつ、祐輝は仕事部屋に戻ってパソコンの前に座った。

　隣に人がいることを知ったのだから、新妻さんたちも今後は静かにしてくれるだろう。あのヤクザ男がゲイでも無礼でも、音が聞こえず顔を合わせなければ何も問題はない。

「大だい丈じよう夫ぶ、今から頑がん張ばればまだ間に合う。絶対に間に合う」

　その日の祐輝は、今度こそ平和が訪おとずれたことを信じて疑わなかった。仕事だって本気で頑張ったのに。

　翌日の昼間も、隣からあの声は聞こえた。しかも祐輝を挑ちよう発はつするかのように、一ひと際きわ大きく、激しく。

『あっ、あっ、あーっ！　チンポ汁じる漏もれちゃう！』

　息も絶え絶えに叫さけぶ、下品な単語もそれはもうくっきりと。

　窓を閉めても壁かべ越ごしに漏もれるその声は、昨日聞いたばかりの、新妻さんのそれだった。







　　　　２







「あんまりひどいようなら、管理会社を通して注意してもらった方がいいかもしれませんね」

　リビングで祐輝の入れたアップルティーを飲みながら、面おも長ながの男はそう言った。田た部べという、担当編集者である。

「管理会社、ですか」

　同じくアップルティーを飲みながら、祐輝はため息をつく。

　週末。原げん稿こうはまだ完成していない。原因はもちろんお隣の新妻さんだ。

　原稿を催さい促そくに来た田部に泣きつくと、彼は書きかけの小説を読みながら極きわめて常識的なアドバイスを述べた。

「日にちや時間をメモした方がいいらしいですよ。日に何回騒そう音おんがあったかとか」

「でも騒音、ってほどでもないんです」

　実際に騒音レベルで聞こえたのは、祐輝がお隣へ挨拶に行った翌日だけだった。

　それもすぐに止やんで、そのまた次の日からは以前よりも静かになった。もしかすると一応、気を遣っているのかもしれない。とりあえず窓は閉めてくれているようで、ベランダから声がだだ漏れ、ということはなくなった。

　しかし、物音が全くしなくなったわけではない。書斎にいると、聞こえるか聞こえないかの微かすかな声が漏れてきて、祐輝を落ち着かなくさせる。

　耳みみ栓せんをしたり音楽を流したりしてみたが、壁かべの向こうであの綺き麗れいな男がエプロン姿で組み敷しかれているのを想像すると、ＣＡどころではなくなるのだった。

「つまり、物音に関係なくお隣が気になる、と」

　祐輝の説明に、田部は困った顔で言った。そうすると眉み間けんでつながった眉毛がいっそう際きわ立だつ。頭の毛が立っていて、セサミストリートのバートによく似ていると思うのだが、それを本人に告げたことはない。

「蓮城寺先生、男性が好きな方でしたっけ？」

「違います」

　即そく答とうした。違うと思う。女性とも経験はないが、男性にときめいたことも、付き合ったこともない。

　自分が童どう貞ていだということは、田部には打ち明けていない。デビュー当時、女性経験が少ないんです、という風には告げているが、あれほど官能小説を書き続けている祐輝が、よもやこの年まで童貞を守り続けているとは思うまい。

「ノンケが気になるほどの美形ってのは、ちょっと見てみたいですねえ。でも、相手の男性がヤクザなんでしょ？」

「っぽい、ってだけです。強面こわもてで。何をしてるんだかわかりませんが」

　不ふ愉ゆ快かいな男だった。傲ごう岸がん不ふ遜そんで、汚くて。新妻さんも、あんな男のどこがいいのだろう。やっぱり、身体からだだろうか。

「しかし騒音ってほどでもないなら、管理会社に言うのは難しいかもしれませんね。その美形の新妻さんは、そう感じが悪くないんでしょう？　怖こわい男が来てない時を見計らって、それとなく苦情を言うとか」

「やっぱり、そうですよね」

「とにかくデッドラインは一週間後。これ以上は延ばせませんから、何が何でも書き上げてください」

　田部はとぼけた顔をいつになく引き締めて、言いきった。最初の締め切りを破ってしまった祐輝は、神しん妙みように頷うなずくしかない。本が出なかったら出版社も困るが、祐輝だって死活問題だ。どうにかするしかなかった。

「じゃあまた、進しん捗ちよくを伺うかがいに連れん絡らくしますから」

　これ食べて仕事に精を出してくださいと、田部は差し入れに、祐輝の好きな煎せん餅べいとおかきの詰つめ合わせを置いて帰って行った。

「何とかしなきゃなあ」

　男のエプロン姿がちらついて原稿が上がらない、というのはあまりにも情けない。別に、一度会っただけの新妻さんを好きになったわけではない。

　ただ、彼はすこぶる美形だったし、ゲイだと聞いても抵抗がなかった。エプロンも似合っていて、新境地だったのだ。その後、本人の姿が見えないまま声だけを聞かされたから、モヤモヤしていた。

　もう一度、彼の顔を見ればすっきりするかもしれない。会って、できればもう少し静かにしてください、とでも言えれば更さらに気が晴れるだろう。

　そう考えて祐輝はちらりと、田部が置いて行った煎餅を見る。祐輝の好きな『狸たぬきや』という店の煎餅で、いつも仕事の合間にちょっとずつ食べるのが楽しみだった。湿し気けらないように個別包装されているので、日持ちがする。

　沢たく山さんもらったので、お裾分けと言って、隣となりに持って行くのはどうだろうか。そのついでに声のことをさりげなく話題に出せば……。そう思い立ち、祐輝はすぐさま、袋ふくろを持って立ち上がった。

　また留守かもしれないが、その時は出直せばいい。そうして先日と同じく、勢いで隣のインターホンを押したのだが、次の瞬しゆん間かんにはもう、自分の思いつきを後こう悔かいしていた。

「はい」

　不ふ機き嫌げんそうな声とともに中から現れたのは、新妻さんではなく、例の無礼な男だったのだ。

「あんたか。どうした？」

　相変わらずのボサボサ頭に不ぶ精しよう髭ひげの男は、祐輝の顔を見て驚おどろいた顔をした。

「いえ、あの」

　まさかこいつが出てくるとは思わなかった。どうしたものか、と逡しゆん巡じゆんしていると、男は目ざとく祐輝の手にある煎餅の袋に気づいた。

「お、『狸や』か。俺、好きなんだよな」

　まだあげるとは一言も言っていないのに、図ずう々ずうしい。しかし他ほかに訪問の口実が見つからず、祐輝は渋しぶ々しぶ、持参した煎餅の袋を差し出した。

「これ、新妻さんに。仕事先から戴いただいたんですが、独り暮らしには量が多くて」

「おお。悪いな」

　モゴモゴと言い訳をする祐輝に、男はあっさりと言い、袋を取り上げた。

（だからお前にじゃないって！）

　それを口にできない、小心者の己おのれが恨うらめしい。悔くやしさに拳こぶしを握にぎりしめていると、男は偉えらそうに顎あごをしゃくった。

「中、入れよ」

「は？」

「茶ぐらい入れるから」

　どうやら、持ってきた煎餅で一いつ緒しよにお茶でも、ということらしい。何でお前なんかと。しかしやっぱり、それを口にする勇気はなかった。

「散らかってて悪いけど」

　先に立って入りながら、男は言う。お前の家じゃないのに、妙みような謙けん遜そんをするなと苛いら立だちが募つのったが、奥に入った瞬間、男はただありのままを言っているだけだと悟さとった。

　中はちょっと、いやかなり汚きたなかった。玄げん関かん先さきはまだ片付いている方だったが、通された部屋は足の踏ふみ場ばもないくらい物が散乱している。ここにあの、綺麗な人が住んでいるのかと啞あ然ぜんとした。

　間取りはおそらく、祐輝の部屋と同じだろう。しかし角部屋らしく、ＬＤＫに大きな窓が付いていた。

　元は日当たりのよいリビングだったはずだが、窓のカーテンレールには洗せん濯たく物ものが所ところ狭せましとかかっていて、昼の日差しを遮さえぎっている。ゴチャゴチャとゴミだか何だかわからないもので床ゆかが埋うまっているから、全体的に薄うす暗ぐらい印象があった。

「ソファの上の物をどけて、適当に座ってくれ」

　言って、男はキッチンへ消える。どうやらお茶を入れてくれる気らしいが、リビングの惨さん状じようを考えるとキッチンだけが片付いているとは思えない。何が出てくるのかハラハラしたところで、男はペットボトルのお茶を二本、持ってきた。

「こんなんで悪いな。茶葉の場所がわからないんだ。コップもどれが使ってないやつかわからないし」

　最後の言葉に軽く戦せん慄りつした。ペットボトルで良かった。

　しかし正直、このゴミ溜ためみたいな部屋で飲み食いするのは遠えん慮りよしたい。家事が趣しゆ味みというだけあって、祐輝はわりと綺き麗れい好ずきなのだ。

　暇いとまを告げようと何度か腰こしを浮うかしかけたが、男はそんな祐輝の様子になどまったく頓とん着ちやくしていない。ソファテーブルを挟はさんだ祐輝の真向かいでどっかり胡坐あぐらをかくと、煎餅の袋を嬉き々きとして開けている。「お前も食えよ」と、言われてイラッとした。

「それは、新妻さんに持ってきたんですけど」

　相手を睨にらみつけながら言ったが、男はもう煎餅をバリバリ食べている。

「なんだ、遠慮してんのか？　『お持たせ』ってやつだろ。お前が食ったっていいじゃねえか」

　話が通じない。それに部屋の中には男の他に人の気配はなく、新妻さんはいないようだった。

「あの、新妻さんはお留守なんですか？」

　だったらもう、お暇しよう。この男と茶を飲んでる義理などない。そう思って尋たずねたのだが、男はきょとんとした顔をした。

「は？　お留守って……ああ、そうか」

　何かを合が点てんしたように「なるほど」と呟つぶやき、煎餅を無ぶ遠えん慮りよにかみ砕くだくのを止めた。

「あんた、たぶん勘かん違ちがいしてる。新妻ってのは、俺だよ」

「え……」

　お隣さんは先日の美形ではなかったのか。茫ぼう然ぜんとする祐輝に、男……真の新妻は苦く笑しようした。

「さっきから、なんか話が嚙かみ合わないと思った。やっぱり間ま違ちがえてたか。俺が『新妻』って、似合わないもんな」

「いえ、そんな」

　その通りだ、とは言えなくて、祐輝は曖あい昧まいに否定した。

「いいさ。ガキの頃ころから、この苗字のせいでさんざんからかわれてきたんだから。アホが調子に乗って『若奥様』とか呼んで馬ば鹿かにするんだよ。まあそういうこと言う奴やつらは全員、ボッコボコのギッタギタにしてやったが」

　拳を握りしめながら言う、男の笑いが暗い。冗じよう談だんではなく本当にやったんだろうな、と思わせる口調で、それを聞いた祐輝はつい、ビクッと身体を揺ゆらしてしまった。

「あ、今のはガキの頃の話だから。小中……高校くらいまでの」

　だいぶ大きくなるまで暴れていたらしい。そんなにビビるなよ、と笑われたが、全く安心できない。

「そういや、この間はちゃんと名乗らなかったな。改めてよろしく。俺は新妻寛かん而じだ」

　ニッと笑えみを浮かべる男は、やっぱり悪人面だったが、よく見るとなかなか端たん整せいな顔立ちをしていた。

「ど、どうも。蓮田です」

　つられて、祐輝も先日と同じように名乗った。が、すぐに「下の名前は？」と返ってくる。

「祐輝、ですけど」

「ユウキか。いい名前だ。俺のことも名前で呼んでくれ。今も言った通り、新妻って苗みよう字じはあんまりいい思い出がないんだ」

　俺のことも、ということは祐輝のことも名前で呼ぶつもりらしい。誤解は解けたが、男、寛而はやっぱり強ごう引いんだ。とはいえ、最初に思っていたほど悪い人物ではなさそうだった。

「あの、じゃあ先日の……エプロンの方は？」

　気になって口にすると、寛而はこちらの内心を見み透すかしたかのように、ふっと人の悪い笑いを浮かべた。

「あいつはここには住んでない。俺んちがこんなんだから、たまに来て掃そう除じしてくれるんだ」

　挨あい拶さつに来た時は、ちょうど寛而が仕事に出かけるタイミングだったのだという。

　エプロン美人は通い妻だったのか。だとすれば、もうあの姿は見られないかもしれない。ちょっと、いや、だいぶがっかりした。

「あ、そうか。ってことはこれは、あいつに持って来たんだな」

　肩かたを落とした祐輝に、寛而はふと気づいたように、煎せん餅べいの袋の開き口をそっと押さえた。

「すまん」

「あ、いえ……」

　いきなり素す直なおに謝られて戸と惑まどう。完全にこちらの勘違いだった。祐輝が「新妻さんにどうぞ」と言ったから、彼は遠慮なく食べていたのだ。そうとは知らず、咎とがめるようなことをしてしまった。

　寛而は心なしかしょんぼりしている。悪いことをしたなと反省した時、ぐう、と腹の虫が鳴った。祐輝のではない。寛而が、バツが悪そうに笑った。

「ここんとこ、仕事が忙いそがしくてまともにメシ食ってないんだ」

　初対面では不ふ遜そんそうに見えた男が恥はずかしそうに言うのに、何だか可か哀わいそうになった。お腹なかが空すいていたから煎餅を食べたのに、祐輝のせいでおあずけされる形になってしまった。今さらどうぞと勧すすめても食べにくいだろう。

　ぐぐぅ、とまた腹が鳴って、寛而が悲しそうに腹をさする。気の毒になって、つい口に出してしまった。

「あの、昨日の夕飯の残りがあるんですけど、食べますか」

　お昼ご飯に食べるつもりだったが、他にも食材は十分にある。祐輝の申し出に、寛而は驚おどろいた顔をした。

「いいのか？」

　その目はまるで、救世主を見るようだった。

「大したものじゃないですけど。今、持ってきますね」

　急いで自分の部屋に戻もどり、冷蔵庫から鯛たいのアラを炊たいたものと蕗ふきの煮にびたしを取り出す。少し考えて、冷れい凍とうしておいたミートボールと白飯を電子レンジで解かい凍とうした。

　結構な量になったそれらをタッパーに詰つめて持って行く。リビングのソファテーブルの上に広げると、たちまち寛而の表情が輝かがやいた。

「すごいな。これ、全部食っていいのか？」

「どうぞ。残り物ですけど」

　答えた途と端たん、男は無言になってガツガツと食べ始めた。よほど空腹だったらしい。気持ちのいい食べっぷりだ。

「美味うまい」

　と言ったのは、半分ほど平らげてからだった。

「これ、全部あんたが作ったのか。美味いな」

　心底感動したように言われれば、悪い気はしない。続く言葉にはげんなりしたが。

「可愛かわいい上に料理上手ってのは、ポイントが高い。あんた、いい嫁よめになれるぞ」

　嫁って、可愛いってなんだ。

「……俺、男なんで」

　しらっと返すと、「面おも白しろ味みのない奴だなー」と言われた。余計なお世せ話わだ。やっぱり、この男とは仲良くなれそうにない。

　それでも悪い男ではないのだろう。食事の終わりには、ごちそうさま、と、丁てい寧ねいに手を合わせた。

「生き返った。悪かったな。土産みやげをもらった上に、食事までごちそうになっちまって」

「いえ、余り物ですから」

　むしろ、美味おいしいと言って食べてもらえるなら嬉うれしい。普ふ段だんは一人で作って一人で食べているから、料理の感想など望むべくもないのだ。

　気にしないでほしいと重ねて言ったが、寛而は思案気な顔をしながら「ちょっと待ってろ」と、奥の部屋に行ってしまった。基本的に、人の話を聞かない性格のようだ。

　奥でガタンバタンと音がして、しばらくの後、寛而が戻ってきた。手には二つほどＤＶＤケースを携たずさえている。

「これ、うちで作ってるＤＶＤ。あんたがどっちなのかわからないんで、両方持ってきた」

　どういう意味かと問う間もなくパッケージを渡わたされた。女が惜おしげもなくおっぱいを晒さらしている写真が目に飛び込んできて、啞あ然ぜんとする。タイトルは『恥ち辱じよくの若妻』。

「こ、これっ」

「あんた、若妻モノ好きみたいだからさ」

　にやりと笑う男は、祐輝がエプロン美人に悶もん々もんとしていたことを知っているかのようだった。焦あせる祐輝をよそに、どこか得意げに二つ目のパッケージを示す。

「こっちはあいつが出てるやつ。声だけでも十分くるけど、視覚的にもすごいぞ。綺き麗れい系だから、ノンケでも抜ぬける」

　恐おそる恐るパッケージを見直すと、巻まき髪がみの美しい女教師がＭ字開かい脚きやくで悶もだえている。ただし、その足の間には、祐輝と同じ男性の象しよう徴ちようがそそり立っていたが。

　ばっちり正面から写された顔は、先日のエプロン美人だった。タイトルは『淫いん乱らん美人教師～おチン○ン生えちゃった』。

「……」

　見てはいけない世界を覗のぞいた気がして、無言でパッケージを膝ひざの上に伏ふせた。

「なかなかいいだろ？　遠えん慮りよせず持ってってくれ」

　遠慮なんてしてないとか、突つっ込む余よ裕ゆうもなかった。

　もともと、リアルのエロスには免めん疫えきがないのだ。それでもまだ、女性のおっぱいは自分の小説の表紙絵で見慣れている。しかし女装の美しい青年が男性器を晒して身悶える絵面というのは、祐輝の中では新しすぎて、脳内でどう処理していいのかわからなかった。

「俺、帰ります」

　ＤＶＤを持ち、祐輝は泡あわを食って立ち上がった。男は鷹おう揚ように「ごっそーさん」と軽く手を上げる。それから何か思い出したように「おい、祐輝」と呼び止められた。

　振ふり返ると、男が手て筒づつを作って上下させながら、卑ひ猥わいに笑っている。

「どこで抜いたか、今度教えてくれよ」

「……おっ、お邪じや魔ましましたっ！」

　叫さけぶように言って、自宅へ逃にげ帰った。あいつはオヤジだ。デリカシーのないスケベオヤジだ。恥ずかしがる祐輝の反応を楽しんでもいるようで、腹が立つ。

　お礼になどと言ってＡＶを押しつけるなんて、何の嫌いやがらせだ。それでも、もらったＤＶＤは持ち帰ったが。

　自宅の玄げん関かん先さきでもう一度、パッケージを見た。裏面を見ると、下の方に発売元とスタッフの名前が併へい記きされており、そこに『監かん督とく　新妻寛而』とある。

「あの人、ＡＶ監督だったのか」

　キャストに『白しら岡おか夏なつ巳み』とあるのが、エプロン美人の名前らしい。そこには彼が複数の男に囲まれているショットがいくつもある。

　寛而が言っていた通り、確かに綺麗でストレートのはずの祐輝もムラッとくる。夏巳とは恋こい人びと同士だろうに、それが他ほかの男に抱だかれるのを撮とるというのは、どういう心境なのか。

　嫌ではないのだろうか。ＤＶＤを勧める寛而はしかし、どこか自じ慢まんげだった。

　ＡＶ業界のことはよくわからないが、寛而という男は恋人が複数の男に抱かれるのを嫌けん悪おするより、むしろ幾いく多たの男たちを興奮させることに、誇ほこりや愉ゆ悦えつを感じるタイプなのかもしれない。

　そんなことを考えてふと、先ほど彼が「どこで抜いたか教えろ」と言ったのは、監督としての職業意識からなのかもしれないと思う。あのニヤニヤ笑いからして、祐輝へのからかいも多分に含ふくまれているだろうが。

　祐輝も、自分の小説の読者がどこで興奮したかは純じゆん粋すいに気になる。男はＡＶの仕事に誇りを持っているようだったから、祐輝に作品を押しつけたのも純粋なお礼の気持ちだったのだろう。

　嫌がらせだなんて、一いつ瞬しゆんでも考えてしまった自分を祐輝は恥じた。

　自身も官能小説家をしているからわかるが、世間ではこうしたジャンルの作品を汚けがらわしいと思う人間がいる。

　仕方がないことだと理解しているが、嫌悪されたり、あからさまに軽かろんじられたりするのを目まの当たりにするのはやっぱり悲しい。

「美人教師、か」

　表紙の夏巳は紺こんのタイトスカートとジャケットを着ていた。何となく、ＣＡの制服に似ていなくもない。

「いや、これはＣＡだ、ＣＡ」

　自分に言い聞かせながら写真を凝ぎよう視しする。ふっと頭にイメージが湧わいた。夏巳の顔をしたＣＡが、乗客とあれやこれやする映像が次々に浮うかぶ。

　急いで仕事部屋に駆かけ込む。それからは夢中で原げん稿こうを書いた。

　その日、隣となりから音が漏もれてきたのかどうかはわからない。そのくらい、仕事に集中していた。










　新妻寛而。日本の映画監督、ＡＶ監督。アダルトビデオメーカー、『レッドカード』の代表取とり締しまり役やく。年は祐輝より五つ年上の三十三歳。

　インターネットの事典サイトには、そう掲けい載さいされていた。彼の名前で検けん索さくしたところ、思った以上の件数がヒットした。

　驚おどろいたのは、彼がＡＶ以外にも一いつ般ぱんの映画を撮っていたことである。しかも新人の頃ころには、海外の何とかという映画祭で監督賞を受賞していた。

『轍わだち』という受賞映画のタイトルは、祐輝もうっすらとだが覚えている。現在に至るまで数は少ないものの、一般の映画を発表していた。

「結構、すごい人なんだな。そうは見えなかったけど」

　仕事部屋で、ネットに繫つなげたパソコンと向き合いながら、独りごちる。

　小説は昨日、無事に脱だつ稿こうした。原稿を取りに来た田部と共に、良かった良かったと安あん堵どしあって、一息ついたところである。

「あれっ、先生もＡＶなんて見るんですね。しかも新妻寛而の作品じゃないですか」

　帰り際ぎわ、田部はリビングのテレビの上に置いてあった、件くだんのＤＶＤを目ざとく見つけてそう言った。それがお隣の新妻さんだったことを話すと、目を輝かがやかせる。

「この人、ＡＶでは人気ですよ。『アワビ』シリーズってのが有名でしてね。『無毛の干しアワビ』とか、『魅み惑わくの濡ぬれアワビ』って聞いたことないですか。女優さんが全部違ちがうんですけど、これがどれも甲こう乙おつつけがたい。僕も結けつ婚こん前はお世話になりましたね。そっか、お隣さんなんだ。仲良くなって、サインもらってきてくださいよ」

　色紙持ってきますから、と妙みようにはしゃぎながら田部は帰って行った。

　もらったＤＶＤは、原稿を書く合間に何度か見ていた。作品のイメージを膨ふくらませるため……というのは自分自身への言い訳で、中身が気になったからだが、確かに映像は美しかった。

　ＡＶ特有の泥どろ臭くささがなく、といって無機質でもない。

　夏巳も、もう一つのノーマルな作品の女優も、いやらしく美しかった。映像のことはよくわからないが、カメラワークもよく考えられているのだろう。女性の苦く悶もんする表情や肌はだの質感、手て脚あしの指先までもが官能的で、かつ美び麗れいに映し出されていた。

　感心しながら見入ると共に、お隣から連日のように聞こえてきた声が、こうしたＡＶの音声だとわかった。

　ビデオの中で叫ぶ夏巳のセリフが、以前にお隣へ挨あい拶さつしにいった直後に聞かされた彼のものと全く同じだったからだ。

　これはＣＡだと自己暗示をかけながら鑑かん賞しようしたお陰かげか、その後は執しつ筆ぴつもノリにノッた。ありがたや、とお隣に向かって手を合わせる。

　そのお隣からはここ数日、物音が聞こえてこなかった。留守なのかもしれない。

　窓の外はからりとした晴天だった。このところ溜ためこんでいた洗せん濯たく物ものを一気に洗って、ベランダに干している。まだ午後の早い時間だが、天気がいいせいかもう乾かわいているようだ。そろそろ取り込もうかな、と腰こしを上げた。

　ベランダに出ると、気持ちのいい風が頰ほおを撫なでる。うん、と一つ唸うなって伸のびをした。

　ＣＡモノの原稿が押してしまったので、早く次回作のあらすじ作りに取りかからねばならないのだが、一つの仕事を終えたばかりのせいか、どうにも身が入らない。

「最近、こういうの多いな」

　以前は次々と書きたいものが浮かんできて、書く手が追いつかないくらいだったのに、最近は一つ終えるとその次を考えるのに時間がかかってしまう。

「アイデアが枯こ渇かつしてるのかな」

　ふと呟つぶやいて、怖こわくなった。ずっとこの仕事をしていきたいと思っている。売れなくなって干されてしまったら、仕方がないから別の糧かてを探すしかないが、それでも書くことをやめたくなかった。

　けれど、書くことができなくなったら。何を楽しみに生きていけばいいのだろう。

　彼女もいない、それどころかろくに恋こいをしたこともない。学生時代や会社員時代の友達も年々、疎そ遠えんになっている。

　家事と小説を書くこと以外に趣しゆ味みはなく、そんな自分がこの先も一人で生きていくことに、時折ふと、不安が過よぎるのだった。

「あんた、独り言が多いな」

　突とつ然ぜん、隣から声がして、祐輝は思わず「うわっ」と声を上げてしまった。驚いた。

　隣のベランダに寛而が立っていた。手て摺すりに寄りかかり、手には火のついていない煙草たばこを持っている。

「いつの間に……」

　つぶやくと、相手は呆あきれたような顔をした。

「俺の方が先に出てたんだよ。こっちに気づかずブツブツ言いだすから、ビビッたわ」

「す、すみません」

　まったく自覚がなかった。ずっと一人で過ごしているせいか、独白が多くなっているのかもしれない。

「まあ俺も最近、気づくと一人でブツブツ言ってるけど」

　寛而はそこでふと何かに気づいたように言葉を止め、人の悪い笑えみを浮かべた。

「そういえば、こないだのアレで抜ぬいたか？」

　言いながらまたもや手を卑ひ猥わいに上下させるから、かあっと顔が熱くなった。

「抜いてません！」

「またまた。隠かくさなくていいって。こっちはそのために作ってんだから」

「隠してませんっ。参考にと思って見たけど、仕事で忙いそがしかったし」

　適当に合わせておけばいいのだろうが、相手がからかう口調で言うからつい、こちらもむきになってしまう。うっかり、言わなくてもいいことまで口にしてしまった。

「参考に？」

　首を傾かしげられて、はっとした。

「そういや、あんた昼間でもずっと家にいるよな。ニート？」

「物書きですっ」

　どうしてこう、この男はカチンとくることばかり言うのだろう。悪意があるのかないのかわからないところがまた、癇かんに障さわる。

　だからご近所に聞かれても誤ご魔ま化かそうと思っていたのに、うっかり本当のことを言ってしまった。

「物書き？　小説家ってことか。へえ、すごいな。どんなの書いてるの」

　ほらみろ、と内心で舌打ちした。なまじ小説家だなんて名乗ったら、相手だって社交辞令でも何でもそう尋たずねてくるに決まっている。

　祐輝は「えっと……」と、視線を彷徨さまよわせながら答えた。

「普ふ通つうの小説です」

「なんだそりゃ」

　即そく座ざに突つっ込まれた。普通の小説がどんなものか、祐輝にもよくわからない。

「だから普通の……か、官能小説です」

　渋しぶ々しぶ告げると、相手は「おお」と驚いた声を上げた。

「何だ。ある意味、同業者じゃないか」

　言われてみればその通りだ。寛而はＡＶ監かん督とくなのだから、祐輝の職業を聞いたって怪あやしむことはないだろう。何も口ごもることなどなかった。

　寛而ももちろん、怪け訝げんな顔などしない。ちょっとホッとした。

「なるほど。それで？　ちょっとはそっちの参考になったか？」

「ちょうどＣＡモノを書いてたんですけど、行き詰づまってて。いただいた教師モノがＣＡの制服に似てたんで、イメージが膨らみました」

「はは。確かに似てるっちゃ似てるわ。ＣＡか。俺は撮とったことないけど、いいかもな。場所とか大変そうだけど」

「小説でも大変でした。航空業界に詳くわしくないから、ＣＡも漠ばく然ぜんとしたイメージしかなかったし」

　ベランダで何を話しているんだろうと思うが、寛而もまた、「そうだよなー」と、真ま面じ目めに相あい槌づちを打っている。こういう話は今まで担当編集者としかしたことがなかったから、何だか嬉うれしい。

「そうだ。あんた、もう昼飯食ったか？」

「まだですけど」

　いつも昼は食べたり食べなかったりだ。朝と夜は、仕事が忙しくてもなるべくきちんと食べるようにしているが、昼は適当に済ますか抜いてしまうことが多かった。

「俺もまだなんだ。良かったら、どこかに食いに行かないか。この間の食事のお礼に、奢おごるからさ」

「えぇっ。いえいえ、あんな残り物で奢っていただくわけには。それに、お礼ならいただきましたし」

　アダルトビデオだが。ぶんぶんと首を横に振ふると、寛而はくすっと笑った。

「うちの会社のサンプルだし、あれじゃお礼にならねえよ。それに、あの飯はマジで美味うまかったんだ。あ、でもあんた仕事中なんだっけ」

　それなら連れ回したら迷めい惑わくかな、と、相手が急に常識的なことを言うので、つい本当のことを答えてしまった。

「いえ、仕事は一段落つきましたけど」

　寛而の顔がぱっと輝かがやく。

「そうか。じゃあちょっと待っててくれ。支し度たくしてそっちに迎むかえに行く。十五分後でいいか？」

「えっ、はい？」

　話が急で、付いていけなかった。聞き返した言葉を了りよう承しようと取ったらしい。

「よし。それじゃ十五分後に」

　あっ、と呼び止める間もなく、寛而は自分の部屋に引っ込んでしまった。

「強ごう引いんすぎるだろ」

　こちらはまだ、行くとは言っていないのに。あの男と昼ご飯を食べて、いったいどういう会話をすればいいのか。

　しかし、今からお隣となりに断りに行く勇気はなく、ちょうど仕事に行き詰まっていたこともあって、気分転てん換かんに外に出るのも悪くない、とポジティブに考えることにした。

　手早く洗濯物を取り込む。畳たたむのは帰ってからでいいだろう。スウェットだったので、とりあえずジーンズと長なが袖そでのシャツに着き替がえた。どうせ近所の食堂にでも行くのだろうと、大して恰かつ好こうなど気にしなかった。

　きっかり十五分後に、家のインターホンが鳴った。玄げん関かん先さきで応じたら寛而の声がしたので、ドアを開けたのだが。

「新妻、さん？」

　外から顔をのぞかせた男に、驚おどろいた。

「寛而だ」

　もう一回やり直し、と言われて機械的に「寛而さん」と呼び直した。いつもならムッとしているところだが、驚きの方が大きい。

「どうしたんですか、その恰好」

「おかしいか？」

「いえ……」

　逆だった。さっきまでボサボサ頭の不ぶ精しよう髭ひげだった小こ汚ぎたない男が、今は妙みようにさっぱりしている。

　髭は剃そられ、髪かみもボサボサが遊び髪と言われる程度に整えられていた。カットソーにチノパンというラフな恰好だったが、スタイルの良さがよくわかる。

　以前も顔立ちが整っているなと思ったが、きちんとすれば驚くほど見み映ばえのする男だった。

「ちゃんとしてるから、びっくりしました」

「惚ほれ直したか、ん？」

　せっかく褒ほめたのに、オヤジっぽく言われてげんなりする。

「直してません。そもそも惚れてません。それよりメシ。早く連れてってください」

　男の与よ太た話ばなしに付き合うほど暇ひまでもない。寛而を追い立てるように部屋を出た。

　歩いて行くのかと思いきや、寛而はマンションの駐ちゆう車しや場じようへ向かった。黒のミニバンの前で、どうぞと助手席を開けてくれる。

「車で行くんですか」

「近所にあまり美味い店がないんだ。いいか？」

「お任せします」

　引っ越こしてからもずっと自じ炊すいだったから、近所の飲食店をあまり知らない。答えると、車はゆるやかに発進した。国道に出てすぐ、高速道路に乗る。勝手に荒あらい運転を想像していたが、走りは常に滑なめらかだった。

　道は空すいていて、ほんの二十分ほどで隣の県に入る。更さらに二十分ほど走って、海沿いの通りに突き当たった。

「わあ」

　突とつ然ぜん、開けた視界に祐輝は思わず声を上げる。海なんて、何年ぶりだろう。祐輝の素す直なおな反応に微笑ほほえみながら、寛而が少し窓を開けてくれた。潮の香かおりがさっと車内に入ってくる。

「海に行くのは、今がちょうどいい時期なんだよな」

　夏は暑くて海水浴客で混雑するし、冬は寒い。春も少し汗あせばむ陽気になってきたこの頃ごろが、海辺を歩くのに一番気持ちのいい季節なのだと寛而が教えてくれた。

　海沿いを少し走って、一いつ軒けんの小ぢんまりしたレストランに到とう着ちやくした。真っ白い壁かべに薄うす青あお色の屋根の可愛かわいらしい店だ。洒落しやれた店など行き慣れない祐輝はわずかに躊ちゆう躇ちよしたが、寛而は先に車を降り、助手席のドアを開けて促うながした。

　店に入る時も、彼がごく自然にエスコートしてくれる。特に意識をせずにやっているようだが、何だか女性扱あつかいされているような、妙な気分だ。

　平日の昼過ぎだというのに、店内にはかなりの客が入っていた。窓まど際ぎわはいっぱいだというので、外のデッキで食べることになった。

　風もあまりなく、日よけのパラソルが備えられているから、ちょうどいい。何より海がよく見えるし、自分たち以外にデッキに客がいない。

　海辺の素す敵てきなレストランで誰だれかと食事をするなんて、生まれて初めての経験だ。何となく、そわそわしてしまう。周りに他ほかの客がいなくて幸いだった。中で食べていたら、きっと不必要に緊きん張ちようしてしまっただろう。

　数少ない友達は、みんな祐輝と同じように洒落っ気けのない連中ばかりで、会うのはもっぱら安い居酒屋チェーンだった。家族以外の人とレストランと言える場所で外食をしたのは、デビュー直後、田部に連れて行ってもらった都内のイタリアンが最後かもしれない。

「新妻さん、久しぶりだったわね」

　メニューを持ってきた女性スタッフは、気軽な口調で寛而に話しかけた。寛而も「仕事が忙いそがしくてな」と、砕くだけた様子で答えている。

　海辺のレストランらしく、シーフードのメニューが多かった。寛而のお勧すすめを何品か頼たのみ、シェアすることにする。

「彼女がこの店のオーナー。前の仕事仲間なんだ。厨ちゆう房ぼうにいるのが旦だん那なさん」

　寛而に言われ、祐輝はメニューを下げて中に入って行く、女性の後ろ姿を見た。

「女優さん、ですか？」

「そ。人気だったんだけどな。さすがに年いくと身体からだがきついって言って、結けつ婚こんを機に引退した」

　ということは、ＡＶの方の女優らしい。年はいっているようだが、なかなかの美人だった。しかしハキハキとしてボーイッシュな印象があり、ＡＶの色っぽさからは遠い。元ＡＶ女優だと言われてもピンと来なかった。

「一いつ般ぱん作品の方の女優さんかと思いました」

　だからそう口にしたのだが、寛而はわずかに驚いた顔をした。

「俺が一般も撮とるって、よく知ってるな」

「いただいたＤＶＤに名前があったんで、ネットで調べたんです」

「ああ、なるほど」

　お隣に名前を検けん索さくされているなんて、気持ちが悪いかもしれない。考えずに口に出してしまったことを、後こう悔かいした。

「すみません。勝手に調べたりして」

　気分を害されたかもしれない。不安になって謝ると、寛而は鷹おう揚ように笑った。

「そんなの気にしないさ。そういや、あんたのペンネームを聞いてなかったな。教えてくれよ」

「えぇっ」

「今まで官能小説ってあまり読んだことないんだ。今度読んでみるから」

　そんなことを言われたら、名乗りたくなくなる。官能小説というジャンル以前に、自分の書いたものを知り合いに読まれるのはひどく恥はずかしい。最初は口くちを濁にごしてみたが、強引に聞き出されてしまった。

「蓮城寺雪か。男性にも女性にもとれるな」

「はい。どっちかわからない方がミステリアスでいいかなって。デビューの時に、編集の人と考えたんです。最初はもっと変な名前だったんですけど、色気がないってダメ出しされて」

　投とう稿こう時、適当に付けたのはベラドンナ虎とら夫おだった。そう言うと、寛而も「そりゃひどい」と呆あきれた顔をした。

「美人ＣＡの表紙に、そんな名前があったら読む気なくすぞ」

「田部さん……担当の人にもそう言われました。ぱっと見の字じ面づらも大切だって」

　自分の名前なんてどうでもいいと思っていたが、そう言われて二人で考え直した。

「うん。蓮城寺の方が断然いい」

「ベタですけど」

「ベタで結構じゃないか。それこそＡＶ男優じゃないんだから。大体、ベラドンナってなんだ。毒々しいな」

　ほっといてください、と口では言うが、会話は楽しい。仕事のことなんて、今まで編集者以外の人とあまり話したことはない。

　親しい友達には一応、自分の職業は打ち明けているけれど、友達はみんなサラリーマンで、仕事の話をし合っても共通事じ項こうがあまりない。面おも白しろ半分に聞かれることはあるが、一度ペンネームを告げたら「うわあ、ベタだなあ」と笑われて少し傷ついた。

　だが寛而は、耽たん美びな名前を告げても笑ったりしない。官能小説家というものをきちんとした仕事として見てくれている。

　彼がＡＶ監かん督とくだからかもしれないが、他人と仕事の話を構えることなくできるのが嬉うれしかった。

　それから二人で、出てきた料理を食べた。基本はイタリアンなのだというその店の料理は、どれも美味おいしく、つい食べ過ぎてしまった。

「ちょっと、腹ごなしにそこら辺を歩くか」

　パンパンで苦しいと腹をさする祐輝に、寛而は笑って言った。車をそのまま店に置かせてもらって、二人で浜はま辺べに出る。

「足元気をつけろよ」

　砂に足を取られてよろめくと、隣となりから腕うでが伸のびてきて、肩かたを抱だきとめられた。見上げると、野性味のある端たん整せいな顔が覗のぞき込んでいて、意味もなくどきりとする。

　そういえば、店でも女性客がちらちらと寛而のことを見ていた。すらりとした長身の美形は、男の祐輝の目にも魅み力りよく的に映る。

　初めて会った時、部屋の奥から出て来た時の、ボサボサ頭に不ぶ精しよう髭ひげを生やした熊くまのような男とはまるで別人だった。モデルにしては顔が怖こわいが、映画俳優と言われれば納なつ得とくできる。彼は撮る側だが、被ひ写しや体たいになっても映はえるだろう。

　そんな男は、砂すな浜はまを少し歩くうちに、急に黙だまり込んでしまった。どうしたのかと振ふり仰あおぐと、何か真しん剣けんな顔で辺りを見回している。かと思えば、じっと海の方を見つめていた。　>>>♥

　何か、仕事のことを考えているのだろうか。しまいには景色を見つめたまま歩みを止めてしまったが、祐輝も彼に倣ならって海辺の景色に視線を移した。

　開けた景色と潮の香りに、停てい滞たいしていた気分が、すっと上に伸びて行くように感じた。

　来て良かったな、と素直に思う。ずっと家にこもっていて苦にならなかったし、外に出る必要性も感じなかったが、気分転てん換かんというのは重要なのかもしれない。

　それからどれくらい、二人でたたずんでいただろうか。

　さして長い時間ではなかったが、寛而はハッと我に返り、二人で立ち尽つくしているのに気づいて、慌あわてた素そ振ぶりを見せた。

「すまん、ぼんやりしてた」

　うろたえる様子が珍めずらしい。祐輝はつい笑ってしまった。

「仕事のこと、考えてたんじゃないですか」

「図星だ」

　寛而は祐輝の様子にホッとした顔をした。

「この景色がいいなとか、使えないかとか考え始めると、いつの間にかのめりこんでる。外に出て、綺き麗れいな風景見るとたまにこうなるんだよな」

　どこか遠い目で、寛而は海を眺ながめる。

「外……」

　もらったＤＶＤは二本とも室内だったが、青あお姦かんが好きなのだろうか。こんな物もの陰かげもない場所で、どうやって撮さつ影えいするのだろう。道路からもまる見えだ。

　悩なやましいな、と自分が撮るわけでもないのに考えていると、何故なぜか寛而が白い眼めでこちらを見ながら、「青姦じゃねえよ」と突つっ込んで来た。

　どうやらまた、独り言を言っていたらしい。

「一般の方だよ。ＡＶだと、わりと迷わずにちゃちゃっと決められるんだけどな」

「新しい映画を撮ってるんですか」

　ネットの事典サイトによれば、彼は今までに三本の一般向け長編映画を制作していた。

　一作目、芸大在ざい籍せき時代に撮った『轍わだち』がデビュー作らしい。海外の映画賞を受賞し、それから一年後に二作目を、それから更さらに四年経たって三作目を発表していた。

　十余年のキャリアの中で三作というのは、普ふ通つうなのか寡か作さくなのかわからない。ただこの数年は、ミュージックビデオやショートムービーを除けば、一般向けの作品は撮っていないようだった。

「いや。今は構想を練っている最中。もっとも、実際に撮影できるかどうかはわからないけどな」

　自じ嘲ちよう気味に、寛而は言った。

「企き画かくを持ち込んじゃいるんだが、なかなか買い取ってくれる会社がない」

　映画製作会社や、配給会社に持ちかけてみるのだが、ここ数年で形になったのは、二本のショートムービーだけなのだという。

　学生の時にサークルの仲間たちと撮った映画が偶ぐう然ぜん、著名な映画評論家の目に留まり、大絶賛された。その評を読んだ配給会社が映画を買い取って発表され、海外の映画祭にまで出品された。それが寛而のデビュー作『轍』だ。

　異色のデビュー経けい緯いと、デビュー作が海外の映画賞を受賞したこと、そして監督が学生だったことで映画は当時、話題を呼んだ。

「けど、国内での評判はそんなに良くなかったんだよな」

　若き天才、鬼き才さいという煽あおりで寛而自身は一時的に脚きやつ光こうを浴びたが、実際に上映された映画を見た一いつ般ぱんの客の反応は、今一つだったという。

「わかりにくいとか、ただ難解に作ってるだけとか言われてなあ。自分としてはこの上なく明快に作ったつもりだったから、ショックだった。凡ぼん人じんにはわからないんだとか、嘯うそぶいたりして。あの頃ころの自分は、何度思い返しても痛い。たまに夜寝ねる時、布ふ団とんの中で思い出して身み悶もだえてる」

　冗じよう談だんめかした寛而の言葉がおかしくて、笑ってしまった。だが、本当は辛つらかっただろうし、悩んだだろう。

　卒業後、寛而は映画会社などには就職せず、フリーランスの映画監督となった。映画賞を受賞した直後、『轍』を配給した映画会社が別の製作会社との契けい約やくを仲ちゆう介かいし、ただちに二作目の制作がスタートしたからである。

　しかし鳴り物入りで発表された二作目も、一般的な評判は良くなかった。評論家や一部のマニアには熱ねつ烈れつな支持を受けたものの、結果として興行的には赤字に終わり、映画会社から三作目の話が出ることはなかった。

「それまで、周りにちやほやされていい気になってたから、どうしようかと思ったな。今さら人の下で働けるか、サラリーマンなんかできるかよ、とか思ってたし」

　そんな時、同じ芸大の同級生だった夏巳から、ＡＶを撮とらないかと持ちかけられた。

「同級生だったんですね」

　寛而より若いと思っていたから驚おどろいた。

「あっちは写真の方な。学部は違ちがってたけど、同じ映画サークルのメンバーだった。一年の時からの付き合いだから……もう十三年か。恐おそろしいな」

　そんなに長く二人は付き合っていたのか。祐輝は感心した。男女なら、もう結けつ婚こんしていてもおかしくない。

「あいつはちょうど、妙みような趣しゆ味みにハマッててな。撮ってくれって言うんで、面白半分に撮った。それがＡＶ撮るようになったきっかけだ」

　夏巳は大学を中退し、ショップの店員をしていた。コスプレショップの店員だという。

　学生時代に友人に誘さそわれ、世界最大の同人誌即そく売ばい会かいでコスプレをしたところ、ハマッてしまったらしい。言われてみればあの女装教師モノも、女装が板についていた。

　遊び半分で撮ったのに、ＡＶはすぐさま金になった。生活のためにＡＶを撮るようになり、しかし作品を重ねるうちに楽しくなっていったのだという。

「最初はネット配信の会社に委い託たくしてたんだ。ユーザーレビューみたいなのが必ず付いてるんだが、それを読むのが楽しかった。女優のイキ顔がいまいちとか、コスプレはこうじゃないととか、こだわりがあって」

　ＡＶ作品におけるユーザーの反応は、一般作品とは打って変わって好意的だった。中には一般作品のファンだというユーザーもいたが、ほとんどは監督が誰だれかなど意識していない。見て興奮するか、楽しいか否いなか。

　また、ＡＶは出せばそれなりに金になる。数年後には、ＡＶ制作会社を設立した。

「でも映画も撮りたい。それでＡＶを撮りながら企画を練って持ち込むんだが、どれも今一つなんだ」

　どうにか制作にこぎつけた三作目も、鳴かず飛ばずだった。あとは幾いくつかのショートムービーと、ミュージッククリップのオファーを受けて制作する程度。それに反して、ＡＶは順調すぎるほど順調だ。

「ＡＶも面おも白しろいんだ。こっちでやりたいこともある。でもあきらめきれないんだ。映画の世界が好きなんだよ」

　寛而は軽い口調で話すが、実際には葛かつ藤とうがあるだろうことは想像に難かたくない。

　決してＡＶを軽かろんじているのでも、卑ひ下げしているわけでもない。どちらに対しても真剣なのだと、話す言葉から感じられた。

　最初はどこのヤクザかと思ったのに、仕事に対する真ま面じ目めな男の姿勢に感心する。

「すまん。つまらないこと語っちまったな」

　だが寛而の方は、祐輝が退たい屈くつしていると思ったのかもしれない。再び我に返り、決まりが悪そうに頭を搔かいた。

「つまらなくなんてないです。面白かった。それに新……寛而さんは、ただのセクハラオヤジじゃなかったんだな、って」

　映像を撮ることが、そして映画が本当に好きなのだろう。かっこいいと思うのだが、それを素す直なおに口にするのは恥はずかしい。結局、憎にくまれ口になってしまった。

「セクハラはともかく、オヤジってなんだよ。ていうかあんた、幾つだ」

　二十八です、と答えると寛而は眼を瞠みはった。

「えっ、意外と年が近いんだな」

　その驚きからするとどうやら、もっとずっと年下に見られていたらしい。

「いや、ＡＶ渡わたした時の反応が初うい々ういしかったからさ。あーその、何て言うか、擦すれてないっていうか」

　寛而は当たり障さわりのない言葉を何とか探そうとしたようだが、当たり障りがありまくりだった。擦れてないとか初々しいとか、童どう貞ていであることを言い当てられたようで気まずい。

「いえ、こう見えて擦れてます。すごく擦れて爛ただれまくってます。もう今の仕事して五年になるし、それより前にも十代の頃から官能小説書いてるし。合コンだって行きまくったし」

　色々体験だってしてるのだ。脳内でだけど。断じて童貞ではないことをアピールしようと必死に言い募つのったのだが、男は何故なぜか途と中ちゆうから、笑いを堪こらえるかのように口を押さえて肩かたを震ふるわせ始めた。

「何なんですか。何で笑ってるんですか」

「まだ笑ってないぞ」

　言ったそばから、堪え切れずにククッと笑っている。祐輝がムッとして睨にらみあげると、寛而は慌あわてて笑いを引っ込めた。

「悪かったよ。反応が新しん鮮せんでな。俺の周りは何と言うかもっとこう、しれっとした奴やつらばっかりなんだ。でもそっか。十代の頃からってことは、本当に好きで書いてるんだな」

　最後は真面目な声こわ音ねだったので、祐輝も機き嫌げんを直した。「好きです」と素直に頷うなずく。

「高校生の時に初めて読んで、衝しよう撃げきを受けたんです。読み漁あさって、そのうち自分でも書くようになりました。だから、今こうやって仕事になっているのがすごく有りがたいし、幸せです」

　いきなり語りすぎたかな、と思ったが、相あい槌づちを打つ男は優やさしい微び笑しようを浮うかべていた。

「書くことが好きなんだな」

「はい。でも最近……」

　相手が真面目な様子だったから、ぽろりと話してしまいそうになった。はたと口を噤つぐんで寛而を窺うかがうと、「ん？」と聞き返してくれる。促うながされて、再び口を開く気になった。

「仕事に詰つまることが多くなったんです。スランプってわけじゃないんですけど。前はネタがどんどん溢あふれてきて、書くのが追いつかないくらいだったのに、最近は一作書いたら次がなかなか出てこなくて。それで、そのうちアイデアが枯こ渇かつするんじゃないかって」

　話していて、さすがに笑われるかなと心配になった。書けなくなったわけではない。今から書けなくなった時のことをあれこれ考えるなんて、馬ば鹿かげていると自分でも思うのだが、不安はなかなかなくならない。

「仕事がなくなるのが怖こわいのか？」

　だが寛而は笑わなかった。祐輝の言葉をじっと聞いてから、そう尋たずねてきた。

「それもあります。でもそれは、覚悟の範はん疇ちゆうではあるんです。この先もずっと仕事をもらえる保証はないし」

　将来の確約がない、不安定な仕事だ。もちろん、最初から続かないと諦あきらめているわけではないし、できる限り努力はするが、誰かに将来の約束をしてもらえるわけではない、ということは心のどこかに留めておかなければならなかった。

　ただ、未来のリスクというのは、物書きに限らず、どの職業にも、多少の差はあれ存在するものだ。

「それより、書けなくなるのが怖い。書くことそのものができなくなったら、俺にはもう、何もないんじゃないかって思って」

　自分の中が空っぽになるのが不安だった。ずっと書くことが趣味だったし、言ってみればアイデンティティみたいなものだから、それが全すべて喪そう失しつしてしまうことを考えると、ひどく恐ろしくなる。

「……は」

　不意に、寛而が笑い声を上げた。真面目に聞いてくれていると思っていたのに。裏切られた気がしたが、振ふり仰あおぐと男は、やはり優しくこちらを見ていた。

「あんた、本当に筋金入りなんだなあ」

　感じ入ったように、男は言う。意味がわからず首を傾かしげると、寛而はじわりと笑えみを深くした。

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ。よしんば一度書けなくなったとしても、そのうちまた書けるようになる。もうやめようって自分から思っても、時間が経たったら書きたくなるんだ。そんなもんだ」

　好きだから、たとえ自分からやめようと思ってもやめられない。寛而の言葉は上うわっ面つらではない、実感がこめられていて、すとんと祐輝の胸に降りてきた。

「寛而さんも、同じように不安に思うことがあるんですか？」

　尋ねると、苦く笑しようと共にしょっちゅうだよ、という答えが返ってきた。

「特に映画の方な。ずっと上手うまく行ってないから、もうやめて、ＡＶ一本に絞しぼろうかと思う時が何度もある。でも気付くとさっきみたいに、ロケハンしたり脚きやく本ほん考えたりしてるんだよな。あんたが不安だって言うのを聞いて、改めて思ったんだ。俺はだから、やっぱり映画が好きなんだなって」

　寛而はそう言って、どこか嬉うれしそうに元来た道を振り返った。

「お礼のつもりだったのに、連れ回して悪かったな」

　浜はま辺べをぶらりと歩いてレストランの駐ちゆう車しや場じように戻もどってくると、寛而はおもむろにそう言った。

「あんただと、仕事の話もしやすくて。つい色々と喋しやべっちまった」

　ＡＶ監かん督とくだと言うと、下世話な興味しか持たれないから、同業者以外と話す機会がなかったのだという。それは祐輝も同じだった。

「俺も楽しかったです。海なんてものすごく久しぶりだったし」

　ありがとうございました、と今度は素直に口に出せた。寛而もまた、面おも映はゆそうな笑みを浮かべる。何だか、ほっこりと幸せな気分だった。
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　海辺のレストランに行ってから、お隣となりとは度たび々たび交流するようになった。

　仕事の合間にベランダに出ると、時々向こうも出てきて、他た愛あいもない会話をする。祐輝が再び夕ご飯のおかずをお裾すそ分わけに行ってからは、たまにどちらかの家で食事も一いつ緒しよにするようになった。

　それぞれ仕事があり、生活の時間にもばらつきがあるから、それほど頻ひん度どは高くない。

　特に寛而は生活が不規則なようで、何日も家を留守にすることもあれば、ずっと家にこもっていることもある。家にいても何かしらの作業をしているようだった。

　仕事に没ぼつ頭とうすると寝しん食しよくを忘れるタイプらしく、会うといつも寝ね不ぶ足そくで、お腹なかを空すかせている。

　祐輝が出す料理をいつも美味うまい美味いと豪ごう快かいに食べてくれるので、こちらも作り甲が斐いがあった。

　もともと、一人でいることに慣れていた祐輝にとって、寛而との付き合いは付かず離はなれずで居い心地ごこちがよく、楽しかった。

　最初の出会いから、二か月ほど経った頃ころだろうか。寛而の家で食事の支し度たくをする祐輝に、仕事部屋から出てきた寛而がしみじみと言った。

「なんか、あんたの方が新にい妻づまみたいだなあ」

　フリルのエプロン着けてみるか、と言うから、結構ですと撥はねのけた。

　汚お部べ屋やだった寛而の部屋は、今ではほぼ片付いている。祐輝が堪たえかねて、掃そう除じをしたからだ。

　これまでも夏巳が暇ひまを見て掃除に来てくれていたらしいが、良く聞けば彼も家事能力は寛而と同じくらい、あまり身の回りのことに頓とん着ちやくしないところも似ているようで、コンビニの弁当を買ってきたり、ゴミを捨てるのがせいぜいだったらしい。キッチンなどは想像通り、悲ひ惨さんな有様だった。

　最初は家に招かれても、余計なお世話だろうと見て見ぬふりをしていたが、二度三度と訪問するうちに我が慢まんができなくなり、ついにはお願いだから片付けさせてください、と泣くように頼たのんで掃除させてもらった。今では綺き麗れい好ずきの祐輝もストレスなく飲食をできる環かん境きようになっている。

　ただ、奥の仕事部屋だけは入らないでくれと言われていて、中を覗のぞいたことがない。大切な場所だし、無ぶ遠えん慮りよに入るのも気が引けるが、どれほど汚よごれているのか、想像するとちょっと怖かった。

　その仕事部屋から、寛而は眼めをしょぼしょぼさせながら現れた。

　今日も不ぶ精しよう髭ひげを生やしていて汚きたない。綺き麗れいな寛而は、最初にレストランに連れて行ってもらったとき以来、見ていなかった。

　ちゃんとすればかっこいいのにな、と思うが、祐輝も身なりに構う方ではないので人のことは言えない。

「いいじゃないか、エプロンくらい。裸はだかエプロン。楽しいぞ、俺が」

　寛而は相変わらずセクハラ発言が多い。最初はまともに相手をしていたが、一か月もすると適当にあしらうことを覚えた。

「なんで裸なんですか。そういうことは夏巳さんに頼んでください」

「やだよ。あいつ、嬉き々きとしてやるから。こういうのは恥はじらいがないとつまらないの」

　勝手なことを言っている。その夏巳とは、最初に顔を合わせて以来、会っていなかった。

「向こうも忙いそがしいらしいな。今月はろくに休みがないって言ってた」

　夏巳はＡＶに出る傍かたわら、趣しゆ味みでコスプレ衣装を作製し、販はん売ばいしていた。数年前にショップ店員から独立し、自分でネット販売の店を始めたのだが、これが繁はん盛じようしているようだ。

「それでも、ＡＶは辞やめないんですね」

「あいつは人に見られるのが好きだからなあ。自分のセックス見せても、後ろめたさが全くないっていうか。まあ、女優でもそういう子は多いけどな」

　そう言う寛而も、恋こい人びとがＡＶに出ることに抵てい抗こうはないらしい。夏巳の仕事ぶりを話す時の彼の口調は、躊躇ためらいや葛かつ藤とうがなかった。

「いつまでもできる仕事じゃない。だから撮とれるうちは、綺麗に撮ってやりたいな」

　一緒に仕事をしている分、夏巳との方が祐輝よりもずっと、わかり合えることが多いのだろう。

　二人のことを羨うらやましいなと、最近思う。自分に恋人がいたらどんな感じなのか。以前は興味もなかったのに、寛而という新しい友人ができたせいか、そんなことを度々考えるようになっていた。

「仕事、目め途どが立ったんですか」

　自宅から持ってきた惣そう菜ざいを食器に移しながら、祐輝は尋たずねた。寛而の会社は別に事務所があるが、映像や脚本のチェックは家でやる方が集中できるのだと言い、よく仕事部屋にこもっていた。

　ちなみに祐輝が聞いた喘あえぎ声は、チェックの過程で音を流したり、参考に過去の作品を見る時に漏もれていたものだった。祐輝が挨あい拶さつに来た翌日、大音量で流したのは、ただ単に祐輝をからかうためだったらしいが。

　しかし、隣に漏れていると気づいてからは、ヘッドホンをかけて仕事をしてくれている。そのため、執しつ筆ぴつ中に音に悩なやまされることもなくなった。

「ぼちぼちだな。今月はスケジュールが詰つまってるから、そろそろ片付けないと間に合わない。そっちはどうなんだ？」

「一つは終わりました。もう一つの方も、締しめ切りに間に合いそうです」

　仕事は押し並なべて順調だった。人と会話をして、うまく気分転てん換かんができるようになったせいだろうか。少し前は、アイデアが枯こ渇かつしたらどうしよう、などと心配していたのに、また以前のように妄もう想そうが次々と浮うかんでくる。

「そういえばこの間、編集の人に褒ほめられたんですよ。エッチのバリエーションが増えたって。ＡＶを沢たく山さん貸してもらったおかげです」

　書き方もわかりやすいし、エロくていいですね、と田部に言ってもらえた。今まではＡＶに興味がなく、活字の世界だけでエロを習得していたのだが、何本も映像を見たお陰かげで、どこがどうなっているのか把は握あくすることができた。

「役に立って何よりだ」

　祐輝の言葉に、寛而は苦く笑しようする。

「……う、すみません。借り物なのに。おまけに実用してなくて」

　今後の参考に他ほかにも見てみたいと言ったら、寛而は快く貸してくれたが、本当なら自分でお金を払はらって見るべきものだ。しかも本来の目的ではなく、仕事の資料にしてしまった。

　嬉うれしさのあまり失礼なことを言ってしまったと反省したが、寛而は目を細めて笑った。

「そんなの気にすんな。あんたは本当に真ま面じ目めなんだな」

「どうせね、面おも白しろ味みのない人間ですよ」

「いや、面白いよ。あんたと喋しやべってると楽しいし、色々気づかされる」

　それは祐輝の方だ。人と接するのが億おつ劫くうだったのに、寛而といるのは楽しい。

　夏巳には悪いが、このまま夏巳が忙しいといいな、などと考えてしまった。恋人が遊びに来たら、自分と一緒にいる時間はなくなるだろう。

　友達より恋人を優先するのは当たり前だが、お隣となりで二人がイチャイチャしているのに、自分は一人でご飯を食べるのかと考えると侘わびしい。

（俺も恋人作ろうかな）

　美人じゃなくていいから、一緒にいて楽しい女性がいい。しかし、自分がどんな風に女性と付き合うのか、全くイメージが湧わかなかった。

　やっぱり友達と、寛而と一緒にいる方が楽しい。このまま穏おだやかなご近所付き合いが続くといいなと、二人で食しよく卓たくを囲みながら思うのだった。

　しかしその後、祐輝の願いはあっさり砕くだかれることになる。

　寛而の家で食事をしてから、半月ほど経たったある日の夕方のことだった。仕事がきりのいいところまで進んだので、そろそろ食事の支度でもしようかと考えていた。

　ここ二、三日は仕事が忙しかったのか、寛而と会っていない。それより少し前には彼が家で仕事をしていて、しばらく一緒に食べていたので、一人での食事が余計に侘しく感じられた。

　今日はいるといいな、とほのかに期待を寄せながら、仕事部屋を出ようとした時だった。

　隣の壁かべからゴン、と何かがぶつかる音がした。続いて人の言い争う声が聞こえる。しかもなかなか止やまない。

　何があったのだろう。その場でオロオロしていたが、しばらくしてベランダから寛而の声がした。

　恐おそる恐るのぞけば、相手も手て摺すりを乗り出してこちら側に首を伸のばしている。

「ごめんな。うるさかっただろ」

　ベランダに出ると、寛而が謝ってきた。祐輝は首を横に振ふる。どことなく苛いら立だちを抑おさえているように感じられたが、それよりも、疲つかれた顔をしているのが気になった。

「もし飯の支し度たくがまだなら、今から二人で飲みにいかないか」

　祐輝が何かを言うより早く、寛而が口を開いた。嬉しい誘さそいだが、喧けん嘩かは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。こちらの内心は、そのまま表に出ていたようだ。寛而はバツが悪そうな顔をした。

「ちょっと外に出て頭を冷やしたいんだ」

「いいですよ。支度してそっちに行きます」

　寛而がそう言うなら、外に出た方がいいのだろう。祐輝は出る用意をしようと中に入りかけた。

「いや、俺が迎むかえに行く」

　急せいたように口早に言い、寛而も中に引っ込んだ。喧嘩の相手は夏巳だろうか。だとすれば痴ち話わ喧げん嘩かだが、寛而の表情を見ると何やら深刻そうで、冷やかすのもはばかられる。

　出る準備をして玄げん関かんで待っていると、すぐに寛而が現れた。今日は髭を当たっていて、髪かみもきちんとしている。家にいる時に身なりを整えているのを見たことがないから、どこからか帰ってきたばかりだったのかもしれない。

「今日は飲みたいんで、歩きでもいいか」

　祐輝は構わなかったが、やっぱり改めて見ても寛而の顔は疲れている。大丈夫か、と言おうとした時、隣の寛而の部屋のドアが乱暴に開いた。

「どこに行くんだよ」

　中から現れたのは、やっぱり夏巳だった。相変わらず綺き麗れいだったが、初めて会った時の軽い愛あい想その良さはなりをひそめ、ピリピリしている。

「お前には関係ない」

　対して、寛而の態度も剣けん吞のんだった。

「関係ないってことはないだろ。まだ話の途と中ちゆうだ」

「話にならないから出たんじゃないか。もうやめよう。お互たがい、感情的になりすぎる。……鍵かぎはいつも通り、ポストの中に入れておいてくれ」

　言いきって、寛而はもう夏巳を振り返らなかった。

「俺のこと放っておいて、その子と遊びに行くんだね」

　棘とげのある言葉と共に睨にらみつけられ、祐輝はどう返せばいいのかわからなかった。

　もしかして、寛而との仲を誤解されているのではないだろうか。いや、たとえ誤解していなくても、自分の恋人が喧嘩の直後、他の男と連れだって出て行くのは許せないだろう。

「だから、お前には関係ない。祐輝、行こう」

　しかし寛而の態度は冷たく素っ気ない。

「夏巳さん、大丈夫なんですか」

　エレベーターに乗るなり、大きくため息をついた寛而に、恐る恐る声をかけた。寛而は一いつ瞬しゆん、ぴくりと苛立ったようにこめかみを震ふるわせたが、すぐに弱った顔になり「すまん」と呟つぶやくように謝った。

「あんたを巻き込んじまった。一人で出かけても、あいつがそのまま付いてきそうだったんだ」

　お互いに冷静ではなかった。離はなれないと、感情のままひどい言葉を投げつけてしまいそうだったと、寛而は懺ざん悔げするように言った。

「たまに、あいつと言葉が通じなくなるんだ。最近は何だか特に。長い付き合いなんだけどな。長い分、お互いに甘えがあるのかもしれない。他の人間には気を遣つかうところで、つい自分の感情のままふるまって、険悪になったりするんだ。嫌いやな思いさせて悪かった」

「俺はいいですけど。仲直りできるといいですね」

　いつになく弱っている様子の寛而に、祐輝はあえて軽い声を出した。

　どうしたって、祐輝は部外者だ。慰なぐさめの言葉を口にすることはできても、最終的には当事者同士の問題だった。それを少し寂さびしいと感じるのは、我わが儘ままだろう。

　寛而は歩きだと言ったが、マンションを出るとすぐに流しのタクシーを拾った。そのまま都心に向かい、繁はん華か街がいのある駅前で降ろしてもらった。そこから少し歩いて、一いつ軒けんのダイニングバーに入る。

　都会的でお洒落しやれな雰ふん囲い気きの店で、家にいる時の恰かつ好こうのまま来た祐輝は気おくれしてしまった。奥の少人数用の個室に通されて、ひとまずホッとする。

「そういや、あんた酒は大丈夫なのか」

　メニューを見ながら、今さらのように寛而が尋たずねた。

「普ふ通つうですかね。弱いわけではないけど、そんなに沢山飲めるってほどでもないし。普ふ段だんはあまり飲まないけど、何でも好きですよ。家で漬つけた梅酒を飲むこともあります」

「おお。嫁よめっぽいな」

　だから何で嫁なんですか、と素っ気なく切り返す。しかし内心では、寛而がいつもの調子に戻もどってきたことに、ホッとしていた。

「何となく仕事で疲れて帰ってくると、迎えに出てくれる嫁さんがほしくなるんだよ。年のせいかもな」

　酒と料理を幾いくつか頼たのんだ後、寛而が言った。軽口だが、本音なのだろう。やっぱり疲れているようだ。

「寛而さんは、ゲイなんですか」

　夏巳さんがいるでしょう、とはこの場では言えず、迷った挙句に出てきたのはそんな言葉だ。夏巳との関係からゲイだと決めつけていたが、彼の撮とる女性はみんな魅み力りよく的だった。

「何だよ。俺のことが気になるのか」

　軽口を睨んで諫いさめると、相手は肩かたをすくめた。

「そうだよ。業界ではバイってことになってるが、女は全く駄だ目めだ。物心ついた時にはもう、男が好きだったな」

　それならばゲイだと言えばいいような気がするが、わざわざバイと名乗るのに意味はあるのだろうか。祐輝の疑問に、「女優の撮りやすさが違ちがう」と答えた。

「同じ裸はだかでも、自分に興奮してくれる男に見せるのと、興味ねえよって言ってる男に見せるのとじゃ、やる気が変わってくるだろ。撮ってる奴やつがゲイで、女の裸に興奮しないって知られたら演じてる方も醒さめちまう」

　なるほど、と思わず感心した。神しん妙みように頷うなずくと、寛而はおかしそうに笑う。

「あんたとこういう話は初めてだな」

　祐輝も自らの官能小説を渡わたしたりして、お互いに際きわどいものを見せ合っているのに、そういえば自分の嗜し好こうの話をするのは初めてだった。

「寛而さんは、男性にも女性にもモテそうですね」

　女性にもモテるだろうが、男から見てもかっこいい。いつもきちんとした恰好をして、セクハラがなければ、だが。

「んー？　まあ、遊び相手には不自由したことないな。誘ゆう惑わくも多いし。後あと腐くされのない奴を選んで楽しんでた」

「遊び……」

　夏巳がいるのに？　恋こい人びと以外の男と楽しむなんて、あんまりだ。

　自分には関係ないことだと思うけど、何だかムカムカと腹が立ってくる。祐輝がむっつりと睨むのに気づき、寛而は少し慌あわてたように「今は遊んでない」と言った。

「忙いそがしくて遊ぶ暇ひまなんてないんだよ。まあ、俺も仙せん人にんじゃないんで、時々はそういうこともないわけじゃないが。たまにだ、たまーに。けど本当に今は、潔白だからな」

　寛而は口早に言い募つのるが、祐輝の目はどんどん疑わしげに細められた。

「えっと。そういう祐輝はどっちなんだ？　男でも女でも、恋人はいそうにないが」

　無理に話題を変えようとしている。じろっと相手を睨んだ。

「ほっといてください。確かに今はいませんけど。俺はストレートです」

「ストレートねえ。ふうん。じゃあ、今まで付き合ってた彼女は？　どういうタイプか気になるな」

　間かん髪はつ容いれずに聞かれて答えに困った。「今はいない」と言ったけど、本当はどんな女とも付き合ったことがない。モゴモゴしていると、男はニヤッとあくどい笑いを浮うかべてきた。

「もしかして、付き合ったことないのか」

「う、うるさいな」

「玄人くろうとは相手にしなさそうだよな。ってことは……」

「ええ、ええ。どうせ俺は童どう貞ていですよっ」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、個室に料理を持ってスタッフが入ってきて、死にたくなった。しかし羞しゆう恥ちに打ち震える祐輝とは反対に、寛而はご機き嫌げんだ。そんなに人の童貞が楽しいのか。

「うちの会社の社員にだって童貞はいるぞ。いいじゃないか、童貞でも処女でも。……処女だよな？」

「何が処女ですか。良くないですよ。二十八まで清童なんて」

　ぷりぷり怒おこって見せても、寛而は「清童！」などと小声で叫んでいる。酔よってもないのに、子供のようだ。運ばれたワインのグラスを高々と上げた。

「祐輝君の童貞に乾かん杯ぱい」

「ワインぶっかけますよ」

「いきなりぶっかけとは、大だい胆たんだな」

　死ね、と言っても喜んでいた。何がそんなに嬉うれしいのか。

「うう……。官能小説家が童貞なんて。編集さんにも言ったことないのに」

　編集さんどころか、この世の誰だれにも打ち明けたことはない。学生時代の友達なんて、祐輝が官能小説家になったと聞いて、知らないうちに経験を積んだんだなと羨うらやましがっていた。

「本当は、コンプレックスだったんです。くそ、この秘密は墓場まで持ってくつもりだったのに」

「墓場までって、死ぬまで童貞守る気かよ」

「あ、そうか」

　突っ込まれて、くそー、とまた声を上げた。頭を抱かかえる祐輝とは逆に、寛而はくくっとおかしそうに笑う。

「別にいいだろ、童貞だって処女だって。人それぞれだし、誰に迷めい惑わくをかけてるわけでもないんだ。自分のペースでいいんだよ」

「そりゃ、そうかもしれないですけど」

　遊びまくっている非童貞から言われても、まったく慰めにならない。でも、と祐輝はふと思い出した。そういえば寛而はゲイだった。しかも、物心ついた時からだという。

「寛而さんは、男の人としか経験ないですよね」

　ということは、女性経験はゼロ。そういう意味では、寛而も自分と同レベルのはずだ。そう信じて疑わなかったのに、相手は何故なぜか言いにくそうに目をそらした。

「いや。俺、最初は女だから」

「な、何でっ」

　クラスメートから告白されて付き合い始め、何となくそういう流れになって経験してしまったのだという。自分が男にしか興味がないことは薄うす々うすわかっていたが、それを悩なやみ、女の子と無理やり付き合っていた、そんな青あお臭くさい時期があった。

　どこか懐なつかしそうに寛而は思い出を語るが、祐輝にとってはその青臭い経験すら眩まぶしく感じられる。

「クラスメートって。ちなみにそれは、高……」

「中一ん時だな」

　さらっと言う。あまりの早熟さに、目まいがした。

「ば、馬ば鹿かな……。中一なんて、ほぼ小学生ですよ。アニメとゲームと漫まん画がで頭がいっぱいな時期じゃないですか。手を繫つなぐのだって早いのに。キスどころか、セッ、セッ……」

「落ち着けよ」

　悔くやしすぎる。ゲイのくせに、女性ともきっちりやってるなんて。しかも手が早い。もう自分は何一つ、寛而に並ぶところがなかった。

　勝手に打ちひしがれる祐輝を見て、寛而はまあまあ、と慰なぐさめのワインを注いでくれた。

「ものは考えようだ。童貞って言うとがっかりされるが、処女ならむしろありがたがられるぞ。いや、童貞が好きって奴もいるし。あんたはその両方を持ってるんだ。自信を持て」

　力強く励はげまされ、不覚にも信じそうになってしまった。

「いいじゃないか、童貞。そうだな。もう墓場まで持ってけよ」

「嫌いやですよ。縁えん起ぎでもないこと言わないでください」

　何故だかやたらとウキウキしながら言う、寛而が憎にくらしい。彼は祐輝に経験がないことが、嬉しくて仕方がないようだった。

　男の態度には腹が立つが、恥はずかしくて誰にも言えなかったことを打ち明けられて、同時に安あん堵どもしていた。

　さんざん文句を言いながら、祐輝もこの馬ば鹿か馬ば鹿かしい会話を楽しんでいる。

　お互たがいに性格は全く違うし、共通点など見つけられないのに、寛而といると、色々なことを話してしまうのが不思議だ。

　それに寛而も楽しそうだった。さっき、夏巳と言い争いをしていた時の寛而は何だか辛つらそうだったから、少しホッとした。

　セクハラオヤジでもいいから、寛而はやっぱり軽口を叩たたいている方がいい。

　置いてきた夏巳に罪悪感を覚えながら、祐輝は寛而と二人の時間を喜ばずにはいられなかった。










　次々に出てくる料理を食べながら、二人でワインを空あけた。赤と白を一本ずつ。今度はスパークリングで、と三本目を頼たのんだ辺りから、記き憶おくが怪あやしくなっている。

　寛而は酒に強くて、何なん杯ばい飲んでも顔色が変わらなかった。負けじと同じくらい飲んだ気がする。結局どれくらい飲んだのか覚えていないが、料理も酒も美味おいしく、お腹なか一いつ杯ぱいで幸せだった。

「大だい丈じよう夫ぶかよ。足が生まれたての小こ鹿じかみたいになってるぞ」

　心配そうな声で言われて、わははと豪ごう快かいに笑った。しかしそれがどの場面でのことだったか、さっぱり記憶にない。

「酔よっ払ぱらいが。おい、ホテルに入るからな。後で文句言うなよ」

　寛而の言葉に、自分は何と答えたのだろう。あとはフワフワと気持ちが良かった。暖かくていい匂においがして。

　何度か寛而の声を聞いた。それから身体からだに今まで感じたことのない、甘い疼うずきが走って、祐輝はぼんやりと目を覚ました。

「──大丈夫か？」

　強面こわもての美び貌ぼうが、少し心配そうにこちらを覗のぞきこんでいる。

「寛而さん」

　いつもはボサボサの髪かみが濡ぬれて、鋭えい利りな顔の輪りん郭かくに掛かかっている。こちらを見つめる目が、いつもより艶なまめいて感じられ、どきりとした。

「続けていいか？」

「……ん？」

　何のことだろう。声を出すと、それを了りよう承しようと取ったのかもしれない。「祐輝」と名前を呼ばれて端たん整せいな顔が近づいてきた。

　唇くちびるに熱い息が掛かり、柔やわらかいものが押しあてられる。

（何だ、これ……）

　今、寛而は自分にキスした？　軽く唇を吸われて、身体の奥がきゅんと疼いた。

「気持ち、いい」

　キスとは、こんな気持ちのいいものだったのか。陶とう然ぜんとキスを受けていると、男はくすっと笑った。

「それはよかった」

　もっとしてほしいのに、唇が離はなれてしまう。だが男の顔が祐輝の胸むな元もとに埋うずめられ、次には乳ち首くびに甘い痛みが走った。

「いっ」

　強きよう烈れつな刺し激げきに身体をしならせて悶もだえると、寛而は喉のどの奥で笑った。

「乳首、感じるみたいだな」

「何……ひぁっ」

　再び胸に顔を埋めて、片方の乳首を舌先で転がされる。もう片方も指で摘つままれ、クリクリと弄られた。

「や、あ、寛而さんっ」

　何が起こっているのだろう。次し第だいに意識が覚かく醒せいしてくるが、状じよう況きようが全く摑つかめない。

「気持ちいいか？　酔よってるわりにすげえな。乳首触さわっただけなのに、こっちもトロトロじゃねえか」

　こっち、と言われて男の視線を追う。露あらわになった胸の更さらに下、うっすらとした股こ間かんの茂しげみから、祐輝自身の物が勢いよく立ちあがっていた。

「な、な……」

　自分も寛而も、何一つ身につけてはいなかった。さっきまで店で飲んでいたはずなのに、どうなっているのか。

　きょときょとと辺りを見回すと、そこはもちろんダイニングバーなどではない。見たことのない場所だった。

　そう広くはない部屋に、ベッドが二つ。男二人が片方のベッドに転がっている。大きく取られた窓と、簡単なソファセット。どこかのホテルらしい。

「やっぱり覚えてないのか」

　祐輝の反応に、寛而はため息をつく。それでも心配そうに、気持ち悪くないか、とか喉が渇かわいてないか、などと聞かれた。

　水が欲しいと言うと、ベッドの脇わきのテーブルに置かれたペットボトルをくれる。上体を起こすとそれをごくごくと飲み干して、ようやく一息ついた。

「どこからどこまで覚えてる？」

　祐輝の隣となりに肘ひじをついて寝ね転ころがり、寛而が尋たずねた。もちろん裸はだかのまま、シーツで隠かくそうともしない。しなやかな筋肉の付いた肢し体たいは男でも見み惚とれるほどで、足の間には祐輝のものよりずっと大きな男性器が、存在を主張していた。

　男の裸なんて見慣れているのに、いや、ＡＶで女性の裸ら体たいを見た時でさえこれほどドギマギしなかったのに、目の前の男の裸はとても色っぽく、いやらしく見えた。目のやり場に困って、視線を伏ふせる。

「店でワインを飲んで、三本目を開けたところまで……」

「全然覚えてねえな」

　すみません、とうなだれた。どういう経けい緯いで、ここにいるのだろう。何かやってしまったのか。と、大きな手が祐輝の髪をくしゃりと混ぜた。

「謝らなくていい。俺が手を出したんだ」

　温かい手が気持ちいい。顔を上げると、寛而が腕うでを伸のばしてこちらを見ていた。熱っぽい視線にどきりとする。

「三本目を空にした辺りから、あんたの呂ろ律れつが怪しくなってきたんだ。店を出てタクシーを拾おうとしたら帰りたくないって騒さわぎだして、タクシーにも乗車拒きよ否ひされたから、近くのホテルに入った」

「うう、すみません」

　最悪だ。そう言われてみれば、男に抱かかえられるようにしながら、フラフラと繁はん華か街がいを歩いたような気がする。

「それで一人で置いて行くのもどうかと思ったから、今夜はここに泊とまろうとしたんだ。そしたら一いつ緒しよに寝ねてくれなきゃやだ、って駄だ々だこねて。可愛かわいかったな」

「噓うそだ。それは噓だ」

　恥ずかしさに身み悶もだえた。そんなの自分じゃない。

「本当ですー」

　しかし酔っ払いのたわごとだというのは明白だったので、同じベッドに入ったら襲おそうぞ、と脅おどしたという。

「そしたら、襲っていいよって言うからさ」

「噓だーっ」

「こんな噓つかねえよ。噓だったら強ごう姦かんじゃねえか。けどまあ、酔っ払いだもんな」

　わかっていたが、我が慢まんできなかったのだと寛而は言った。

「悪かった。でも好きな奴やつが据すえ膳ぜんしてるんだ。我慢できるほどこっちも枯かれてねえんだよ」

　予期せぬ言葉が降りてきて、祐輝は思わず相手を見つめてしまった。今度は寛而が、ふいと気まずそうに視線を逸そらす。

「好き？」

「好きですよ。悪いか」

　じろりとこちらを睨にらんだ流し目に、心臓が跳はねた。男は照れたように、濡れた自分の髪を乱暴に搔かきまぜた。心なしか、耳たぶがほんのり赤い。

「最初に、あんたが挨あい拶さつに来た時から目をつけてた。柴しば犬いぬみたいにコロコロしてて可愛くて」

「何で柴犬なんですか。大体コロコロって、俺はそんなに小さくないです」

　二十八になる男を捕つかまえて、どういう言い草だ。

「たとえだ、たとえ。好みのタイプだったんだよ。最初は反応があんまり素す直なおだから、ちょっかいかけてやるか、ってくらいだったんだ。それが本気になってた。きっかけは、最初に食事に誘さそって、海に行った時かな」

　その時に誘った理由は、本当に純じゆん粋すいなご飯のお礼だったという。しかしそこから、祐輝の内面を知るようになった。

「仕事がもらえなくなるのが怖こわいんじゃなくて、書けなくなるのが怖いって言ってたよな。自分のアイデンティティがなくなることが不安なんだって。あんたのあの話を聞いて、気づいたんだ。目の前で風船が割れたみたいだった」

　自分がどれだけ映画を好きかということ。寛而が忘れかけていた情熱を、祐輝は持っていた。

　好きだから、たとえ一度離れても、きっと戻もどってくる。好きというのはそういうことだ。それは、祐輝に対して言った言葉であり、自分自身に向けたものでもあった。

「あんたが気づかせてくれたんだよ。嬉うれしかった。それから、あんたのことが気になり始めた。一緒にいるうちに、仕事に対するひたむきさとか、純粋さにどんどんハマッていった。ちょっとボケたところもいちいちツボでな。……こんな長々と告白させるなよ。ああ、恥はずかしい」

「知りませんよ」

　身を捩よじって盛大に恥ずかしがる寛而を、初めて見た。冗じよう談だんとは思えないが、とても信じられなかった。

「でも、だって。あなたには、夏巳さんがいるじゃないですか」

　十数年越ごしの恋こい人びとが。睨みあげたが、相手はきょとんとした顔をしていた。

「夏巳？　どうしてここに出てくるんだ」

「だって、恋人なんじゃないんですか。大学一年の時から付き合ってて……」

「友達付き合いってことだ。あいつとはずっと友達で、恋人だったことは一度もない。もしかしてずっと、俺たちが恋人同士だと思ってたのか？」

　そう言われると確かに、夏巳と恋人だとはっきり聞かされたことはなかった。喘あえぎ声を聞いて勝手に二人がいたしている声だと思っていたが、そういえば、それもＡＶの音声だったのだ。

　しかしそれでも、と祐輝は考え直す。夕方、寛而と喧けん嘩かをしていた夏巳。あの時、彼が睨んでいたのは寛而ではなく祐輝だった。

「祐輝。俺のことが信じられないか？」

　黙だまっていると、不安そうに寛而が問いかけてくる。わからなかった。寛而が噓をついているようには見えない。だが自分のことが好きだというのも、にわかには信じられなかった。

「祐輝」

　さらりと、男の手が頰ほおを撫なでる。びくりと身を震ふるわせると、寛而は少し悲しい顔をした。

「気持ち悪いか？」

　傷ついたような声に、祐輝は慌あわてて首を横に振ふる。嫌いやではなかった。不思議なことに。

「もう一度、キスさせてくれ。嫌だったら止める」

　よければ目をつぶって、と言われ、祐輝は逡しゆん巡じゆんした。

　拒こばまなかったら、どうなるのだろう。気持ちは悪くなかった。意識が混こん濁だくしている間にキスを奪うばわれた。あれがファーストキスだったのだと気づいたが、嫌けん悪おはない。それどころかとても気持ちよかった。

　男同士、という単語が頭の片かた隅すみをかすめたが、アルコールで曖あい昧まいになった理性には、それはとても瑣さ末まつな事こと柄がらに思えた。

　寛而はゲイなのだ。そして祐輝のことが好きだと言う。彼は優やさしくて、祐輝が嫌ならやめる、と言っていた。

　なら、もう一度だけキスをしてみたい。あの身体からだの奥が疼うずくような感覚を味わってみたくなって、祐輝はそっと目を閉じた。

　吐と息いきが絡からまり、先ほどと同じ熱く柔やわらかなものが祐輝の唇くちびるに押し当てられた。それはついばむようにして一度去り、再び戻ってくる。唇を割って舌が入って来ても、祐輝は抵てい抗こうしなかった。

「好きだ」

　囁ささやかれ、カッと頰が熱くなる。目を開けると切なげな男の顔があった。

「どうして？　俺なんか……」

　どこが良かったのだろう。夏巳の方がずっと綺き麗れいだ。キスの合間の拙つたない問いかけに、寛而は目を細めて微笑ほほえんだ。

「なんか、じゃない。あんたに気づかされて嬉しかったんだ。それに、さっき言っただろ。最初に会った時からいいなって思ってたんだ。初めっから好みだったんだよ」

「好み……」

　何だろう。それを聞いた時、ざらりとした違い和わ感かんを感じた。それが何なのかわからないまま、祐輝はキスを受け続ける。

「祐輝が欲しい。怖いことはしない。気持ちいいことだけするから」

　そう言って男は、胸の突とつ起きを弄ってくる。指でひねられる度たびに、先ほどと同じ甘い疼きが身から体だ中じゆうを駆かけ巡めぐった。

「ま、待って」

　キスだけで終わると思っていた。その先があるなんて想像していなかったのに。

　慌てて身を捩ろうとしたが、「大だい丈じよう夫ぶ」とぞくりとするような蠱こ惑わくの声で囁かれ、素す肌はだを撫でられると、物慣れない身体はろくな抵抗もできずに蕩とろけてしまう。

　ゆっくりと身を横たえられ、顔に、首筋に口づけされた。駄だ目めだと思うのに、初めての感かん触しよくはどれも甘く心地ここちよくて、下半身を疼かせる。それは徐じよ々じよに降りて行き、また乳ち首くびを愛あい撫ぶされるのかと思ったが、更さらに下がって臍へそに軽くキスをされてしまった。

「っふ」

　臍を通り過ぎた辺りで、何をされるのか薄うつすらと理解した。知識だけは無む駄だにある。

「駄目だ、寛而さん」

　いきなりそんなこと、恥ずかしすぎる。たぶん、自分たちはシャワーも浴びていない。

　身体を引き離はなそうとしたが、その時にはもう、ねっとりとした温かい粘ねん膜まくに性器を含ふくまれてしまっていた。

「あ、あっ。やだぁ」

　舌が竿さおに絡みつき、粘膜がゆっくりと動き出す。くぷくぷと音を立てて、寛而の口が祐輝の男根を扱しごき上げた。鈴すず口ぐちを舌でこじあけられ、にじんだ先走りを強く吸い上げられて、あまりの快感に目まいすら感じてしまう。

　寛而の口こう淫いんは、恐おそろしく巧たくみだった。祐輝は他ほかに経験がないからあくまでも想像でしかないが、とても手慣れているのだと思う。　>>>♥

「あ、いく……」

　思わず叫さけんでいた。イク時は、本当にイクって言っちゃうんだ。快楽と混乱が入り混じって、そんなどうでもいいことを考えてしまった。

「寛而さん、俺」

　早くいきたい。涙なみだ目めで訴うつたえかける祐輝に、寛而は少し苦しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「まだだ。後ろを覚えてからな」

　言うなり、口を離してしまう。辛つらくて自分で腰こしを揺ゆらした。もっと欲しいのに。

　だから寛而に「足を開いて、膝ひざを立てて」と言われて素直に足を開いた。恥ずかしかったが、快感の方が勝っていた。腰を浮うかされ、男の手が尻しりのあわいに滑すべり込んでくるのに驚おどろいた。

「な、何？」

「力抜ぬいて。息を吐はくんだ」

　言葉と共に長い指が身体の中に入ってくる。痛みはなく、けれど初めての経験にショックを受けた。

「寛而さ……」

　借りたＡＶでさんざん見たからわかる。自分は今、男に抱だかれるための前ぜん戯ぎを施ほどこされているのだ。ここにやがて、指よりずっと太い物を入れられる。

「寛而さん、寛而さんっ。俺、怖こわいよ」

　感じてしまうことが怖い。自分の身体がそんな風になるなんて、信じられなかった。女性を抱いたこともないのに、男に抱かれる快楽を覚えてしまうなんて。

「怖くない。大丈夫だから」

　男の声は、今まで聞いたことがないくらい優しい。あやされて、理性と恐きよう怖ふがからめとられていく。

「お前のここ、すごく柔やわらかい。俺の指に吸いついてくるぞ」

　ぬっぬっと指が出し入れされる。長い指が根元まで差し込まれているのがわかった。奥をかき混ぜられ、やがて浅いところを擦こすり始める。

「ぁ、あーっ」

　男の指が陰いん囊のうの裏側を押し上げた時、しびれるような射精感を覚えて身をしならせた。目の前でぴゅっと白い物が飛ぶ。射精したと思ったのに、自身はまだ固いまま、白はく濁だくした先走りを大量に零こぼしている。

「な、に？」

　自分の身体ではないみたいだった。頭が溶とけてまともに考えられない。それほど、男の愛撫は巧みすぎた。

「あんたも聞いたことがあるだろ。尻で感じる部分があるって。けど、誰だれでもが感じるわけじゃない。祐輝は、男に愛される素質があるんだよ」

「そんなの……」

　噓うそだ、という呟つぶやきは、声にならなかった。寛而の言葉を裏付けるかのように、肉にく襞ひだが指を欲しがってひくついている。

「可愛かわいいな、祐輝」

　掠かすれた声がして、再び前を咥くわえられていた。後ろを指で犯おかされながら、ペニスを強く吸い上げられる。気持ち良くて、祐輝はいつの間にか自ら腰こしを揺らしていた。後ろを突つかれる度に、射精時の甘あま酸ずっぱい快感が下半身を駆け巡る。

「あ、あぁっ」

　嬌きよう声せいを上げて、男の口の中に射精した。勢いよく放った欲よく望ぼうを、寛而は一いつ滴てきも残さず飲み干してしまう。

「気持ちよかったか？」

　甘い問いかけに、茫ぼう然ぜんとしたまま頷うなずいた。頭の芯しんまで快感に蕩けていたし、否定など到とう底ていできないくらい感じてしまっていた。

「でもまだ固いな」

　淫みだらに笑い、男は身体を起こした。ペットボトルの水を飲んでから、祐輝にキスをしてくれる。慈いつくしむように髪かみや背中を撫なでられ、胸の奥がじんと疼いた。

　気持ちいいだけではない。何かが身体の中で起こっている。寛而に優しくされる度、或あるいは触ふれられる度に、何か甘酸っぱく切ない感情が湧わきあがってくるのだ。これはアルコールのせいなのだろうか。

「身体、痛かったり違和感はないか」

　腰の部分を擦られ、先ほどの挿そう入にゆうのことを言っているのだとわかった。

「気持ち良かった」

　まだ後ろがひくひくと震ふるえ、男を欲しがっている。思わず甘えるように答えると、寛而は目を眇すがめた。

「煽あおるなよ。こっちはこれでも我が慢まんしてるんだ」

　ゆっくりと、男が祐輝の身体の上に覆おおいかぶさってくる。向き合う体勢になると、赤黒く怒ど張ちようした寛而のペニスが否いや応おうなく目に入ってきた。

「これ……」

　その大きさに慄おののく祐輝に、寛而はその身体をあやすようにさすって、何度もキスをした。

「さっきの良かったとこ、これで沢たく山さん突ついてやるから」

　太ふと腿ももに押し付けられた男の性器は、とても固くて熱かった。完全に勃ぼつ起きしていて、腹につくほど反りかえっている。先ほどの指なんかとは比べ物にならないくらい太くて長い。

　これが本当に、自分の中に入ってしまうのだろうか。いや、指だけでもたまらない快感だったのに、こんなもので突かれたら、どうなってしまうのだろう。恐れと共に、興味と欲望が首をもたげる。

「大丈夫。さっきだって、気持ち良かっただろう？」

　寛而が唆そそのかすように、甘く耳元で囁ささやいた。さっき。尻の奥を擦られて感じた快感を思い出す。指で責められたそこが妖あやしく疼うずき、もじもじと腰を揺らしてしまった。

「いいな？」

　欲望に濡ぬれた声で尋たずねられ、思わず頷く。目の前の端たん整せいな顔がふっと安心したように綻ほころんで、強く抱だきしめられた。

　大きく股またを割られ、男の腰が間に入ってくる。寛而が自らの陰いん茎けいを擦り上げると、どろりと先走りが漏もれて祐輝の内うち股またを濡らした。生温かい感覚に、ゾクリと肌はだが泡あわ立だつ。

　更に足を抱かかえ上げられ、秘ひ孔こうが晒さらされた。期待と怯おびえの入り混じった祐輝の前で、寛而は見せつけるように己おのれの欲望を襞に擦りつける。

　カウパー液のぬめりを借りて、男根の先せん端たんが入ってくる。しかしただちに奥まで挿入されることはなく、先だけを軽く含ふくませたまま、寛而は軽く腰をゆすった。

「や、んんっ」

　クチュクチュと入口の粘ねん膜まくだけが擦り上げられる。もどかしかった。もっと奥まで欲しいと浅ましく思う。

「寛而、さん」

　訴えかけるように相手を見たが、艶なまめいた微笑ほほえみと共にキスをされただけだ。

「も、焦じらさないで」

「傷つけないように、ゆっくりしてるんだ」

　笑いながら言う。それは半分噓だと、祐輝は知っていた。男の太く長いそれを受け入れられるくらい、自分の身体からだは柔らかくなっている。男のそれを迎むかえ入れるかのように、入口を擦られる度たびに肉襞が蠢うごめいていた。

「寛而さん、欲しいよ」

「祐輝」

　寛而は苦しげに呟いた。一ひと際きわ強く、痛いほど抱きしめられ、身体の奥に熱い肉棒が根元まで一息に埋うめ込まれる。めいっぱい広げられた襞を、固い欲望が擦り上げた。

「はぁ……っ」

　自分は男に、寛而に抱かれている。不意にそのことを実感した。

　嫌けん悪おは全くなかった。心のどこかで、そうなることを望んでいた気さえする。

　寛而と視線を合わせる度、キスを交かわす度に胸の奥から甘く疼くような痛みが湧き上がる。その正体を考えるのが怖かった。

　このまま、どうなってしまうのだろう。不安で仕方がないのに、抗あらがおうとしない自分がいる。それがいっそう恐おそろしい。

「祐輝、好きだ」

　その囁きに、意味もなく涙なみだが出そうになった。

「わかるか？　俺のを奥まで吞のみ込んでる。動くたびにキュウキュウ締しまるんだ。たまんねえよ。あんた、名器だったんだな」

「なっ……。そんなこと言うなっ」

　顔を真っ赤にして睨にらむと、寛而はクスクスと楽しそうに声を立てた。

「恥はずかしい？」

　そんなこと、聞かないでほしい。いや、わかっていて聞いているのだ。

「ずるいよ」

　祐輝は何もかも初めてなのに、男は手慣れ過ぎている。こちらは一度放っておきながら、もう既にいっぱいいっぱいだったが、寛而は相手を焦らすくらい余よ裕ゆうがあるのだ。

「俺、どうやったってあんたに敵かなわないのに。どうしてそんなに意地悪するんだ」

　じわりと涙の滲にじんだ目で睨む。男が慌あわてたように「ごめんな」と言った。

「あんたのことが可愛いんだよ。可愛くて仕方がない。経験なさそうだから、もっとずっと先まで待つつもりだったのに」

　思いがけず手に入った興奮を制せい御ぎよできずにいるのだと、寛而は照れ臭くさそうに言った。

「わかんないよ」

　どうして自分なのだ。好みだからなんて、それだけの理由なのだろうか。

「これからゆっくり信じさせるから」

　腰こしを進めながら、寛而は宥なだめるようにそんなことを言う。先端が浅く引かれ、射精を促うながすあのポイントを突き上げられた。

「あぁっ」

　指よりもずっと太い物が、ゴリゴリと祐輝の感じる部分を責めてくる。寛而の言う通り、自分が男の欲望を食い締めるのがわかった。

「寛而さんっ、どうしよう……俺っ」

　セックスがこんなに気持ちいいなんて知らなかった。初めてなのに、尻しりでこんなに感じてしまうなんて。きっともう、普ふ通つうの自じ慰いで達することなんてできない。これから先、どうすればいいのだろう。

　縋すがるように腕うでを伸のばすと、寛而は身を屈かがめて背中に手を回すように促した。腰が激しく打ち付けられる。

「いい子だ。俺も気持ちいいよ。もっと味わいたいのに、すぐイッちまいそうだ」

　男の息も荒あらくなっていた。埋められた肉棒の先に熱が溜たまり、終わりが近いのだとわかる。

「中で出したいな。お前の腹ん中でイキたい」

「な、か……？」

「お前のここを、俺のでいっぱいにするんだ」

　腰を振ふりながら、ぐるりと祐輝の腹を撫でる。そこが男の精液でたっぷり満たされることを想像して、ゾクゾクと快感に震えた。　>>>♥

「でも、怖こわい」

　今でも気が遠くなるくらい気持ちがいいのに、中で出されたりしたら、どうなるのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ。終わったら、ちゃんと綺き麗れいに洗ってやる。傷つけないように、丁てい寧ねいにするから……な？」

　言いながら、男は更さらに激しくピストンを繰くり返した。律動に応じてぶるぶると震える祐輝のペニスを、大きな手が強く扱しごき上げる。もう片方の手が乳ち首くびを摘つまみあげ、三点の強きよう烈れつな刺し激げきに真っ白になった。

「あーっ、ああっ」

　コントロールなどできなかった。身体をのけぞらせ、白い飛ひ沫まつを勢いよく飛ばしていた。

「……っ」

　後ろがぎゅっと締まり、男が息を詰つめた。繫つながった場所が震えて、次の瞬しゆん間かんには身体の奥へ熱い欲よく望ぼうが注ぎ込まれる。奥に出されながら尚なおも穿うがたれて、飲み込みきれない精子が後こう孔こうから溢あふれてくる。

「やぁ」

　自分は男なのに、身体の中に射精されている。とろりと尻を伝い流れる白はく濁だくにその事実をはっきりと感じ、慄きと共にどこか背徳的な愉ゆ悦えつを覚えていた。

「く……」

　汗あせばんだ逞たくましい腕が、祐輝の身体を強く抱きしめた。途と端たんに、切ないような気持ちが湧わきあがってくる。これは何だろう。

「祐輝、ありがとう」

　息を弾はずませながら、寛而が幸せそうに微笑むのに、頭の隅すみにあった疑問はどこかへ行ってしまった。優やさしくキスをされて、心地ここちよさにとろりと意識が重くなった。

「祐輝……？」

　気持ち良くて幸せで、でもどこか胸が痛い。

　しかしそれ以上、祐輝は何も考えることができなかった。男から受けるキスはまるで催さい眠みん作用があるかのように、意識を奪うばっていく。

　目を閉じると、祐輝は深い眠ねむりに沈しずみこんでいった。










　二度目に目を覚ました時も、祐輝は一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのかわからなかった。

　すうっという、自分以外の寝ね息いきを耳元で聞いて、ぎょっとする。恐る恐る首だけを横に向けると、すぐ間近に端たん整せいな男の寝ね顔がおがあった。

　眉み間けんに皺しわを寄せて、むずかしい顔で眠っている男。顎あごにはうっすらと鬚ひげが生えかけている。

　その顔を見た途端、昨日起こったことが走そう馬ま灯とうのように思い出された。

（俺、昨日この人と……）

　友人だと思っていた人に抱だかれた。同じ男性に。夏巳とは恋こい人びとではなかったと知らされ、好きだと告白されて。

　その告白をよく理解しないまま、巧たくみな愛あい撫ぶに流されてしまった。

　女性すら知らない身体に、信じられないくらい逞しい男の欲望を埋め込まれ、あまつさえ悶もだえるほど感じてしまったのだ。

「あ……」

　情交を思い出し、じわりと身体の奥から欲望が身をもたげる。その時、うん、と男が唸うなって寝ねがえりを打った。隣となりにあった体温が少し遠ざかり、それと同時に祐輝もはっきりと目が覚める。

（やっちゃった。俺、男の人とセックスしたんだ）

　しかも酔よった勢いで。何か取り返しのつかないことをした気がして、怖くなった。

　相手を起こさないよう、そっとベッドを下りる。痛みはなかったが、男を受け入れたそこが気のせいか熱を持っているように感じられる。まだ何かが入っている感覚だった。

　昨日、あんなに激しく絡からみ合い、飛沫を飛ばしたのに、身体からだはすっかり綺麗になっていた。ツインベッドの一方、自分たちが寝ていたのとは別のベッドは、乱れたシーツを整えた形けい跡せきがある。

　そういえば、寛而に中で出された後、そのまま眠ってしまったのだ。ちゃんと綺麗にしてやるから……という男の囁ささやきを思い出し、軽いパニックになった。

　あの後、寛而が祐輝の身体を清め、ベッドを整えてくれたのだろう。だがどこまでされたのか、確かめる勇気はない。

　部屋に備え付けのワードローブを探すと、衣服が見つかった。下着を身につけ、服に腕を通す。早くここを出なければ。

　今の祐輝の頭は、相手が誰だれかということではなく、酔った勢いで男と寝てしまった、ということだけで占しめられていた。

「……祐輝？」

　コソ泥どろのように抜ぬき足で部屋を出かけた時、背後から声がして、文字通り飛び上がった。

「もう起きたのか。その恰好、どうした……」

「すみませんでした！」

　叫さけんで、部屋を飛び出した。

「おいっ」

　寛而が呼び止める声が聞こえたが、振り返らずに逃にげた。酒を飲んだからか、それとも激しいセックスをしたせいか、身体が重い。

　ただそれだけのことなのに、もう昨日までの自分の身体ではないような気がして、泣きたくなった。

　男だし、もういい大人なのだから、純潔だの処女だの考えるのはおかしいのだけれど、それでも何かを失った気がする。怖くて心細かった。

　ホテルを出て通りを歩きながら、通行人が自分を怪け訝げんそうに見ている気がする。鏡も見ずに出てきてしまったが、どこかに情交の名残なごりが滲んでいるのかもしれない。

　そのまま電車に乗る勇気がなくて、大通りへ出てタクシーを拾った。行き先を伝えて後はひたすら、顔を俯うつむける。

　自分の部屋まで逃げ帰り、玄げん関かんのドアを固く閉めると、緊きん張ちようの糸が切れてその場にへたり込んでしまった。

　どうしよう。これからどうすればいいのだろう。どのくらい、玄関で座りこんでいたのだろうか。

　唐とう突とつに、部屋のインターホンが鳴った。思わず息を詰めると、中の気配を察したかのように続けて鳴らされる。

「祐輝。いるなら開けてくれ」

　少し焦あせったような、寛而の声がした。ドンドン、と乱暴にドアを叩たたかれる。いたたまれなくなって、仕方なく祐輝は玄関を開けた。

「急に帰ったりして、どうしたんだ」

　再び閉められるのを恐おそれるように、寛而が身体を滑すべり込ませてくる。開口一番、そう言った。

　いつもふざけている彼が、今は思い詰めたように真しん剣けんな顔をしている。額には汗が光っていた。

「すみません、俺」

「素面しらふに返ったら、気持ち悪くなった？」

　相手の顔が見れなくて、俯く祐輝に硬かたい声がかかる。

「ち、違ちがいます」

「じゃあ、どうして」

　焦じれたような声に、どう答えていいのかわからない。

　嫌けん悪お感かんはなかった。痛くもなかった。行こう為いだけを思い返せば、また下半身が熱を持ちそうなほどだ。それなら、どうして逃げたのか。

　ただ、怖こわかったのだ。今までの自分とは違う何かになった気がして、不安になった。

　しかしそんな、処女を失った女性のような感情が、情交に慣れたこの男に理解されるだろうか。そして昨日の告白に対しても、まだ何と答えて良いのかわからなかった。寛而のような男が、自分を好きだと言うなんて。想像もしなかった展開に、頭が追いつかない。

　混乱し、黙だまり込んだまま答えない祐輝に、苛いら立だちが募つのったのかもしれない。硬い声こわ音ねのまま、寛而が言った。

「昨日は、気持ち良さそうにしてたよな？　後ろだって、少しも嫌いやがってなかった。初めてとは思えないくらい感じてたじゃないか」

　余よ裕ゆうがなく、口早にまくしたてる男の物言いが、やはり余裕のない祐輝には無神経だと感じられた。かあっと頭に血が上ってしまう。

「人んちの玄げん関かん先さきでそんなこと、言わないでください」

　初めてとは思えないってなんだ。こちらの言葉を疑っているのか。昨日は自分で、丁てい寧ねいにするからと言ったのに。

「帰ってください」

　ぐいっと強く男の身体を押した。長身はあっさりと揺ゆれて、背中がドアにどんとぶつかる。

「受け入れてもらえたと思ってた。違ったのか？　ただ、酔って流されただけなのか」

　見上げると、じっとこちらを見つめる目とぶつかる。それはどこか、傷ついたように見えた。

　流されただけかなんて、そんなの答えられるはずがない。自分でも自分の気持ちがわからず、戸と惑まどっているのだ。

「帰ってください。自分でもわからないんです。頼たのむから、今は一人にしてください」

　ドアを開けて退室を促うながすと、男は抗あらがわなかった。

「落ち着いたら、顔を見せてくれ」

　寂さびしげに寛而は言い、自分の部屋へ戻もどって行った。

　一人になった祐輝は、のろのろと玄関を上がり、バスルームへ向かう。昨日、奥に注がれた精液がどうなったのか、気になったからだ。

　脱だつ衣い所じよで鏡を見ると、二日酔いのせいか目の下に隈くまができていた。

「みっともない」

　可愛かわいいと、寛而は言ってくれた。しかし自分のこの顔のどこが可愛いのか、わからない。

　寛而のように逞たくましくもなければ、夏巳のように綺き麗れいでもない。中肉中背の、どこにでもいる男だ。

　祐輝が好みのタイプだったという、寛而の「好き」はどの程度、本気なのだろう。

　遊び相手には事欠かないと言っていた。今は遊んでいない、と後で言い訳していたけれど、その前に、後あと腐くされのない相手と楽しんでいる、とも言っていた。ゲイではない祐輝から見ても、寛而は魅み力りよく的だ。奔ほん放ぽうに遊んでいると言われる方が、むしろ納なつ得とくできた。

　わからない。どこまでが本気なのか。もしも本気だったとして、祐輝が彼を受け入れたら、二人はどうなって行くのか。

「だって俺、初めてなんだよ」

　服を脱ぬいでシャワーを浴びながら、誰にともなく言い訳をする。

　現実の女性に恋こいしたこともなかった。ゲイビデオは見ても、自分が抱だかれるなんて、そして同性から好きだと告白されるなんて、想像すらしたことがなかったのだ。

　ボディシャンプーを泡あわだてて身体からだ中じゆうを擦こすり上げた後、意を決して後ろの窄つぼまりに触ふれた。ぷっくりとしたそこに、恐る恐る指を入れる。

　昨日はあんなにたやすく男を吞のみ込んだのに、なかなか侵しん入にゆうを許してくれない。懸けん命めいに中へ指を潜もぐり込ませた。

　ぬるりとした粘ねん膜まくを擦る感かん触しよくが、昨日の快感を思い出させる。まるで後ろを使って自じ慰いをしているような気になる。

「……ぅっ」

　恥はずかしくて、なるべく何も考えないように奥を探さぐった。しかし男の残ざん滓しは綺麗に搔かき出されていて、わずかも残ってはいなかった。

　昨日、一人で寝ねてしまった祐輝の身体を、寛而が奥まで綺麗にしてくれたのだ。その時のことを想像すると、羞しゆう恥ちに叫びだしたくなる。

　そういえば、ご飯代もホテル代も全部、寛而に払はらわせてしまった。酔よって醜しゆう態たいを晒さらす祐輝を、ホテルまで運ばせて。

　ぽつぽつと記き憶おくが蘇よみがえってきて、祐輝は自分の馬ば鹿かさ加減に死にたくなった。







　　　　４







　ぼんやりして、気づくと時間が経たっている。パソコンの前に座るのに、ちっとも仕事が進まない。

　寛而と寝てから二日が過ぎた。その間、寛而とは顔を合わせていない。隣となりからたまに物音がするが、ベランダに出てくる気配はなく、祐輝もまた洗せん濯たく物ものを干す時以外は窓を開けなかった。

　一日経って、少し気持ちが落ち着いてから、色々と考えた。まずは自分のこと。

　男に抱かれても嫌ではなかったし、気持ち良かった。酔っていたとはいえ、あの時間は確かに幸せだった。そんな自分はゲイなのだろうか。

　女性の裸はだかにはそれなりに興奮する。だからこそ官能小説など書いているのだし、少なくとも女が駄だ目めだ、ということはなさそうだ。では、どんな女性と付き合いたいのか、という寛而にも聞かれた問いには、回答が見つからなかった。

　架か空くうの女性のことならいくらでも考えられる。しかし現実にテレビに映ったアイドルなどを見て、この子がいい、あの子が好みだ、と思うことは一度もなかった。

　男性のことは、考えたことがない。同性として憧あこがれる人はいるが、その人と身体からだを合わせるなんて発想が、そもそも今まではなかった。ただ、考えたことがなかっただけで、本質は同性愛者だったのかもしれない。

　それなら、自分は寛而をどう思っているのだろうか。彼に抱かれるのは嫌じゃなかった。つまりそれが好きということだろうか。

　よくわからない。

　寛而も、祐輝のことを好きだと言っていた。好きって何だろう。どうすれば、恋をしているということになるのか。

　思考はいつもそこで止まってしまう。お陰かげで気持ちは落ち着いても、隣に声をかけることができなかった。

「先生、体調が悪いんですか？」

　昼過ぎに様子を見にやって来た田部は、玄関先で出で迎むかえた祐輝を見るなりそう言った。

　仕事は再び停てい滞たいし始めていた。今朝、電話で様子を尋たずねてきた田部は、祐輝から出来上がった原げん稿こうのページ数を聞くなり、『昼にお邪じや魔まします』と言って電話を切った。

「ずいぶんとやつれた顔してますけど。熱は？　体調が悪いなら無理せず休んでくださいね」

　ただし原稿が終わってから、と田部は付け加える。優やさしいのか鬼おになのかわからない。

「至って健康です。ただちょっと、食しよく欲よくがないだけで」

　昨日、一人で食事を作って食べたが、美味おいしくなかった。こんなことは初めてだ。

　寛而と出会って、たまに一いつ緒しよに食事をする仲になってから、一人でご飯を食べる時も、この料理は寛而が喜びそうだとか、今日のメニューは好みではなさそうだな、などとあれこれ考えていた。

　今は寛而のことを思い出すと、芋いもづる式しきにあの夜のことが蘇って来る。頭から追い出そうと努めるのだが、すると食事は自然と味気ないものになった。今朝は料理を作る気になれず、ヨーグルトしか食べていない。

「田部さん。奥さんとは恋れん愛あい結けつ婚こんですよね」

　お茶を出しながら唐とう突とつに切り出すと、ダイニングテーブルで原稿を読んでいた田部は、「へっ？」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええ、そうですけど」

「付き合うきっかけって、何だったんですかね」

「きっかけですか？　高校の同級生で、同窓会で再会したから、かな。その場で連れん絡らく先交こう換かんして、また会おうって言って二回くらいデートしましたね。で、俺ら付き合おっか、ってな話になって」

　よくあるパターンでしょ、と言われたが、祐輝は男子校だったのでそんなパターンに遭そう遇ぐうしたことはない。

「付き合う時、お互たがいのこと、どれくらい好きだったんでしょうか」

「どうしたんですか、急に」

　困こん惑わくした顔で言ってから、田部は急に何かを思いついたようにニヤニヤし始めた。

「何ですか。引きこもりかと思ったら、いつの間に出会っちゃったんです？」

　引きこもりなどと、何気に失礼である。どこで見つけたんですか、どんな人ですか、と突つっ込んで聞こうとするので、ゴニョゴニョと誤ご魔ま化かした。

　ゲイでも偏へん見けんはないだろうが、相手はお隣のヤクザみたいな男です、とはさすがにまだ言えない。

「どれくらい好きかって、どうでしょうかね。嫁よめさんには、高校の時から憧れてたって言われましたけど。僕、こう見えて高校時代はモテてたんですよ」

　バート似のかもめ眉まゆ毛げが女子に人気だったとは信じがたいが、否定する理由もないので、「そうですか」と、適当に相あい槌づちを打った。

「その時はお互いにちょうど相手がいなかったし、出会いを探しに同窓会に出たって部分もありましたからねえ。むしろ付き合い始めてから、本気になったって感じかな」

　そういうこともあるのだろうか。祐輝は漠ばく然ぜんと、お互いがお互いを、或あるいはどちらかが真しん剣けんに思っていて、付き合い始めるのだと思っていた。

　そう言ったら田部からは、「先生は真ま面じ目めなんですね」と言われた。

「もちろん、付き合う前から本気で恋こい焦こがれるって場合もありますけど。でも案外、好きとまで行かなくても、好みだな、くらいの軽い気持ちで告白して、ＯＫもらったからってカップルも多いですよ」

　田部の言葉に、思わずギクリとした。好みだったんだと、寛而は言っていた。

「先生、そう言われたんですか。誰だれかから告白されたんですね」

　祐輝の反応を目ざとく見つけて、田部が突っ込んでくる。

「……初めて会った時に、好みのタイプだと思ったって」

　小さな声で答えると、おおーっ、と田部は大げさな反応をした。

「一目ぼれってことでしょ。いいじゃないですか。付き合っちゃいましょうよ」

「でも俺、自分がその人のことを好きかどうか、わからなくて」

　ずっと悩なやんでいたことを思い切って打ち明けた。すると田部はすぐさま「ノンノン」と、人差し指を立てて顔の前で振ふって見せる。

「そんなこと言ってたら、片思いの人はみんな失しつ恋れんしちゃいますよ。他ほかに好きな人がいるとか、よっぽど生理的に受け付けないとかいうんじゃなければ、ＯＫするべきです」

　するべきです、というところをやけに強調されて、たじろぎながらもそうかもしれない、と思った。

「付き合っていくうちに、気持ちが付いてくることもあります。かくいう我が家も、最初は奥さんの方が僕にメロメロでしたが、その後は僕の方が、結けつ婚こんしてくれなきゃ死んでやる、って泣き縋すがって無理やり結婚してもらったんです」

　そんなに詳くわしく田部夫妻の馴なれ初そめを聞きたいわけではなかったが、田部が「いいですよ、恋れん愛あいは」と続けるのに、遮さえぎる強ごう引いんさは持っていなかった。

「先生だって、その人のこと、憎にくからず思ってるんじゃないですか」

「えっ？　ど、どうしてですか」

「だって、告白されて憔しよう悴すいするほど悩んでるんでしょう。それに、今回の原稿を読んで、今までと違ちがうなって思ったんです」

　主人公の感情が、今までになく豊かになったのだという。

「実を言えば僕は常々、先生の作品にはもう少し、情じよう緒ちよが欲しいなって思ってました。恋愛を書けってわけじゃないけど、もうちょっとだけ、人の感情の機き微びを丁てい寧ねいに描えがいて欲しかったんです。そうしたら、もっといいものになるのにって」

　しかし、あまり恋愛経験がないと言っていたから、悩ませるとかえって今の良いところが失われてしまうかもしれない。そう思って、今まで言わなかったのだと。田部がそんな深いことを考えていたのかと、驚おどろいた。

「けど今回はそういう、繊せん細さいで感覚的な部分がうまく描かれていました。それで恋愛相談なんかしてくるもんだから、てっきり先生が片思いしてるんだと思ってたんですけどね」

　柔やわらかく微笑ほほえむ田部に、祐輝も心が軽くなるのを感じた。

　告白されて、自分の気持ちがわからずに困惑していた。でも自分の気持ちがはっきりしなくてもいいのだ。告白されて、流されて付き合う関係もある。

　思い切って相談してよかった。しかし、次に田部の口から出た言葉に顔がこわばった。

「もっとも、恋愛だなんだって言っても、男は最後は下半身なんですけどね」

「え」

　せっかくいい話をしていたと思っていたのに。夢をみたいわけではないが、欲よく望ぼうには勝てません、なんて言葉はこの話の流れで聞きたくなかった。

「いや、ぶっちゃけね。ただただ、やりたいって気持ちだけで付き合うのも、ないわけではないわけで」

　ガハハ、と笑うかもめ眉毛の男が、急に悪い奴やつに見えてくる。

「良く知らない子なんですけど、おっぱいが好みで、この子のおっぱい揉もみたい揉みたい、って毎日思ってると、そのうちに何となく、その子のことが好きなような気になってくるものなんです」

　だから深く考えずに行け、と彼は言いたかったのかもしれない。だがその言葉は、祐輝の心の隅すみにあった不安をいたずらに煽あおるものだった。

　せっかく晴れていた不安が、さっと戻もどってきて靄もやのように心を覆おおう。やっぱり相談するんじゃなかった。

　しかし田部は、そんな祐輝の変化には気づかないようだった。学生時代に、同級生の女の子のおっぱいが揉みたくて、猛もう烈れつアタックをしたエピソードをひとしきり披ひ露ろうした後、ようやく帰り支じ度たくをした。

「そういえば、ここに来る時に例の、新妻寛而さんを見かけましたよ」

　帰り際ぎわ、ふと思い出したように田部が言った。

「確かにヤクザっぽくて怖こわかったですね。悪役俳優みたいでカッコよかったけど。あと、先生が間ま違ちがえた、美人さんも見ました」

「来てたんですか」

　夏巳とは、もう仲直りしたのだろうか。

「ちょうど美人さんがお隣となりに来たタイミングと、かち合ったんです。いやー、確かに美人ですね。男なのに妙みように色っぽくて。新妻さんとお似合いでしたよ」

　田部の言葉に、何故なぜかずきりと胸が痛んだ。

「迎むかえに出た新妻さんは、『突っ立ってないで上がれよ』とかぶっきらぼうなんですけど、声は優やさしいんですよ。美人さんは『いいの？』なんて目を潤うるませたりして。で、新妻さんは『今さら何言ってんだ』とか何とか。何があったんですかね」

「……田部さん、良く見てますね」

　似てない口くち真ま似ねで再現してみせる編集者に、祐輝はちらっとうろんな視線を送った。その場で二人のやり取りを見ていたのだろうか。だとすると、かなり怪あやしい。

「物もの陰かげに隠かくれて見てました。美人さんがそわそわ、入りづらそうにお隣の玄げん関かんの前を行ったり来たりしてたから。彼氏と喧けん嘩かしたのかな。可愛かわいいですね」

　さっきは悩みがすっきり解消したと思ったのに、余計に何だかわけがわからなくなってしまった。

「先生が病気じゃなくて恋こい煩わずらいだってわかって、安心しました。それじゃあ、死ぬ気で原げん稿こうを終わらせてくださいね。あと、彼女とうまく行ったら教えてください」

　不安を植え付けるだけ植え付けた挙句、田部はさっぱりとした表情でそう言い、帰って行った。

「夏巳さん、隣にいるんだ」

　仕事場へ戻ると、しんと静まり返った部屋の向こうで、人の笑い声がした。男性にしては少しだけ高い、それはおそらく夏巳のものだろう。

（仲直りしたんだ）

　田部が言っていた、玄げん関かん先さきで迎えたぶっきらぼうな寛而の態度と、入っていいの、という夏巳の言葉。友人の喧嘩というより、まるで恋こい人びと同士のようだ。

「ただの友達じゃないのかな」

　そういえば、喧嘩の原因も聞かなかった。十三年に及およぶ二人の関係がどんなものなのか、祐輝にはわからない。

　自分が今、何をすべきかわからないまま、祐輝はしばらく茫ぼう然ぜんと、仕事部屋にたたずんでいた。

　不意に隣のベランダで物音がして、はっと我に返る。その音を聞いた途と端たん、何かを考える前に、身体からだが動いていた。

　サッシを開けてベランダに出ると、そこに寛而がいた。

　煙草たばこを吸いに外に出てきたらしい。ちょうどライターで火をつけていた寛而は、こちらの物音に驚いた顔をした。

「祐輝」

　名前を呼ばれて、胸がきゅっと痛くなった。たった二日会っていなかっただけなのに、ずっと離はなれていた気がする。

　ベランダに出てきたものの、言葉もなく立ち尽つくす祐輝を、相手はどう思っただろうか。

「……考えはまとまったか？」

　柔らかく微笑み、そんな風に尋たずねる寛而の声は、穏おだやかだった。

「あの、俺」

　会えて嬉うれしい。会えなくて心細かった。唐とう突とつにそんな言葉が溢あふれてきた。

　あんな風に別れて、もう彼と以前のように過ごせなくなるかもしれないと、そんな想像をして不安になっていた。　>>>♥

「俺」

　気持ちだけがいっぱいになり、言葉にならない。何かを話さなくてはと、言葉を探しあぐねていた、その時だった。

「寛而。早くしなよ」

　隣の部屋から夏巳の声が聞こえた。高こう揚ようしていた気持ちがたちまち萎しぼんでしまう。

「ああ、すぐ行くから」

　答える寛而の態度は、以前に聞いた夏巳に対するものより、ずっと柔らかかった。相手に対して気を使っている様子が、声からもわかる。

「じゃあな」

　対して、祐輝に向けられた声こわ音ねは素っ気ない。何も言うことができなくて、その場に立ち尽くした。

　だが、一度隣の部屋に引っ込んだ寛而は、すぐにベランダへ戻ってきた。手て摺すりから手を伸のばし、祐輝の手へ一枚の紙し片へんを落とした。

「俺の名めい刺し。裏に携けい帯たいの番号が書いてある」

　どういうつもりなのかわからず、祐輝は窺うかがうように見上げた。だが寛而の端たん整せいな顔に表情はなく、何も読み取れない。

「明日からしばらく、仕事で留守にするんだ。頭の整理がついたら……いや、つかなくても、何でもいい。気が向いたら、何時でも電話をしてくれ」

　言い置いて、寛而は今度こそ部屋へ入って行った。窓が閉められ、中からは微かすかに人の声がするばかりだ。

「寛而さん」

　聞こえないとわかっていて、祐輝は名前を呼んだ。手の中の名刺が、万が一にも飛ばされないように、ぎゅっと握にぎりしめる。

「……そうか、俺」

　ようやく、自分の気持ちがわかった。

　自分は寛而のことが好きだ。彼に抱だかれて嬉しかった。会えなくて不安で、顔を見ると気持ちが高ぶる。

　そして寛而とまるで恋人のように仲のいい、夏巳に嫉しつ妬としていた。これを恋こいと言わずして、何と呼ぶのか。

　いつから、なんてわからない。ただ、好き。それだけが確かな事実だった。










　考えてもわからないものはわからない。

　寛而に名刺を渡わたされた翌日。前の晩に寛而のことをあれこれ考えたが、わからないという結論に達した。

　寛而が祐輝に対して言う、「好き」という言葉はどの程度本気なのか。祐輝も好きだと答えたとして、二人はどうなるのか。或あるいは、寛而自身はどうなりたいのか。

　夏巳のことも、本当に友達なのか。夏巳は寛而のことを、何とも思っていないのだろうか。

　彼らの言葉や態度から、ああでもないこうでもないと推察してみたが、それは結局、推察でしかなかった。

　その人の気持ちは、その人にしかわからない。それを他人が知りたいのなら、聞いて話してもらうしかないではないか。

　寛而が帰ってきたら、気持ちを告げようと決意した。彼のことが好きだ。もう一度、とは言わず何度もしたいくらい、抱かれることは気持ちが良かった。

　そうして、この先も一いつ緒しよにご飯を食べたり、お互たがいに悩なやみを打ち明け合ったりしたい。

　もしかしたら、傷つくことになるかもしれない。望み通りの言葉が返ってくる保証は何もないのだ。それでも、一人で煩はん悶もんしているよりはずっと良かった。

　普ふ段だんの生活を送りながら、寛而の帰りを待った。しかしそれから一週間経たっても、彼は帰ってこない。

　もらった連れん絡らく先さきに電話して、話してしまうこともできたが、できれば直接話したかった。

　今日は帰っているだろうかと、一日に何度もベランダに出てみたりする。何度か部屋のインターホンを押したが、応こたえはなかった。

　十日経ち、二週間経つと、段々と焦しよう燥そうが募つのってくる。一日が妙みように長く感じられた。

　寛而は今、どうしているのだろう。もしかしたら、夏巳と一緒なのではないだろうか。次し第だいに鬱うつ々うつとした思考になってきて、祐輝は気を紛まぎらわせるためにスーパーへ買い物に出かけた。

　中をぐるっと回って一週間の献こん立だてを考えると、気持ちが落ち着いた。顔なじみのレジのおばさんに挨あい拶さつをして、食材のぎっしり詰つまったレジ袋ぶくろを提さげてマンションへ戻もどる。

（今日は帰ってくるといいな）

　好きだと意識してから、寛而が恋しくて仕方がなかった。恋って不思議だ。

　買ってきた食材を下ごしらえして、掃そう除じをして、洗せん濯たく物ものを取り込む。そろそろ今日の仕事をしようかと仕事部屋に入った途端、ベランダで物音がした。

（帰ってきた）

　彼と会ったら何と言うか、ずっと考えていた。頭の中で予習して、息を整える。人生の中で五本の指に入るくらい、ドキドキする。

「お帰り……」

　サッシを開けてベランダに顔を出しながら、お帰りなさい、と言おうとした。だが隣となりのベランダから覗のぞく白く細い腕うでを見て、その声が途と切ぎれる。

「夏巳さん……」

　女性のようなしなやかな腕。祐輝が呟つぶやくと、夏巳が首を伸ばして顔をのぞかせた。

「ああ、こんにちは」

　初めて会った時と同じ、愛あい想そのいい綺き麗れいな微笑ほほえみを向けて、夏巳は挨拶をした。最後に見たのは、寛而と喧けん嘩かをしてこちらを睨にらんでいた時の顔だったから、少しホッとする。ぺこりと頭を下げた。

「お久しぶりです」

　彼がここにいるということは、寛而も帰って来ているのだろうか。

「寛而なら留守だよ」

　ソワソワする祐輝の表情を読み取ったのか、夏巳は愛想のいい笑え顔がおのまま言った。

「仕事で北海道に行ってる。本当はもう帰ってくる予定なんだけど、長引いてるらしくて」

「そ、そうですか」

　がっかりした。同時に、夏巳が寛而の予定を詳くわしく知っていることに、ちょっと嫉妬心を覚えた。祐輝には、帰りの予定など教えてくれなかったのに。

　祐輝が肩かたを落とすのをよそに、「いい天気だね」と夏巳はさわやかに言う。

「暑いけど、その分洗濯物もすぐ乾かわくからいいね」

　どうやら彼は、洗濯物を干しに出てきたらしい。

「あいつ、汚よごれ物もの溜ためこんで行っちゃったんだよ。洗せん濯たくする方の身にもなれっての」

　憎にくまれ口を叩たたきながらも、夏巳はどこか嬉うれしそうだ。寛而のものらしい大きな男物のシャツを広げて愛いとしげに眺ながめるのに、祐輝はモヤモヤした。

　家主の留守に入れるのだから、合い鍵かぎを持っているのだろう。いい友達なのかもしれないが、夏巳の態度は友情以上の何かを含ふくんでいる気がする。

　こちらの気持ちに気づいているのかいないのか、夏巳は上じよう機き嫌げんだ。

「そういえば、蓮田さんがうちの掃除をしてくれたんだってね。俺もたまにこうやって片付けに来るんだけど、頻ひん繁ぱんには来れないから助かったよ。ありがとう」

「い、いえ。お隣ですし、片付けが嫌きらいじゃないんで」

　感じのいい笑顔で言われるのだが、嫉妬で気持ちがモヤッとしている祐輝は、あんたに礼を言われる筋合いなんかないわい、などと思ってしまう。僻ひがみ根こん性じようの自分が嫌いやだ。

「うん、でも本当に助かった。仕事場はあいつが一番使うところだから、優先的に掃除してるんだけど。リビングなんかつい、面めん倒どうで放って帰っちゃうんだ」

「そう、ですか」

　それを聞いて、軽いショックを覚える。祐輝は仕事部屋に入ったことがない。入らないでくれと言われていたし、本人以外が無む暗やみに入るべき場所ではないだろうと思っていた。

　そういう大切な場所に、夏巳だけは入ることを許されているのだ。

「仕事部屋のビデオラック、見た？　映画馬ば鹿かっていうか、ちょっと壮観だろ」

「俺、そこには入ったことないんで。入らなくていいって言われてるから」

「え、そうなんだ。俺には掃除しろってうるさいくせに。身内だからって甘えすぎだよね」

　陽気な夏巳とは反対に、祐輝の気持ちは沈しずんでいく。もう、彼の前で平気な顔ができなかった。そんな祐輝の様子に、ようやく夏巳も気づいて覗きこんでくる。

「俺、なんか気に障さわること言ったかな」

　慌あわてて首を振ふった。ただ、自分が嫉妬しているだけだ。一いつ瞬しゆん落ちた沈ちん黙もくの後、夏巳は不意に声のトーンを変えた。

「ねえ、違ちがってたら悪いんだけど。一つ聞いていいかな。……蓮田さんも、もしかして寛而に食われちゃった？」

「え……」

　食われた、という言葉の意味を理解して、目を大きく瞠みはった。「蓮田さんも」という言葉に嫌な予感を覚える。どう答えたらよいのかわからず、息をのむ祐輝に、夏巳はそれだけで察した様子で大きくため息をついた。

「参ったな。寛而のやつ、また」

「また、って」

　聞きたくないのに、思わず聞いてしまった。夏巳は一瞬、言いにくそうに顔をしかめてから、思いきった様子で口を開いた。

「あのね。俺は寛而の恋こい人びとなんだ」

「噓うそだ」

　思わず言っていた。

「あなたとは、ただの友達だって言ってた」

　祐輝の言葉を聞いても、夏巳は動じなかった。もうそんなセリフを何度も聞いたことがあるというように、「うん」と頷うなずいてみせる。

「そ。大学時代からの友達。俺のこと、あいつは人にそう紹しよう介かいするんだ。十三年ずっと側にいて、セックスだってしてるっていうのにね？」

　噓、と繰くり返し呟いた。すぐには信じられなかった。夏巳を抱だいておきながら、友達だと言い、何食わぬ顔で祐輝にも手を出す。寛而がそんな卑ひ怯きような男だとは、とても思えなかったからだ。

「信じられないって顔してるね」

　夏巳は唇くちびるの端はしを皮肉気に歪ゆがめて、笑った。

「君だって俺たちの声、聞いてただろ？」

「あれは、だって……ＡＶの声で」

「そのうちのいくつかは本物。わかんなかった？」

　祐輝は唇を嚙かんだ。本物かどうかなんて、そんなの自分にわかるわけない。黙だまり込んだ祐輝に、夏巳は困ったように眉まゆを下げた。

「意地悪言ってごめんね。でも俺だって泣きたいんだよ。恋人が自分以外の男に手を出してるんだから。しかもこれが初めてじゃない。寛而にはモラルってものがないんだ。仕事仲間でも構わず口説いて食うし。今回だってきっと、他ほかの浮うわ気き相手と一いつ緒しよに北海道に行ってるはずだ」

　最悪だよ、と軽い口調で言いながら、夏巳の表情は哀かなしげだった。

「今じゃ諦あきらめてるけどね。酷ひどい男だけどそれでも好きだし、あいつが俺を愛してるって言ってくれてる間は、誰だれにも渡わたすつもりはない」

　だから、とこちらをまっすぐに見み据すえた。

「君も早く諦めて。どんな風に口説かれたのか知らないけど、彼が君と本気で付き合うことはない。浮気相手だって、君一人じゃないんだ。遊びだって割り切るなら別だけど、そういうタイプじゃないでしょう？」　>>>♥

　君のためでもあるんだから。夏巳の言葉に反論することができなくて、「失礼します」とだけ言って、部屋に逃にげ帰かえった。

　噓だ、と一人になって呟いた。寛而から直接聞いたわけではない。まだ付き合いは短いけれど、彼はそんな不誠実な人間には見えなかった。

　夏巳の言う、無節操で浮気者の寛而と、実際に祐輝と過ごした時に見せた、彼の人物像とに隔たりを感じる。

　きっと、夏巳が噓をついているのだ。彼も寛而のことが好きだから。祐輝に嫉しつ妬として、あんなことを言ったのではないか。

「俺に、あの人が嫉妬？」

　それはしかし、ひどく思い上がった発想に感じた。寛而と夏巳が恋人同士だという方が、自然な気もする。

　祐輝自身、最初に二人を見た時から、彼らが付き合っていると思っていたのだ。田部もお似合いだと言っていた。夏巳の真しん剣けんな表情は、演技とは思えない。

　そして寛而が夏巳との関係を否定したのは、祐輝を抱く寸前だった。状じよう況きようだけで見れば、経験値のない、生き真ま面じ目めで初心うぶな相手を落とすために、その場限りの噓をついたとも取れる。あの時の寛而が噓をついているようには、見えなかったけれど。

　何を信じればいいのかわからなかった。ただ、もしも夏巳の言うことが本当だったら。寛而はひどい男だ。

　夏巳という恋人がありながら、他の男にも平気でちょっかいを出す。祐輝が誰とも経験がないと知っていながら、真剣な素そ振ぶりで口説いて見せたのだから。

「まだ、決まったわけじゃない」

　自分に言い聞かせるように呟くが、不安は少しもなくならない。胸が苦しかった。

　騙だまされているのではないか、ということより、彼が本気で自分を見てはくれないかもしれない、ということが。

　たとえ寛而が本気でなかったとしても、きっと祐輝は、この気持ちをすぐに捨ててしまうことはできないだろう。好きだと気付いたのはつい最近のことなのに、こんな風に強く相手を思っている自分が不思議だった。

「リアルの恋れん愛あいって、キツいな」

　気持ちが浮うき沈みして安定しない。といって、自分で気持ちを止めることもできない。

　祐輝は仕事机の小引き出しを開けた。中にあったシステム手帳を取り出す。そこへ、なくさないようにと挟はさんでおいた、寛而の名めい刺しを取り出した。

　しばらく迷って、携けい帯たい電でん話わではなくリビングにある固定電話を取る。知らない携けい帯たいからだと、取ってくれないかもしれないと思ったからだ。

　電話をして、具体的に話すことがあったわけではない。自分の気持ちを告げるのは、やっぱり顔を見てからにしたい。ただ、今は寛而の声が聞きたかった。彼と話せば、この不安も少しは薄うすらぐ気がした。

　まだ昼で、寛而は仕事中かもしれない。邪じや魔まをしてしまうだろうか。もしくは、電話をしてくれと言ったことすら、社交辞令だったら。

　考え始めると怖こわくなってきて、何度か受話器を置いた。彼が別れ際ぎわに言った、何時でも電話をしてくれ、と言った言葉を思い出し、気持ちを奮い立たせる。ポツポツとぎこちなくプッシュボタンを押した。

　電話は二、三回のコール音の後、すぐに繫つながった。だが、ホッと安あん堵どしたのも束つかの間。

『はい、新妻です』

　受話器の向こうで名乗ったのは明らかに寛而ではない、若い男の声だった。

「あの、新妻寛而さんのお電話でしょうか」

　戸と惑まどう祐輝の声が相手に伝わったのだろう、男はテキパキとした声で、そうですと答えた。

『失礼しました。私は新妻の代理の者です』

　声の向こうは静かだったが、時々微かすかに音楽と人の声が流れていた。しかし唐とう突とつに音が切り替かわり、聞きなれたＢＧＭにテレビのＣＭ音楽だと理解する。どうやらテレビをつけているらしい。今は、仕事先ではないのだろうか。

「……新妻さんは？」

『あー……っと』

　何か躊躇ためらうような不自然な間の後、男は『ちょっと取り込み中でして』と、濁にごした。

『五分、いや十分くらいでかけ直させますが』

　その時、遠くで寛而の声が聞こえた。──おい、バスタオルどこだ。

『あ、ちょ、すみません。少々お待ちくださ……』

　男の言葉を待たず、ガチャッと受話器を置いた。手が震ふるえるように揺ゆれて、ガチャガチャと受話器がフックの上を行ったり来たりした。

　少ししてから、固定電話が鳴った。ディスプレイには寛而の携帯番号が表示されている。非通知にしていないから、そのままかけてきたのだろう。

　祐輝は咄とつ嗟さに、電話のモジュラージャックを引き抜ぬいた。ぷっつりとコール音が途と絶だえ、リビングに静せい寂じやくが広がる。

　今、耳にしたものは何なのか。

　夏巳が言っていた、「他の浮気相手と一緒に北海道に行ってるはずだ」という言葉がぐるぐると頭を巡めぐる。寛而の代わりに、当然のように電話に出た若い男。昼間からテレビのある部屋で、寛而がシャワーを浴びていた。

　ＡＶ男優ならば仕事中にシャワーを浴びるのも理解できるが、彼は監かん督とくだ。いったい仕事のどんな場面でバスタオルが必要になるのか、見当もつかない。

「仕事じゃないのかよ」

　若い男と昼間から、何をしていた？

　寛而への疑ぎ惑わくが更さらに大きく膨ふくらんで、暗あん澹たんとした気持ちになる。夏巳の「ほらね」という声が聞こえた気がした。










　翌日もやはり、寛而が帰る気配はなかった。鬱うつ々うつとした気持ちのまま日が暮れていく。

　ずっと寛而のことばかり考えていて、疲つかれてしまった。答えを出したいのに、本人は帰ってこない。

　仕事をする気になれなくて、夕食を済ませるともう、寝しん室しつのベッドでゴロゴロしていた。枕まくら元もとに置いた携帯電話を、さっきから何度も取り上げては置き、置いては取りしている。

　もう一度電話をかけようか、迷っていた。昨日、電話口で聞いたのはどういう状況だったのか、問とい詰つめたい気持ちがある。いつ帰ってくるのかも気にかかった。

「うーっ」

　かけようか、かけまいか。迷って躊躇って、だいぶ時間が経たっていた。

「いつ帰るのかだけ、聞いておこう」

　このままでは気になって、眠ねむれそうにない。昨日も色々考えて、寝ね不ぶ足そくだったのだ。

　決意を固め、起き上がってベッドの上で正座をすると、昨日と同じ番号へ電話をした。また、知らない男が出てきたらどうしよう。

　だがその心配は杞き憂ゆうに終わり、今日は寛而本人が電話に出た。

『新妻です』

　耳元で聞くその声に、きゅっと胸が苦しくなった。一いつ瞬しゆん、名乗るのを忘れていると、相手は訝いぶかしげに『もしもし』と聞き返してくる。

「あ、あの」

『……祐輝？』

　短い声だけで、寛而は聞き当てた。そうです、と小さい声で答える。

『久しぶり』

　その声は嬉うれしそうで、迷めい惑わくがられるかもしれないと思っていた祐輝はホッとする。

「突とつ然ぜんすみません。今、大だい丈じよう夫ぶですか」

『ああ。仕事も終わって、後は寝ねるだけだから』

　寝るだけ、という言葉にどきりとした。一人で寝るのだろうか。昨日のように、誰だれか男がいるのではないか。

『祐輝？』

「すみません。あの、特に用事はないんですけど」

『構わない。気が向いたら電話をくれって、俺が言ったんだから』

「そ、そうですか」

　寛而の声は心なしか弾はずんでいる。祐輝だって嬉しいのに、どういう反応をしたらいいのかわからなかった。つまらない相あい槌づちしか出てこない。

『嬉しいな。実を言うと、あんたの電話番号を聞かなかったことを後こう悔かいしてたんだ。あの時点では、こんなに長くなるとは思わなかったんだ。一週間くらいで帰れると思ってたんだが』

「まだ、帰れないんですか」

　心細げな声になってしまった。からかわれるかな、と思ったが、次に聞こえた男の声は、甘く優やさしげだった。

『もう帰れる。明日の夜、最終の新幹線で帰るよ』

「新幹線……？」

『今、関西にいるんだ』

　夏巳は、北海道だと言っていたのに。だが寛而がわざわざ、噓うそをつく理由もない。祐輝は混乱した。

『土産みやげは何がいい？　って言っても、忙いそがしくて買う時間がないかもしれないんだけどな』

「気にしないでください。仕事で行ってるんですから」

　祐輝の言葉に、男が微かに笑う声がした。

『なあ、祐輝。昨日、電話をくれなかったか』

　唐突に切り出されて、返答に詰まった。オロオロして、つい「いえ、してません」と噓を言ってしまった。

『……そうか。ならいいんだ』

　寛而は言い、わずかな沈ちん黙もくの後、『あーあ』とぼやくような声を上げた。

『あんたの料理、もうずいぶん食べてないな。ずっと外食で胃がもたれてる。前はこんなことなかったのにな。牛ぎゆう丼どん、ほか弁、ラーメンのローテーションで全く問題なかったんだ。それが、すっかりあんたに餌え付づけされちまった』

「え、餌付けって。失礼な」

　言い返すと、男がクスクス笑う。以前と同じ気安い空気に少しホッとした。

「あの、俺、鳥肉のハンバーグ作りすぎちゃったんです。レンコンの入ったやつ。帰ってきたら、お裾すそ分わけに持って行きます」

　思い切って祐輝は言った。実際はハンバーグを作りすぎてなどいない。レンコン入りのハンバーグは寛而の好物だ。以前作ったら、いたく気に入っていた。明日、ひき肉とレンコンを買ってきて、作ろうと思う。

『そうか。嬉しいな。あー、想像したら腹が減ってきた』

　早く帰りたいな、と寛而は言う。

『帰って、あんたの顔が見たい』

　囁ささやくような甘い声に、どきりとした。

「俺も」

　不意に切なさがこみ上げて来て、気づけばそう口に出していた。

「会いたいです。俺、あなたに言いたいことがあるんだ」

　好きだと言いたい。彼に抱だかれてから考えたこと、気づいたことを聞いてほしい。

　今、電話で声を聞いて、寛而を信じてみようという気持ちになった。夏巳が言ったことは真実ではなくて、寛而の言葉こそが本当なのだと。昨日の電話に出た男のことも、きっと何か理由があるはずだ。

　あなたと話がしたい。そう告げると寛而は驚おどろいた様子で、一瞬言葉を失っていた。だがすぐに『……祐輝』と嬉しそうな声を上げる。

『明日、帰ったらすぐにあんたの所に行く。遅おそくなるかもしれないけど、待っててくれるか？』

「はい。俺……待ってます」

　気持ちはもう、伝わっているのかもしれない。だが今、顔の見えない状じよう況きようで告げる気はなかった。寛而もまた、今夜は『好きだ』という言葉を口にすることはない。

『おやすみ』

　ただそう言って、電話は切れた。

　その夜もやっぱり、祐輝は眠れなかった。不安と期待がない混ぜになり、あれこれ考えているうちに朝になってしまったのだ。

　寝不足の気だるい身体からだで起き、ベッドのシーツを洗った。その場所を今夜、寛而と使うかもしれないと思ったからだ。

　あまり汚よごれてはいなかったが、家の中も隅すみ々ずみまで掃そう除じをして、午後はスーパーへ行き、寛而と約束したレンコンハンバーグの材料を買った。

　寛而が帰るのは夜の遅い時間だというのに、そわそわして落ち着かない。それでも、洗いたてのシーツでベッドメイキングを終え、夕飯の仕込みを終える頃ころには日が暮れていた。

　まだ時間は早かったが、することがなくなって仕方なく、風ふ呂ろに入る。どこまでどう洗っていいのかわからず、とにかく隅々まで丁てい寧ねいに何度も洗った。

　風呂から上がると、とうとうすることがなくなって、途と方ほうに暮れる。一分一秒がやけに長く感じられた。何もしないでいると、あれこれ考えてしまうのが嫌いやだ。寛而を信じると決めたのに、ふとした拍ひよう子しに夏巳の言葉や、寛而の携けい帯たいに出た若い男の声を思い出して不安になる。

　思考を振ふり払はらうようにリビングのテレビを眺ながめ続け、それからどれくらい経っただろうか。いつの間にかうとうととしかけていた祐輝は、インターホンが鳴る音に飛び起きた。

　慌あわてて玄げん関かんを出ると、そこには懐なつかしい男が立っていた。

「ただいま」

　寛而は不ぶ精しよう髭ひげも生えておらず、髪かみもきっちりと整えられている。おまけに初めて見るスーツ姿だった。すらりとした長身にスーツは映はえる。ネクタイまで締しめたその姿は、やり手の実業家といった風だ。

「おかえりなさい」

　相手と目を合わせられなくて、祐輝は視線を落ち着きなく彷徨さまよわせながら、どうぞと中へ促うながした。

「遅くなって悪かった。たった今帰って、荷物だけ隣となりに放ほうりこんで来たんだ」

「そ、そうですか」

　先に立って奥へと歩きながら、ご飯食べますか、と聞こうとしたが、寛而がその前に「祐輝」と呼び止めた。

「一度、ハグしていいか」

　振り返ると、すぐ間近に男の端たん整せいな顔があった。心臓が口から出そうなほどどきりとした。

「は、はぐっ、いえ、はい」

　くすっと頭上で笑い声がして、後ろから抱きこまれる。寛而からは、男っぽいトワレの香かおりがした。ぴったりと重なった背中が温かい。ドキドキするのと同時に、安心感もあった。

「会いたかった。この半月、あんたのことばっかり考えてたよ」

　耳元で声がする。祐輝は？　と聞かれて言葉に詰つまった。

「寂さびしかったか？」

　冗じよう談だんめかして男が言ったが、祐輝は素す直なおに頷うなずいた。寂しくて不安だった。

　後ろから回された手を、きゅっと抱かかえ込む。後ろで息を飲む音がした。

「祐輝……」

　抱ほう擁ようが解かれ、寛而が前に回り込む。顎あごを取られて上を向くと、そこに唇くちびるが降りてきた。

「んっ」

　荒あら々あらしく何度も口づけされる。背中をまさぐるように撫なでられ、ゾクゾクと快感が這はい上のぼってくる。やがて舌が差し入れられ、尻しりを揉もみしだかれるのに祐輝は慌てた。

「ん、ま、待って」

　ご飯は？　いや、それよりまだ何も話していないのに。

　しかし男は何時いつになく余よ裕ゆうがなく、ただ祐輝の名前を切なげに呼んで、キスを繰くり返した。

「このまま、あんたの寝しん室しつに行っていいか」

「えっ」

　もうなのか。てっきりご飯を食べて話をするんだと思っていたから、男の性急さに驚いた。祐輝の戸と惑まどいが伝わったのか、寛而も自じ嘲ちようするように唇の端はしを歪ゆがめる。

「あんたを目の前にして、余裕がないんだ。こんなの初めてだよ。旅行中もずっと、夜一人で寝ねる時はあんたのこと思い出してた。祐輝を抱いた時のことを思い出して、何度も抜ぬいたな」

「ぬ……っ」

　あからさまな言葉に、カッと顔が熱くなる。抱だきしめられた下腹部に、固い物が当たった。うわっと慄おののく祐輝に、男は苦く笑しようする。

「ガチガチだろ？　新幹線の中でもやばかった。あんたに会えるって思ったら、こうなっちまうんだ」

　強い欲よく望ぼうを見せつけられて、祐輝の身体の奥も熱くなった。

「祐輝は？　俺としたこと、少しは思い出したか」

　囁きと共に、Ｔシャツの裾すそから男の手がするりと忍しのびこんでくる。熱く乾かわいた手が祐輝の素す肌はだを撫で、胸にまで這い上って来た。

「ま、待っ……」

　胸の突とつ起きを引っ搔かかれ、息を飲んだ。くにくにとそこを潰つぶすように擦こすられると、もう駄だ目めだった。たまらなくなって、男の逞たくましい身体に縋すがりつく。

　寛而は祐輝の足の間に自分の片足を割り込ませ、廊ろう下かの壁かべに祐輝の背中を押しつけるようにして重心を支えた。再び口づけを繰り返しながら、胸を弄られる。寛而の太ふと腿ももがぐいぐいと祐輝の股こ間かんを押し上げるのを、最初は偶ぐう然ぜんだと思っていたが、やがて意図的にしているのだと気付いた。

「そ、それ……」

「あんたのも固くなってる。それにちょっと、前が湿しめって来たんじゃないか」

　揶や揄ゆするように言いながら、ぐりぐりと股間を責められ、祐輝の身体は快感に震ふるえた。

「寝室に行っていいか？　いいって言わないと、このままここで襲おそっちまうぞ」

　射精寸前にまで追い詰めながら、寛而は囁く。そのくせ祐輝が「いい」と答える前に、再び唇を塞ふさいでしまうのだ。

「寛而さん、意地が悪い……っ」

　絶対にわざとだ。祐輝は涙なみだ目めになって睨にらんだ。寛而はそんな祐輝を、愛いとおしくて仕方がないという風に目を眇すがめて見おろす。

「あんた、反応が素直すぎるんだよ。可愛かわいくて、もっと苛いじめたくなる」

　きゅっと痛いほど乳ち首くびをひねられて、甘い悲鳴を上げた。廊下なんかで抱だかれたくないのに、このまま流されてしまいそうだ。

「祐輝……」

　不意に真顔になり、寛而が何かを呟つぶやこうとした、その時だった。

　寛而のスーツの胸ポケットから、唐とう突とつに軽快な着信メロディが聞こえた。彼はそれすらも無視してキスをしようとしたが、着信は途と切ぎれない。

「あの、出た方が」

　さすがに祐輝も我に返って言うと、寛而は苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔で渋しぶ々しぶ抱ほう擁ようを解いた。取り出した電話のディスプレイを見て、チッと舌打ちする。

「悪い、仕事の電話だ。ちょっとだけ、いいか」

　祐輝はこくこくと頷いた。それでもぴったりと身体を密着させて離はなさない男の腕うでを、

「お、俺、シャワー浴びてきます」

　と言って離れた。寛而は仕方がないな、という顔をする。廊下で電話に出る寛而を置いて、祐輝は逃にげるようにバスルームへ引っ込んだ。

　服を脱ぬいで、取りあえず熱いお湯を浴びる。しかし寛而が来る前に念入りに磨みがき上げたばかりなので、もう洗うところはなかった。

「どうしよう。このままやっちゃうのかな」

　できればまず、話をしたかった。きちんと誤解を解いてもらって、心を通じ合わせてから抱き合いたかったのだが、男は思った以上に余裕がないようだ。祐輝だって、好きな人からあんな風に激しく求められたら、抗あらがえずに流されてしまう。

「身体からだが目当てとかじゃ、ないよな。俺、そんなスゴい身体じゃないし」

　ふと、以前に田部が言っていた言葉を思い出した。やりたいという気持ちだけで付き合うことも、ないわけではない、と。

　寛而と会えた高こう揚ようが急速に萎しぼんで、不安になる。やっぱり、先に話をさせてもらおう。そう考えて、シャワーを早々に切り上げた。

　廊下に出ると寛而の姿はなく、奥のリビングから声が聞こえた。まだ、電話をしているらしい。邪じや魔まをしないよう、そっと中に入ろうとした。

「だから夏巳は関係ないって」

　だが突とつ然ぜん、夏巳の名前が出てきて足が止まる。

「あいつとは大学時代からの友達なんだ。よく周りに誤解されるんだが、夏巳とそういう関係になったことは一度もない。潔白だ。……頼たのむから信じてくれって」

　かき口説くようなその口調とセリフは、とても仕事の話をしているとは思えなかった。どうして仕事の相手に、夏巳との関係を弁解しなければならないのか。

　嫌な予感がして、それ以上中に入ることができなかった。

「ああ、そっちは上手うまくやる。大だい丈じよう夫ぶだから。なあ、コウジ。俺は本気で口説いてるんだ。お前しか考えられない。お前でなきゃだめなんだよ」

　しくん、と胸が痛んだ。ああ、やっぱりなと頭のどこかで思う。

　ずっと、おかしいと思ってた。寛而のような、大人でカッコよくて、遊び慣れた男がどうして祐輝のような人間に好きだと言うのか。

　自分は、遊ばれていたのだ。夏巳の言っていたことが、本当だった。

　祐輝のように物慣れないタイプは、寛而にとっては新しん鮮せんだったのかもしれない。ちょっと毛色の変わった遊び相手。或あるいは、何も知らずに男の手に堕おちて行く様が、面白かったのか。

　もう少し上手く隠かくしてくれたら、騙だまされたのにと、こんなところで他ほかの男を口説く寛而の迂う闊かつさに苦笑した。

　そう、彼が騙してくれたなら、自分は騙されていたのだ。さっき電話がかかってこなければ、うやむやの状態でも流されていた。

　祐輝はそっとその場を離れる。少し迷って、寝室に入った。神経質なほどきっちりと整えられたベッドが虚むなしい。ぼすん、と整せい頓とんを乱すようにベッドに座った。

（俺が知ってるって、口にしたら終わるのかな）

　夏巳と恋こい人びとだということ。今、他の男を口説いていたこと。

　だが、何も言わなければこのまま、寛而との関係は続けられるのかもしれない。たとえ相手に気持ちはなくても、二人でいる時だけは愛しているふりをしてもらえる。

（何か、卑ひ屈くつだな）

　この先もずっと、そうやっていくのか。祐輝は自問した。

　夏巳のように、自分以外にも相手がいると知りながら、或いは今みたいに他の男を口説く瞬しゆん間かんを目まの当たりにして、それでも何でもないふりを続けて行くのだろうか。

（無理だ）

　そんなことできない。耐たえられない。今だってもう、胸の奥は夏巳や他の男への嫉しつ妬とで真っ黒に塗ぬりつぶされているのだ。このまま関係を続ければ、心は醜みにくく歪んで、きっと寛而への気持ちも愛情ではなくなってしまう。

　別れよう、と思った。まだ付き合っているわけではないのだから、別れるという表現はおかしいのかもしれないけど。

「祐輝。そこにいるのか？」

　ドアをノックする音がして、外から寛而の声が聞こえた。電話は終わったらしい。祐輝はゆっくりと立ち上がって、ドアを開いた。

　ぼんやりと見上げると、男は少し驚おどろいたように目を瞠みはる。

「どうした。大丈夫か」

　祐輝は何も言わずに首を横に振ふった。彼の顔を見るまで、今すぐに別れを告げるべきかどうか、迷っていた。

　だが寛而の顔を見た瞬間、迷いが霧む散さんする。

　最後にもう一度だけ。彼に抱いてもらおう。それできっぱりと、寛而を諦あきらめる。ここも引っ越こして、二度と会わない。

　無言のまま腕を伸のばすと、男の首筋に絡からめた。背せ伸のびをして、自分から男の唇くちびるにキスをする。

「祐……」

　まさか祐輝が、自分からキスをしてくるとは思わなかったのだろう。キスを受けながら、どうしたんだと訝いぶかしむように眉まゆ根ねを寄せる。

「続き、してください」

　何でもないように振る舞まいたかったのに、まるで懇こん願がんするようになってしまった。寛而はそんな祐輝の真意を探さぐるように、目を眇めてじっとこちらの表情を見つめる。

「いいのか。これ以上したら、途と中ちゆうで止められないぞ」

　さっきは制止しても続けようとしていたのに、何故なぜか今は慎しん重ちようだった。止めてほしくない。

「いいから」

　今度は祐輝の方が性急に、男を中へ誘さそう。

「……わかった」

　低く言い、寛而は祐輝の身体を抱かかえ上げ、ベッドに横たえた。上着を脱ぎ捨て、ネクタイを乱暴に引き抜ぬくのを、寝ねかされたままの状態でドキドキしながら見つめていた。

　寛而は一言も発しないまま、さっさと上半身まで裸はだかになってしまった。その無言が怖こわくて、祐輝は「あの」と、おずおず声を上げた。

「キス……してください」

　軽く片かた眉まゆを引き上げた男が、その言葉を聞いてふっと表情を和なごませる。ゆっくりと覆おおいかぶさって来て、柔やわらかく口づけた。そのまま何度もキスを繰くり返す。

　以前も思ったが、祐輝の拙つたないそれとは比べ物にならないくらい、彼のキスは巧たくみだ。キスだけではない。何もかもが手慣れていて、何人もの人を抱いてきたのだと思い知らされた。

「ん、ふ」

　キスを繰り返しながら、Ｔシャツの裾すそから熱い手が潜もぐり込んで来て、素す肌はだをまさぐられた。

　廊ろう下かでの行こう為いを思い出してひくりと震ふるえると、男が微かすかに笑う。「ほら、万歳しな」と、小さな子供にするように言われ、Ｔシャツを脱がされた。

「石せつ鹼けんの匂においがする」

　首筋や鎖さ骨こつに唇を押しつけながら、寛而が言った。

「シャワー浴びたばかりだから」

「俺も浴びてくるかな」

　今、気がついた様子で、祐輝の身体から顔を離す。ちょっと困ったように眉まゆ尻じりが下がっているのは、既すでに臨戦態勢だからだろう。視線を彼の下腹部にずらすと、スーツのズボンがくっきりと盛り上がっていた。

「あんま見るなよ」

　自分でも恥はずかしかったらしい。珍めずらしく顔を赤らめて、そこから視線を外すように祐輝の顎あごを取ってキスをした。祐輝もクスクス笑って腕うでを伸ばす。

「大丈夫です。このままでいいから」

　微かに体たい臭しゆうの混じったトワレの香かおりは、少しも嫌いやではない。むしろ興奮した。

　祐輝の言葉に、寛而は目を細めて微笑ほほえむ。再び覆いかぶさって来て、ぎゅっと祐輝を抱だきしめた。

「──やっぱり、俺にはあんたがいい」

　耳元でそう囁ささやいた声は、優やさしく真しん摯しなものだった。だがそのセリフに、身体の中にあった熱がさっと冷めていくのを感じる。

（誰だれと比べてるんだ）

　夏巳か、或いはコウジという男か。つい今まで、別の男を「お前しかいない」と口説いていたのに。

　不意に涙なみだがこみ上げてきて、祐輝はぎゅっと目を閉じてこらえる。幸い、寛而は祐輝の首筋に顔を埋うずめていて気付かない。

「俺……俺も好きです」

　少し迷って、結局口にした。伝えても意味のない思いだ。相手は自分のことなど、本当には思っていないのだから。

　自己満足だけど、生まれて初めて人を好きになった、この思いを告げておきたかった。

「最初は気づかなかった。ただ、寛而さんと過ごす時間が楽しくて。ずっと一いつ緒しよにいたいと思ってた。俺、今まで恋れん愛あいをしたことがなかったから、自分の気持ちがわからなかったんだ」

　もしも無自覚のままだったらきっと、寛而と離はなれてから初めて気づいただろう。彼のいない寂さびしさに泣いて、でも誰にも言えないまま、自分の中でひっそりと終わらせていたかもしれない。

「寛而さんが今回の仕事に出る前、ベランダで会って名めい刺しをくれたでしょう？　あの時に気づいたんだ。その前も何日か会わずにいて、顔を見た途と端たん、泣きたいくらい嬉うれしくなった。ずっと、あなたに会いたかったんだなって」

「俺も、あの時は嬉しかった」

　身を起こして、祐輝の顔をじっと見つめながら話を聞いていた寛而は、そう言ってわずかに目を瞬しばたいた。

「あの時は正直、もう会ってもらえないかもしれないと思ってた。酔よっぱらってるのをいいことに、奪うばっちまったんだからな。どんな顔をされるんだろうと思ったら、怖くて会いに行けなかった。でもあんたは、自分から出てきてくれたんだ」

　すごく嬉しかったんだと、彼は繰り返した。

「電話をくれたことも。せっかくあんたが出てきてくれたのに、俺は意い気く地じがなくて、名刺なんか渡わたして逃にげちまった。帰ったら話そうって自分に言い訳してた」

　しかしその後、仕事は長期に及およんでなかなか帰れなかった。あの時、祐輝に断られるのが怖くて、連れん絡らく先さきを聞かずに出たことを後こう悔かいしたという。

「ありがとうな」

　誠実そうな声に胸が痛くなった。嬉しいのに、素す直なおに喜べない。その声も言葉も、全すべてが噓うそなのだ。もう、何も信じられない気がした。

　言い返す言葉が見当たらず、祐輝は黙だまって行為の続きを促うながす。そっと男の足の間に手を伸ばすと、固いままのものが当たった。

　思い切ってズボンのファスナーを下ろす。たどたどしい手つきで中のそれを取り出した。手で雁かり首くびを擦こすると、固いそれは更さらに硬こう度どを増し、雄お々おしく反りかえった。

　手しゆ淫いんを続けようとすると、男の手にやんわりと止められる。

「祐輝、もういい。それ以上するとヤバい」

　言うなり、寛而はズボンのベルトをはずした。下を脱ぬいで全ぜん裸らになると、祐輝のジーンズもはぎ取ってしまう。

「祐輝。うつぶせになって。濡ぬらさないと」

　どうやって、とぼんやり振ふり仰あおぐと、寛而はベッドの下に脱ぎ捨てた上着の内ポケットから、何やら取りだしているところだった。

　一つはコンドームで、もう一つ、携けい帯たい用のシャンプーのようなビニールのパッケージの中身がわからず、よく見るとローションと書かれていた。

　それらをまじまじと見つめていたら、寛而はちょっとバツが悪そうな顔をした。

「この間は下準備もなしにやっちまったからな。悪いと思って持ってきたんだよ」

「……いつも、持ち歩いてるんですか？」

　気が向いた時、気に入った相手と身体からだを合わせるために。自分以外にもそれを使ったのかもしれない。ぼんやりと尋たずねたら、寛而は目をむいた。

「ばっ……そんなわけないだろ。帰りに買ってきたんだよ」

　それが本当なのかどうか考えて、祐輝は諦めた。どちらでも同じことだ。寛而とはもう、これっきりで終わるのだから。

「いいからほら。ちゃんとしないと怪け我がするぞ」

　寛而は真顔になって言い、うつぶせの状態で尻しりだけを高く上げさせた。晒さらされた窄つぼまりがスースーして心もとない。そこにぬるりと生温かい粘ねん液えきが絡められ、小さく声を上げた。

「痛かったか？」

　祐輝は顔を伏ふせたまま、ふるふると首を横に振った。酒の入っていない明めい瞭りような思考のせいか、最初の時より二度目の今の方が身体が緊きん張ちようしていた。そんな祐輝の様子を見て、寛而は背後からあやすように「大だい丈じよう夫ぶ」と囁いた。

「この間も気持ち良かっただろ？　痛くないようにするから」

　うなじや髪かみにキスを落としながら、長い指でぬくぬくと内ない壁へきを擦り上げる。射精を促す一点を押し上げられ、びくんと身体が跳はねた。

「あぅっ」

「入口がキツいな。一人でしなかったのか？」

「そっ、そんなこと、するわけな……」

　感じるところを強く押されて、声が途と切ぎれる。前が痛いくらいに勃ぼつ起きして、先走りがシーツを濡らしていた。早く寛而が欲しいのに、焦じらすように指だけで中を擦り続ける。

「俺はしてたよ。さっき言ったよな。離れてる間、あんたのこの尻、何度も思い出してた。俺の入れたら壊こわれそうなくらい小さいのに、中は柔らかくて。俺のを旨うまそうに咥くわえてた」

　言いながら、その時のことを思い出させるようにゆっくりと引き抜いては指を突つき入れてくる。

「ば、馬ば鹿か……そういうの、恥ずかしいから……ぁっ」

　男が余よ裕ゆうぶった軽口を叩たたくのに、羞しゆう恥ちと悔くやしさを覚えながらも、後ろの感じる部分を突かれ、我知らず声が上がってしまった。

「もう少し、広げないとな」

　ローションが足され、一本だけだった指が二本になる。寛而の指は長く、無骨そうでいて繊せん細さいだ。頑かたくなだった蕾つぼみを優しくほころばせ、祐輝の内壁を傷つけないよう、それでいて快楽を引き出すように、丹たん念ねんに擦り上げる。

「も、う、だめ」

　達してしまう。腰こしを揺ゆらしながら懇こん願がんするように振り仰ぐと、熱に浮うかされたような目で男がこちらを見ていた。

「俺もだ。もう限界。もう少し、弄っていたいんだけどな」

　ずるりと指を引き抜ぬかれ、快感に小さく震ふるえた。寛而はその背中にキスをして、自身の欲よく望ぼうを熟うれた窄まりにあてがう。

「入れるぞ。いいか」

　祐輝が頷うなずくと同時に、ぐっと熱い固まりが中に押し入ってきた。

「あ、あ……」

　酔っていた時とは違ちがう、肉棒が内壁を押し上げる明瞭な感覚がある。

　怖こわい、と不意に思った。寛而の心を信じられないまま、ただ快感だけが身体に植え付けられていく。

「祐輝、力抜ぬけ」

　身体を強こわ張ばらせる祐輝に、寛而が宥なだめるように背後から囁ささやく。ゆっくりと腰を動かしながら、前に手を伸のばして祐輝のそれを握にぎった。

「ん……」

　ペニスで奥を突かれると同時に、ローションの残った手で優しく扱しごかれ、中心がぐずぐずと蕩とろけていくのを感じる。

「中が熱い。たまんねえな……」

　寛而ももう、余裕がないようだった。肉にく茎けいを食い締しめる祐輝の尻を味わいながら、時折、射精をこらえるようにぐっと奥歯を嚙かんで律動を止めた。

「寛而さん」

　気持ちがよくて、好きな人に抱だかれる幸福に陶とう然ぜんとしながら、しかし頭の奥はどこか冷たく冴さえていた。

「好き。寛而さん、好き」

　後ろから貫つらぬかれ、顔の見えない相手にうわ言のように繰くり返した。

「ああ。俺もだ」

　襞ひだをいっぱいに押し広げる欲望は固く熱く、それなのに身体を傷つけないよう、ゆっくりと抽ちゆう挿そうする。　>>>♥

　寛而は優やさしくしてくれる。この行こう為いは確かに悦よろこびを得られるのに。

　泣きたくなるような切なさだけが、心の中を占しめていた。










　何度も睦むつみ合った。どちらかが吐と精せいしては挑いどみ、最後には互たがいに崩くずれるように眠ねむりに落ちた。

　先に目を覚ましたのは、祐輝の方だ。狭せまいシングルベッドに重なり合い、祐輝は寛而の身体の上、その腕うでに抱かかえられて眠っていた。

　寝しん室しつの小窓からは、明るい陽ひの光が差し込んでいる。枕まくら元もとの目覚まし時計を見ると、朝の遅おそい時間だった。

　結局、昨晩は食事も話もせず、ひたすら抱だき合っていた。初めのうちは心を占めていた切なさや苦さも、最後には快楽に押し流されてしまっていた気がする。

（俺も、やりたいだけだったのかな）

　確かに好きだと思っていたのに、今はもう、寛而の気持ちと同じように、自分の感情が信じられない。

　それでも、深い寝ね息いきを立てて眠る隣となりの男の顔を見ていると、胸が絞しぼられるような痛みを覚え、祐輝はそっと身体を離はなした。寛而を起こさないよう、ゆっくりとベッドから降りる。

　初めての時と同じだな、と苦く笑しようしたが、今回は自分の身に何が起こったのか、はっきりと自覚している。寛而は疲つかれた顔で眠っていて、祐輝がベッドを出ても一度小さく唸うなったきり、再び寝息を立て始めた。

　身体がだるい。二人とも抱き合ったまま風ふ呂ろも入らずに眠ったから、身体はベタベタだ。ゴムをしていたお蔭かげで残ざん滓しが体内に残ることはなかったが、それでも尻のあわいがローションでぬるついていて、気持ちが悪かった。

　寝室を出て、シャワーを浴びた。熱いお湯で二人分の体液を流し、後ろに残ったローションも綺き麗れいに洗う。恥はずかしかったが、自分で窄まりに触ふれた。

　一晩中、男を受け入れ続けたそこは、さすがにじんわりと熱を持ち、わずかだがいつもよりもぷっくり腫はれている気がする。だが自分の指にさえ肉襞が反応し、身体の奥がざわめくのに、祐輝はもう、自分の身体が以前とは違うことを思い知らされた。

　快楽だけをこんなにも強きよう烈れつに覚えこまされて、この先どうすればいいのだろう。もう恋れん愛あいはできない。初はつ恋こいの相手に手ひどく裏切られ、他人の気持ちなど信じられなかった。

　けれどそのうち我が慢まんできなくなって、ただセックスのためだけに、好きでもない男と身体だけの関係を持つようになるかもしれない。

　そんなことを考えて、朝から暗あん澹たんとした気分になってしまう。

　長い間、熱いシャワーのお湯に打たれていたが、気持ちは浮ふ上じようしなかった。仕方なく風ふ呂ろ場ばを出る。裸はだかのまま入ったので服がなかった。バスタオルを巻いて廊ろう下かに出ると、そこに寛而がいたので驚おどろいた。

「祐輝」

　こちらを見るなり、彼はホッとした顔をした。

「起きたらいないから。……風呂入ってたのか」

　初めての時と同じように、逃にげ出したと思われたらしい。ここは祐輝の部屋なのだから、逃げることなどできないのだが。

「身体からだ、ベタベタだったから」

　寛而の顔を見るのが辛つらくて、ふいと顔を伏ふせた。もうこれで最後だと思うと、泣いてしまいそうになる。だが男は、こちらが恥ずかしがっていると思ったようだ。

「そうだな。昨日は力ちから尽つきて寝ねちまったもんな」

　という声は、どこか甘ったるく嬉うれしそうだった。

「体力には自信があったんだがなあ。やりすぎたか。寝落ちなんて初めてだ」

　本人には特に自覚はなかったのだろう。だが、自分以外の相手がいることをうかがわせるセリフに、哀かなしくなった。

「……服は？」

　下着一枚で現れた男に、素っ気なく尋たずねる。寛而は一いつ瞬しゆん首をひねり、

「ん？　ああ、ベッドの下。脱ぬいだ時のままだ。俺もシャワー借りていいか」

　祐輝は答えず、寝室に戻もどった。昨日の晩、お互いに脱ぎ散らかした衣服の中から、寛而の物だけを拾って廊下に戻る。それを相手に押し付けた。

「祐輝？」

「シャワーは自分の家で浴びてください」

「え、おい？」

　力強く、相手の身体を押した。困こん惑わくした表情のまま、寛而は玄げん関かん先さきまで押しやられる。

「さよなら」

　冷たく告げると、寛而はぽかんと口を開けた。わずかな間をおいて、ようやく祐輝の言葉を理解したというように、目が驚きに見開かれる。

「な、に……」

「あなたとは、これで終わりです」

　帰ってください、と身体を押した。大して力を加えたつもりはなかったのに、男は足元をふらつかせて後じさり、どん、と玄関のドアに背中をぶつけていた。

「どうしたんだ、急に。何か、俺が気に障さわることを言ったか」

　茫ぼう然ぜんとした男の口調に、祐輝は静かに首を振ふった。

「別に、何も」

「なら、どうして。あんたは昨日、俺の気持ちに応こたえてくれたんじゃないのか。俺のこと、好きだって言ったじゃないか」

「好きですよ。でも、もう会いません。あなたとは、昨日で終わったんです」

　寛而は尚なおも何かを言いかけたが、「帰ってください」と突つっぱねた。男の背後にあったドアに手を伸ばし、相手の身体ごと強ごう引いんに押し開く。寛而は服を持ったまま、下着一枚の間ま抜ぬけな恰好でマンションの廊下に追い出された。裸足はだしのままだったので、玄関に脱いであった革かわ靴ぐつも放ってやる。

「すぐに引っ越こしますから。それまでは、外で会っても無視してください」

「引っ越すって、祐輝……おい！」

　追いすがるように名前を呼ばれたが、無視してドアを閉めた。閉じられていく戸の向こうで、男が哀しげにこちらを見ていた。

　ずきりと胸が痛む。相手をひどく傷つけてしまった気がして、罪悪感がこみ上げてきたが、慌あわてて振り払はらった。

　何も間ま違ちがったことはしていない。寛而とはここで今すぐ、別れを告げなければならなかった。そうしなくてはきっと、彼のことが諦あきらめきれなくなってしまうから。

（これでいいんだ）

　自分自身に言い聞かせるように、何度も心の中で呟つぶやく。それでも寛而が最後に見せた哀しげな表情が、いつまでも目の奥に残っていた。
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　意地で仕上げた原げん稿こうは、自分で読み返しても、どうにも出来が悪かった。

『もうちょっと、書きなおしてみましょうか』

　電話の向こうで田部が言う。どことなく、声がいつもより優やさしい。

　昨日、出来上がった原稿をメールで送ったら、今朝になって向こうから電話がかかって来たのだ。あまりよくないですね、と最初に言われた。

　自分でもわかっている。どうにも筆が進まず、無理やりページを埋うめたような状態だった。出来がいいわけがない。

　寛而に別れを告げてから、二週間が経たっていた。

　頭を切り替かえて、仕事に邁まい進しんしよう。原稿が出来上がったら引っ越しの準備をしようと考えていたのに、悶もん々もんとしたまま時間ばかりが過ぎて行く。

『特に主人公の男がひよってますね。いざって時に女に優しくちゃダメですよ。これ、鬼き畜ちくモノですから』

「はい……」

　祐輝にも、何がいけないのかわかっている。今回は主人公の男性が、いたいけな処女を次々と騙だましては花を散らしていくというストーリーだった。しかし、書いているうちに女たちが可か哀わいそうになってしまい、途と中ちゆうで男が女に優しくしてみたり、改心したり、わけのわからないことになっていた。

「この女の人たち、処女でないとダメですかねえ。経験豊富で奔ほん放ぽうな子が相手とかじゃ」

　女たちは皆みな、何も知らない身体を開かれ、最初は嫌いやがりながらも男の手管に翻ほん弄ろうされて、ついには官能の地じ獄ごくへと堕おちて行く。

　中には男に心まで捧ささげてしまう女性もいて、彼女がどうなってしまうのかと想像すると泣けてしまった。田部に「次は鬼畜にしましょう」と言われて、ほいほい引き受けなければよかった。後こう悔かいしたが、もう遅おそい。

『駄だ目めです。鬼畜度がダダ下がりじゃないですか』

「……そうですよね」

　小説の中の女たちが傷つくのを心配するなんて、馬ば鹿かげている。

　これはただの物語で、いやだからこそ、読み手も書き手も安心して女が快楽に堕ちる様を楽しめるのだ。

　虚きよ構こうの女は傷つかない。傷つくふりをして、それを自らも楽しんでいる。

　わかっているのに、女たちに憐れん憫びんを向けている。祐輝自身を投とう影えいしているのだ。こんなんじゃいけない、と執しつ筆ぴつ中に何度も思ったが、女が騙されるくだりになるとどうにも話が進まなくなった。

　初めてだったのに、こんなに愛しているのに、という小説の中の女のセリフが、自分に重なる。

　身体だけではない。現実の人を好きになったのだって、生まれて初めてだった。彼と過ごす時間がどれほど楽しかったか、一人になるとよくわかった。

『何があったのか知りませんが、今はとにかく原稿を頑がん張ばってください。あなた自身が鬼おにになるんです。自分を振った女に復ふく讐しゆうするんだ、とか暗示をかけるといいんじゃないですか』

　鬼畜、鬼畜！　と田部が電話口で叫さけぶ。鼓こ膜まくが痛い。何があったか知らないと言いながら、祐輝が失しつ恋れんしたらしいと気づいているようだった。

『失恋で人は死にませんが、仕事ができなかったら、ご飯が食べられなくて死んでしまいますよ。この辛つらい記き憶おくをバネにして頑張るんです。一度の失恋がなんですか。大だい丈じよう夫ぶ、あなたならできる。僕は信じています』

　何気なく失恋を連呼されるのが辛い。ひと通り脅おどしたり励はげましたりして、また様子を見に伺うかがいますと言って電話は切れた。受話器を置きながら、祐輝はため息をつく。

　田部が告げた期限はあと一週間だった。しかしそれまでに終わる気がしない。自分はこのまま、何も書けなくなってしまうのだろうか。空っぽになって、もう一生書けないかもしれない。

　だがその時ふと、脳のう裏りに寛而の声が過よぎった。

　大丈夫、と彼は言ってくれた。最初に食事に連れて行ってもらった、あの海辺でのことだ。

　──もうやめようって自分から思っても、時間が経ったら書きたくなるんだ。そんなもんだ。

　書けなくなるのが怖こわい、と悩なやみを打ち明けた祐輝に、彼はそう言った。

「う……」

　涙なみだがこみ上げて来て、祐輝は目をつぶった。

　諦めたいのに、まだ彼のことが好きだ。遊ばれたとわかっているのに、楽しいことばかり思い出してしまう。

　部屋がやけに静かに感じられた。お隣となりからはこそりとも音が聞こえてこない。

　二週間前、こちらが一方的に別れを告げた後、寛而はしばらくドアの外にいたようだが、その後はあっさりと姿を見せなくなった。この半日はずっと家にいないようで、昼も夜も物音はしない。

　仕事なのかもしれない。そうでなければ、夏巳か他ほかの相手のところに行ったのだろう。

　追いすがってもらえるのではと、心のどこかで期待していた自分が浅ましく虚むなしい。結局、彼にとっての自分はその程度のものだったのだ。

　堪こらえ切れない雫しずくが、つぶった目の縁ふちからこぼれて、少し泣いた。何もせずにぼんやりしながら、窓の外では日が傾かたむいて行く。

　床ゆかに長く伸のびた自分の影かげを虚うつろに見つめていた時、玄げん関かんでインターホンが鳴った。

　田部だろうか、と咄とつ嗟さに思ったのは、さっき彼がまた様子を見に行くと言っていたからだ。他に来客の予定など、あるはずがなかった。

「はい」

　それ以上は深く考えずに玄関先へ行くと、ドアの向こうから思わぬ声が返って来て、驚おどろいた。

「俺だ」

　それは寛而の声だった。どうして、と口の中で呟く。ずっと、姿も見せなかったのに。

「話があるんだ。開けてくれないか」

　祐輝の呟つぶやきが聞こえたかのように、ドアの外で寛而が言った。戸と惑まどって答えずにいると、「頼たのむ」と繰くり返す。

「どうしても話したいことがある。一度だけでいい。聞いてほしいんだ」

　帰ってくれ、と言いたいのに、声が出なかった。顔を合わせて、何を言われるのかわからない。もう傷つきたくなかった。だが一方で、寛而の声を聞いた途と端たん、胸の奥から湧わき上がる思いがある。

「祐輝。お願いだ」

　声は真しん剣けんだった。根負けして、祐輝は玄関の鍵かぎを開けた。ノブを回しかけると、それより早くドアが外から開いた。

　大きな男の影が勢いよく滑すべり込んでくる。ふわりと懐なつかしい男の匂においを嗅かいだかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、寛而の腕うでの中に強く抱だきしめられていた。

「な……」

「祐輝」

　耳元で短く呼ぶ声は、何かを堪えるかのようで、鼓こ動どうが高まった。流されてはいけない。祐輝は慌あわてて身を捩よじり、男の腕から離はなれた。

「何の用ですか。もう二度と会わないって言ったのに」

　睨にらみつけると、寛而は哀かなしそうな顔をする。だが気を取り直したように、「もう一度だけ話したいんだ」と言った。

　今日の寛而はスーツ姿だった。二週間前と同じように、髪かみをセットして、ネクタイまできっちりと締しめている。手にはブリーフケースを携たずさえており、まるでサラリーマンのようだ。

　寛而は手にしたそのケースを開けると、中から用紙の束を取り出して祐輝に見せた。

「これは……？」

　分厚い紙束の表には、ワープロの字体でタイトルらしい文字が書かれていた。『脚きやく本ほん・新妻寛而』とある。紙束の厚さやタイトルからしても、ＡＶの脚本には見えない。

「映画の脚本だ。今日やっと、映画会社で正式に企き画かくが通ったんだ。久しぶりに映画が撮とれるようになった」

　しかも寛而自身の脚本だ。すごいことではないだろうか。振ふり仰あおぐと、寛而が照れ臭くさそうに微笑ほほえんでいる。

「あんたに、一番に知らせたかったんだ。あんたと出会ってから思いついて、書いた。お互たがいに仕事の話を色々したよな。話をしていて、官能小説を書くことがすごく好きなんだなっていうのが、すごく伝わってきた。仕事が来なくなるのが怖いんじゃなくて、書けなくなるのが怖いって言った、祐輝の言葉に気づかされた」

　自分も映画が好きだということ。もう止めようと思いながら、気づくと映画を撮りたいと思っている。

　それから、今の自分を疑問に思うようになったのだと、寛而は言った。

「俺だってＡＶを楽しんでやってる。これで会社を興おこしたって矜きよう持じもある。けど、本当に納なつ得とくしてやってるのかって」

　映画を撮れない、撮っても評価されないことへの言い訳に使っているのではないか。そしてここ数年、作品を本気で作ろうという努力をしていなかったことに気づいた。

　そして祐輝との会話からふと話を思いつき、脚本を書き始めたという。

「もう一度、自分が本当にやりたいことで勝負しようと思ったんだ」

　元いた位置に立ち戻もどり、もう一度、正面から自分と向き直りたい。

　出来上がるまで、誰だれにも言わなかった。書き上げた後、企き画かく書しよと共に、以前世話になった映画会社へ送った。企画書と脚本を読んで、また後日連れん絡らくすると言われ、その連絡が来たのは仕事で旅行に行っていた時だった。寛而は当時、北海道でＡＶの撮さつ影えいをしていたという。

　企画が内部の会議で通ったこと、上層部に寛而のファンがいるというある企き業ぎようが、スポンサーについてくれるかもしれないことを聞かされ、ＡＶの撮影を終えるとすぐ、映画会社の本社がある関西へ飛んだ。

「スポンサーも関西の会社で、好こう感かん触しよくだった」

　この二週間で何度も関西に飛び、スポンサー会社の担当とも会って、どうにかスポンサー会社に内々定をもらった。それを受け、映画会社の方でも今日正式に、寛而の脚本、監かん督とくの映画製作プロジェクトが発ほつ足そくしたという。

　寛而の報告に、祐輝も自分のことのように胸が震ふるえた。

「すごいじゃないですか。すごい。本当に……良かった！」

　嬉うれしくてはしゃいだような声を上げてしまった祐輝に、寛而は目を細める。

「この二週間、ろくに家に帰れなくて。あんたがもう、引っ越こしてるんじゃないかって、気が気じゃなかった。けど、あのまま強ごう引いんに押しても、信じてもらえなかっただろうから。この映画の話がどうにかまとまったら、改めて言おうと思った」

　祐輝は思わず相手を見上げた。まっすぐにこちらを見つめる、男の視線とぶつかる。

「俺はあんたが好きだ。本気で真剣に好きなんだ。ただ好みのタイプだってだけじゃない。祐輝と出会って、自分の立ち位置を見つめ直すことができた。あんたが俺を変えてくれたんだ」

　祐輝と出会わなければ、燻くすぶった気持ちを抱かかえたまま、その場を動くこともできずに悶もん々もんとし続けていただろう。

　真ま面じ目めな顔で言う寛而に、祐輝はどういう顔をしたらいいのかわからなかった。

「そんなの……」

　自分は何もしていない。それよりも、寛而にこそ変えられたのだと思う。二人でいることの楽しさや、恋こいをする切なさも、彼に教えられた。

「別れる前、あんたも俺のこと、好きだと言ってくれたよな。もしもまだ、気持ちが少しでも残ってるなら、どうか俺と付き合ってほしい。俺の、恋こい人びとになってくれないか」

　真剣な告白に、心が揺ゆれる。祐輝だって、寛而のことが好きなのだ。二週間、ずっと彼のことが頭から離れなかった。だが「恋人」という言葉に、ひやりとする。

「だって、あなたには……」

　夏巳がいる。だが祐輝が口にするのを遮さえぎるように、寛而はきっぱりと言った。

「夏巳とは付き合ってない。今も昔も、あいつと身体からだの関係を持ったことは一度もない」

　断言され、戸惑う。何が本当なのか。寛而は畳たたみかけるように「夏巳があんたに言ったことは噓うそだ」と言った。

「夏巳のところに鍵を取り戻しに行って、聞いたんだ。あいつがあんたに何を言ったのか」

「鍵？」

「俺の留守中、夏巳が俺の部屋にいただろう？　あれはあいつが勝手に、俺の鍵を持って行ったんだ」

　寛而の言葉に、祐輝は驚いた。てっきり寛而から合い鍵をもらって入ったのだと思っていたのだ。

「俺が北海道に行く前、ベランダであんたと会ったよな。中から夏巳の声がしただろう？　喧けん嘩かをしたことを、謝りたいと言ってうちに来たんだ。その時に持ち出したらしい」

　旅行に行く直前、寛而が慌ただしく準備をしている時だった。夏巳が帰った後に鍵がなくなっていることに気づいたが、飛行機の時間が差し迫せまっていたため、とりあえずスペアキーを持って出かけたのだという。

「帰って、祐輝とのことが落ち着いたら、夏巳に聞こうと思ってた。まさかあいつが、鍵を使って勝手にうちに入ってるとは思わなかったんだ」

　それを知ったのは、祐輝から一方的に別れを告げられた後だった。鍵を返してもらうために夏巳と会い、そこで彼が寛而の部屋に入ったこと、ベランダで祐輝と会い、噓をついてしまったことを聞かされた。

「もしもあんたが疑うなら、夏巳をここに連れてきて釈しやく明めいさせてもいい。あいつにもそう、約束させたから」

　全すべて夏巳の噓だったのだ。寛而とは恋人ではなかった。

「夏巳から話を聞いて、あんたに振られた理由がわかった。すまなかった。夏巳が噓をついたのは、俺にも責任があるんだ。俺はずっと、あいつの気持ちに気づかなかったから」

「気持ち？」

　思わず聞き返したが、答えは聞かなくてもわかるような気がした。

「あいつに好きだと言われた。仲直りがしたいってうちに来た時、あいつから告白されたんだ」

　祐輝とベランダで会った直後のことだ。ずっと、学生の頃ころから好きだったと告げられた。祐輝ではなく自分を見てほしいと。突とつ然ぜんのことで、寛而は驚おどろいたという。

　どちらもゲイではあったが、彼とは友達だと思っていたし、また今まで夏巳が、自分のことを思っている素そ振ぶりを見せたことがなかったからだ。

「言い訳になるけど。出会った時から今まで、俺にもあいつにもそれぞれ相手がいたし、いない時でもそんな雰ふん囲い気きになったことはなかったんだ。明るくていい奴やつだったし、わが道を行くところも尊敬してる。ゲイビの男優って普ふ通つうは隠かくしたがるけど、あいつは堂々としてるからな。ＡＶなんて、って言ってた俺に説教して、ＡＶ監督への道を勧すすめたのもあいつだ。被ひ写しや体たいとして、綺き麗れいだとも思う」

　だが一度として、恋れん愛あい対象として見たことはなかった。どうして、と祐輝は思わず口にした。自分なんかよりもずっと、夏巳の方が魅み力りよく的だと思う。

「知らんよ。美人なら誰でも好きになるのか？　違ちがうだろ。とにかく、俺はあいつを恋愛対象として見たことはなかった。夏巳も友達以上の感情を持ってる素振りは見せなかったし、お互いにいい友達なんだと思ってた」

　友達だからと、甘えていた部分はある。片付けベタの寛而を見み兼かねて、彼が掃そう除じをしに来てくれるようになっても、いい奴だなと思うばかりで、自分に気があるなどとは夢にも思わなかった。だが夏巳は、ずっと寛而が好きで、彼への気持ちを隠していたのだと言った。

　寛而が自分のことを、ただの友達だとしか思っていないのがわかっていたから。

　その上、かつての寛而は遊び人で、一人の男と続いたためしがなかった。恋愛に本気になったことがなく、夏巳はだから、自分も他ほかの男たちのように一いつ瞬しゆんの関係で終わるのが嫌いやで、思いを告げずにいた。寛而が誰にも本気にならないのを見て、安心してもいたのだという。

　けれど寛而は、祐輝と出会って変わってしまった。

　祐輝と出会った時にはただ単に、好みのタイプだったのに、祐輝と長くいるうちに寛而はどんどん、祐輝のことが好きになって行った。

「夏巳には、ただ友達に相談するつもりで言ったんだ。好きな奴ができたって」

　ここまで誰かに本気でのめりこんだのは、初めてだった。しかも相手はどうやらノンケで、寛而からすれば信じられないほど初心うぶだった。恋愛経験も乏とぼしい。

　これまでの遊び相手とは、何もかも勝手が違っていた。迂う闊かつに気持ちを打ち明けて、嫌きらわれるのも怖こわかった。

　どうすればうまく行くだろう。悩なやんで、気の置けないゲイの友人に気持ちを打ち明けたのだが、それから夏巳の様子がおかしくなっていった。

　以前はたまに連絡してくるくらいだったのに、毎日のように電話をしてくる。その日にあったことを根ほり葉ほり聞いてきて、一体どうしたのかと最初は戸と惑まどった。

　元からマイペースな友人だったが、マイペースという言葉では片付けられないくらい、どんどん我わが儘ままになっていく。それで一度は、喧嘩になってしまった。祐輝が初めて抱だかれるきっかけになった、あの時だ。

　その日の寛而は仕事が立てこんだせいで疲つかれていて、事務所から帰ってすぐに寝ねようとしていた。そこへ連れん絡らくもなく夏巳がやって来て、遊びに行こうという。

　疲れているから、また今度にしてくれと言ったら、急に怒おこり出した。

　自分を置いて、隣となりの子と遊びに行くのかと責められ、わけがわからなくなった。いったい、友人はどうしてしまったのか。宥なだめても怒っても、夏巳の機き嫌げんは治まらない。寛而もいい加減嫌いやになり、口論となった。

「それもこれも全部、俺のことが好きだからだって、泣かれた」

　寛而にとっては寝ね耳みみに水みずのことだった。悪い冗じよう談だんだと思ったのに、夏巳は本気だという。

「無理だった。どうしたって、俺はあいつを恋愛対象には見られない。何よりもう、俺はあんたに本気だったから」

　夏巳の告白はきっぱりと断った。だが彼を納なつ得とくさせるには不十分だったのだろう。夏巳は鍵かぎを持ち去った。寛而はきちんと決着をつけるために、夏巳と会ったのだという。

　夏巳のことは、大切な友達だと思っている。でも恋愛感情は持てなかった。祐輝には振ふられていたが、それでも諦あきらめることはできなかった。

「あんたにはもう一度告白するつもりだって、夏巳にも告げた」

　映画の企き画かくを何としてもまとめて、祐輝と出会ってから気づかされたこと、変わったこと、祐輝に対する気持ちがどれほど真しん剣けんか、改めて伝えようと思っていると。

　話を聞いて夏巳は、やっぱり俺は振られるんだね、と泣いていたが、最後には祐輝についた噓を告白した。

「夏巳から、あんたに謝っておいてくれと言われた」

　寛而の言葉に、祐輝は黙だまって首を横に振った。確かにひどい噓だが、夏巳の気持ちを考えると、怒いかりは湧わかなかった。

「俺も、悪かった。旅行から帰った時、祐輝の様子がおかしいことに気づいてたのに。あんたに会えたのが嬉うれしくて、浮うかれてたんだ。話があるって言われたのに、話も聞かずにがっついちまった」

　もっと最初に話をしていれば、祐輝を不安にさせることもなかった。寛而は己おのれの行動を悔くいているようだった。

「最初は、信じようと思ったんです。あなたが言ってくれた好きって言葉が、噓だとは思えなかったから」

　夏巳と寛而と、どちらが噓をついているのか。考えてもわからなかったから、寛而と話そうと思った。だから教えてもらった連絡先へ電話をしたのだが、出てきたのは別の若い男だった。

「やっぱり、あの時の電話はあんただったんだな」

　祐輝は黙って頷うなずいた。

　夏巳の話では北海道に行っているはずだったのに、寛而は関西にいるという。話が食くい違っていた理由はもうわかったけれど、あの時はわけがわからず、余計に彼が信じられなくなったのだ。

「何か、ホテルっぽかったし」

　まだ少し不安で、不ふ貞て腐くされたような口調になってしまった。寛而は苦く笑しようする。

「ホテルっていってもビジネスホテルだけどな。あそこにいたのは会社の制作スタッフ。ＡＶだけじゃなくて、一いつ般ぱんでも一いつ緒しよに仕事をやってる奴なんだ。それに全然若くないぞ。声が若いだけ。俺より年食ってるんだからな。昼間からシャワー浴びてたのは、その日の朝まで北海道で撮さつ影えいしてたからだ」

　時間が押していたため、撮影を終えると寝る間もなく北海道から飛行機に飛び乗り、関西に直行したのだという。しかし荷物もあり、仕事で人と会わなければならなかったため、取りあえず宿にチェックインして、身み支じ度たくを整えていた。

「仕事の電話が入るかもしれないから、俺の携けい帯たいに電話があったら、構わず出てくれって言ってあったんだ。あいつもあんたの声の調子から、俺のプライベートの相手だと気付いたらしい」

　恋こい人びとの携帯に知らない男が出て、恋人はシャワーを浴びてます、なんて言ったら誤解されると思い、何とか誤ご魔ま化かそうとしていたというのだ。しかし当の寛而が空気を読まずにシャワー室から出てきてしまった。

　電話は祐輝からではないか、と即そく座ざに思いついたが、寛而は祐輝の連絡先を聞いていなかった。翌日、携けい帯たい電でん話わからかけてきた祐輝は、電話など知らないと言う。

「だって、不安だったんだ。その前に、夏巳さんと恋人だって聞いてたし」

「うん。そうだよな。あの時、流さずにゆっくり話を聞いておけばよかった。いや、あんたの連絡先を聞いておけばよかったんだ。押しまくって嫌われるのが怖くて、自分の連絡先だけ押しつけた。丸投げしちまったんだよ」

　それを言ったら祐輝だって、ちゃんと問いただせばよかったのだ。けれど寛而は俺が悪いと言って、謝ってくれた。

「じゃあ、あの、コウジって人は？」

　この際だから聞いておこうと思った。うやむやにせず、不安なことは不安だと言っておきたい。

　寛而が旅行から帰ってきた日の、コウジという相手との電話のやり取りのことを告げると、寛而は「ああ」と合が点てんがいった様子で頷いた。

「そうか。そういえばあの電話の後だったんだよな。あんたの様子がおかしくなったの。あれが決定打だったんだ」

　祐輝に告白しておきながら、他の男を口説いているのを聞いて、もう無理だと思ったのだ。素す直なおにそのことを打ち明けると、寛而は「間が悪かったな」と苦笑いした。

「口説くって、そういう意味で口説いたんじゃない。コウジってのは役者なんだ。伊い庭ば浩こう二じって俳優、知らねえかな。たまに時代劇に出てる。今度の俺の映画に出てくれって、頼たのんでたんだ」

「でも、夏巳さんとの関係を弁解してました」

「あいつも学生時代のサークル仲間で、俺がゲイだって知ってるんだ。夏巳と付き合ってて、なおかつ好みの仕事仲間を食いまくってるって誤解してた。どうも夏巳が周囲に流した噂うわさを聞きつけたらしいんだが。俺には手を出すなよって言われてな。冗談じゃねえ、どんなに飢うえててもあんなオッサンに手なんか出さねえよ。まあ、本人もわかってて言ってるんだが」

　夏巳と寛而は恋人同士、という噂は、以前から学生時代の友人やＡＶの仕事仲間の間でまことしやかに流れていた。

　寛而は単純に、互たがいにゲイで付き合いが長いから勘かん違ちがいされるのだと思っていたが、実は夏巳が周囲への牽けん制せいのために流していたらしい。本人がそう、告白した。

　もっとも、好みの仕事相手を食いまくっている、という方は、夏巳が流したのではなく、寛而がもともと下半身にだらしないことを知っている、他ほかの友人たちから広まった噂らしいが。

「言っておくが、昔の話だからな。大体俺は、仕事仲間に手を出したことはねえよ」

　祐輝がうろんな目になったので、寛而は慌あわてたようにそう釈しやく明めいした。

「ＡＶ撮とるようになってからは特に、気をつけてる。下手なことしたら『これだからＡＶ監かん督とくは』って言われるからな。確かに美味おいしい状じよう況きようがなかったとは言わないが、仕事で絡からむ相手とやったことはない」

　しかし、コウジも噂を鵜う吞のみにしていたようだ。自分に手を出すな、というのは冗談だが、現場で修しゆ羅ら場ばになったり、仕事以外でギクシャクするなら出たくない、そういう相手とは仕事をしたくないと、はっきり言われた。

　仕事相手に手は出さない。出したことはない。コウジにもそう言って、身の潔白を訴うつたえかけた。祐輝が遭そう遇ぐうしたのは、そういう場面だった。

「過去にだらしなかったのは認める。恋人はいたけど、本気になったことはなかった。恋れん愛あいするより、映画を撮る方が大事だったから。けど今は違ちがう。あんたと出会って、誰だれかを好きになる気持ちを知ったんだ。気持ちを自覚してからは、誰とも関係を持ったことはない。たとえ遊びでも。これから先ももう、あんたしか抱だきたくないんだ」

　真しん摯しに告白されて、泣き出しそうになった。さっきとは違う、嬉し泣きだ。

「本当に俺でいいんですか？　俺は不安なんだ。俺があなたを変えたって言うけど、人を変えられるほど、自分が何かを持ってるとは思えなくて」

　寛而は魅み力りよく的な男だと思う。かつて遊んでいたと言う通り、経験も豊富そうだし、今だってモテるのだろう。

　一方、祐輝は恋愛経験ゼロで、遊び慣れた男を虜とりこにするほどの顔も身体からだも持ち合わせてはいない。

「軽い引きこもりだし、性格だってそんなに面おも白しろくないと思う。美人でもないし。取り柄えって言ったら、官能小説書くことと、家事をすることくらいで」

「それで十分じゃないか」

　頭上で、くすっと寛而が笑った。

「あんたは、自分で思ってるよりずっと魅力的だよ。仕事に対してひたむきで、性格も素直だ。たまにとぼけたことを言うところも可愛かわいい。家事をやらせたらピカイチだし、身体だってめちゃくちゃ良かったぞ」

「もう！　そういうのは言わなくていいですからっ」

　顔を赤くして睨にらみつけると、寛而はその眼まな差ざしを受けとめるように見つめ返した。優やさしい眼めでじっと見おろされ、胸が高鳴る。祐輝が口を噤つぐむと、視線を絡めたまま沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、寛而がおもむろに両りよう腕うでを広げる。それに引き寄せられるように、祐輝もまたゆっくりとその腕うでの中に身を埋うずめた。言葉は、自然と口を突ついて出た。

「俺も、寛而さんが好きです。もう会わないって言ったのに、ずっと忘れられなかった……！」

「祐輝」

　抱だき合って、互いに水を欲しがるように唇くちびるを重ね合った。嬉うれしかった。もう寛而とは、話すらできないと思っていたから。

「信じてくれるか。俺を信じて、恋人になってくれるか」

　寛而が必死でそう尋たずねてくるのが嬉しくて、切ない。弄もてあそばれてると思い込んで、祐輝も傷ついたけれど、自分も寛而を傷つけてしまった。好きだと言って一度は彼に応こたえたのに、その翌朝に裸はだかで追い出したのだ。

　あの朝、ドアの向こうに放ほうり出された寛而の哀かなしげな表情を思い出し、胸が痛くなった。

「信じます。俺を、恋人にしてください」

　答えた瞬しゆん間かん、寛而は泣き出す寸前のように、くしゃりと顔を歪ゆがませた。

「祐輝、祐輝。本当に？　頼むからもう、いきなり切らないでくれ」　>>>♥

「疑ってごめんなさい。俺も寛而さんが好きです」

　苦しいくらい強く抱きしめられ、再びキスを貪むさぼられる。

「もうこんな風に、抱きしめられないと思ってた」

　キスの合間に、寛而が苦しみを吐き出すように呟つぶやくのを聞いて、涙が出そうになる。この人が追いかけて来てくれたから、今、こうして抱き合うことができた。

「お、俺も……寂しかった。仕事も手に付かなくて」

　自らも相手の腰に腕をまわし、抱きついた。キスが再開され、男の手がいささか乱暴に祐輝の身体を弄いじっていく。

「このまま、していいか？」

　問いかけにすんなりと頷うなずきかけて、はたと思い出した。

　ずっと仕事に没頭していて、風ふ呂ろに入ったのは昨日の朝だった。家にこもっていたから、特別汗を搔かくことはなかったが、それでも気になる。

「あの、俺。シャワー浴びてきます」

　慌てて身を離そうとすると、寛而は、

「ん？　そうだな。俺も帰ったばっかりだし。じゃあ、一緒に入るか」

　何でもないことのように、さらりと言う。ブンブンと力いっぱい首を横に振った。寛而のようにただ汗を流すだけじゃなくて、受身の自分は色々洗うところがあるのだ。そんな姿を見られるなんて、想像しただけで悶もん死ししそうだ。

「わかった。俺は自分の部屋で入ってくるよ」

　必死な様子の祐輝を見て、寛而も苦笑する。もしかしたら、また傷つけただろうか。踵きびすを返して玄関を出ようとする、その後姿がどこか寂しげに見えて、祐輝は咄とつ嗟さに、スーツの裾すそをはしっと摑つかんだ。

「あの。今度は俺が、そっちに行きますから」

　決して寛而を拒こばんだわけではない。ただ恥ずかしかっただけ。そう気持ちを伝えたいのに、うまく言葉にならない。

　だが寛而はそれだけで汲くみ取ってくれたようだ。嬉うれしそうに微笑ほほえんで、祐輝の髪をくしゃりとかき混ぜた。

「待ってる」

　唇に軽くキスをして、寛而は自分の部屋に戻って行った。祐輝はしばしの間、閉じた玄関の扉をぼうっと見つめていた。彼が触れた唇を、そっと押さえる。

　夢のようだけど、夢じゃない。寛而にこれからまた、抱いてもらえる。

「そうだ。シャワー」

　我に返り、慌てて風ふ呂ろ場ばに駆け込んだ。急がなくてはと思ったが、あっちもこっちも、と隅々まで丁寧に洗っていたら、かなりの時間が経ってしまった。

　新しいＴシャツとスウェットに着替えて、そっと玄関を出る。何度も行き来したマンションの廊下が、今日はどこか違って見えた。

　隣の部屋の前でインターホンを押そうとした途と端たん、ドアが開いた。太い腕がにゅっと伸びてきたかと思うと、祐輝は腰を摑つかまれあっという間に部屋の中へと引き込まれていた。

「か、寛而さん」

　男が裸にタオルを巻いただけの恰かつ好こうだったので、いささか驚いた。風ふ呂ろ上あがりだからだろう、髪はしっとりと濡ぬれ、抱き寄せられた素肌からはいい匂いがする。

「来てくれてありがとな」

　祐輝を腕の中に抱き込むと、寛而は真しん摯しな声でそう言った。祐輝も何か言おうとして、じわっと熱いものがこみ上げてくる。

「俺も……ありがとう」

　目を瞬いて微笑むと、相手も眩まぶしそうに目を細めて笑った。それから唐突に、祐輝の身体をひょいっと持ち上げた。

「えっ、な？」

　両腕に祐輝を抱えた姫抱っこの状態で、寛而はすたすたと部屋の奥へと歩いて行く。

「初夜にはこうやって、新妻を抱えて寝室まで運ぶもんだろ？」

　いたずらっぽく笑って言うが、初夜と新妻とどちらから突っ込んでいいのかわからない。

　ただ、寛而が初夜だというその意味は何となくわかった。身体を合わせるのは初めてではないけれど、これは心が通じ合って初めての行為だ。これが本当の最初。

「優しくしてくださいね」

　首筋に腕を回して小さく囁ささやくと、寛而は何故か「う」と、低く呻うめいた。

「そんなこと言われたら、余計に下半身が暴走しそうだ」

　それから心持ち、足が速くなった気がする。

「あー、ちょっと中は乱れてるかもしれないが、昔よりは綺き麗れいなはずなんだ」

　やがて寝室に辿たどりつくと、寛而は言い訳をするようにそんなことを言った。

「あんたが来ない間も、なるべく自分で掃除するようにしてたんだよ。けど最近、忙しくてな。あ、さっきシーツだけは取り換えたから」

　寝室に入ってみればなるほど、衣服などがあちこちに放りっぱなしになっており、雑然としている。しかしそれでも確かに、祐輝が初めて足を踏み入れた頃に比べれば格段に片付いていた。

　そんな中、ベッドだけは清潔そうなシーツが掛けられ、綺麗に整えられている。寛而が慌ててベッドメイキングする姿が想像できて、ちょっと笑ってしまった。

　その綺麗で柔らかなシーツの上に、そっと横たえられる。寛而が上から覆いかぶさるようにして祐輝の服を脱がしながら、キスや愛あい撫ぶを施していった。

　寛而の腰のタオルはいつの間にか落ちていて、勃たち上がりかけた性器が露わになっている。

「寛而さん。これ、舐なめていいですか」

　太い陰いん茎けいに触れながら仰ぐと、寛而は驚いたように目を瞠みはった。

「そりゃ、嬉しいが。いいのか」

　無理しなくていいんだぞ、と言うが、祐輝も何かしたかった。寛而を喜ばせたい。身を起こし、ベッドの脇に立った寛而のそれを握って口に頰張ろうとした。

「あ、ちょっと待った」

　寸前で止められる。何で、と窺うかがい見ると、男は何かを思いついたような顔で、

「ちょっと目をつぶっててくれ」

　と言った。何だろうと思いながらも、祐輝はそれに従った。

「俺がいいって言うまで、開けたらだめだぞ」

　声がクローゼットの方向へ遠ざかって行く。何かゴソゴソやった後、また祐輝の前に立った。

「まだだ。開けるなよ」

　頭上から、何かを被かぶせられた気がした。素肌に布の感触がする。何かを着せられているらしい。嫌な予感がして、祐輝は目を開けた。

「あっ、目をつぶってろって言っただろ」

　焦ったように男が声を上げたが、そんな場合ではなかった。

「ちょっ……何ですかこれ」

　フリルのエプロンだった。夏巳も以前に身に着けていたが、あのピンクのフリフリではない。真っ白で真新しいエプロンだった。

「祐輝専用エプロンだ。いつか魔がさして、かけてくれないかな、と思って、前から用意しておいたんだ。白は正義の印だぞ。カッコいいだろう」

「何言ってんですか。早く取ってください」

　せっかくいい雰囲気だったのに、台無しだ。一体、何をしているのか。

「頼むよ。あんたも同じ男ならわかるだろ。嫁さんにこれをやってもらうのが男のロマンなんだ」

　しかし寛而は何時になく真剣に食いさがってくる。そういえば以前から彼は、折に触れて裸エプロンの話題を出していた。何やら強い執着があるらしい。

　そこまで言うなら、エプロンくらいしてあげようか、と祐輝も腹をくくった。自分に似合うとは思えないが、それで寛而が喜んでくれるなら、まあいいかという気になった。

「……今回だけですよ」

　小さく告げると、男は目を輝かせた。

「ありがとう！　男前だな、祐輝。惚ほれ直した」

　本当に感激したようで、嬉しそうに祐輝の身体のあちこちにキスをしてくる。

　寛而はそれから何かスイッチが入ったようで、フリルの脇から指を差し入れ、真剣なまなざしで乳首を弄いじり続けた。コリコリと両方を摘ままれて、身体が震えた。

「な、何でそこばっかり……」

「いや、やっぱいいな、と。こっちも卑ひ猥わいだな」

　ごくりと唾つばを飲む男は、エプロンの中央より下、ちょうど祐輝の股こ間かんがある辺りをじっと見おろした。乳首を弄られて反応したそこが、白い布地を押し上げている。かあっと頰に血がのぼるのがわかった。

「染みまで作っていやらしいな。おっぱい弄られて、感じてるのか？」

「寛而さん……オヤジ臭い」

「おう。祐輝の裸エプロンを堪たん能のうしてるんだ」

　次にいつしてもらえるかわからないんだから。と、寛而は完全に開き直っている。

「マジで可愛いなあ。夢に出てくるくらい、網膜によく焼き付けておかないと」

「馬鹿……」

　馬鹿だ、本当にこの人は馬鹿だ。しかしそうも嬉しそうにされると、こちらも悪い気はしない。

「寛而さん、さっきの続き」

　自分も彼に触れたい。おずおずと相手の下腹部に手を伸ばすと、寛而は「一緒にしようか」と、甘く囁いた。

「一緒？」

「後ろも、濡らさないとまずいだろ」

　その言葉に、彼が何をしようとしているのかうっすらと理解する。小説で何度も書いたが、実際に自分がするとなると、恥ずかしかった。

　しかし興味はある。それに、寛而が興奮するのをもっと見てみたい。

　羞しゆう恥ちより好奇心の方が勝り、祐輝は身体を起こすと、自ら体勢を入れ替えた。「おっ」と寛而が驚いた声を上げるのが楽しい。

　逆に横たわった寛而に背を向ける形で跨またぎ、四よつん這ばいになる。思い切って腰を突き出すと、後ろからため息が漏れた。

「すっげえ……。いい眺め」

　掠かすれた声で言い、剝むき出しになった祐輝の尻しりをやんわりと揉もみしだく。窄つぼまりにぬるりと舌が入って来て、びくりと身体が揺れた。

　そのまま襞ひだを押し広げられ、温かく柔らかい舌がぬくぬくと出し入れされる。初めて味わう感覚に、思わず腰が揺れた。

「あ、ん」

　自分のペニスが臍へそにつきそうなほど勃ぼつ起きしているのがわかる。しばらく自慰もしていなかったから、余計に敏感になっているようだ。

「気持ちいいんだな」

　尻を愛あい撫ぶしながら、寛而の手が祐輝の陰茎を握った。軽く擦こすり上げられただけで、射精感がこみ上げてくる。

「だ、だめ」

　祐輝も男の性器に唇を寄せた。思い切って亀き頭とうを口に含ふくむと、すぐさま先せん端たんから苦味のある先走りがこぼれてくる。寛而が初めてしてくれた時のことを思い出し、口いっぱいに男を頰ほお張ばった。

「ああ、気持ちいいな」

　嬉しそうに言われて、もっと感じさせたくなった。これまでの、官能小説やＡＶで得た知識を総動員して、ペニスを懸けん命めいにしゃぶり上げる。だが一気に根元まで含もうとして、喉のどにあたってしまった。

「んぐっ」

　歯を立てないように引き出そうとしたが、それより先に寛而が低く呻うめいた。

　ペニスがびくりと震え、口の中にどっと熱い精液が流れこんでくる。ねっとりと濃くて、大量だった。

「うっ、んふっ」

　飲み込もうとしたが、むせてしまった。寛而が慌てたように身を起こした。

「大丈夫か。ごめんな。抜ぬく前にイッちまった」

　けほけほと咳せき込む祐輝の背中を、心配そうにさすってくれる。口の中のものをごくりと嚥えん下かすると、寛而は驚おどろいた顔をした。

「無理するなって」

「無理なんかしてないです。飲みたかったんだ」

　寛而がしてくれたように、自分も何か彼にしたかった。それに実は、どんな味がするのかちょっと興味があったのだ。

　思ったより苦くてエグかった。照れながら言うと、寛而は祐輝の身体からだを抱だきしめて「ありがとうな」と言ってくれた。

　そのまま、優しく仰あお向むけに横たえられる。放ったばかりなのに、男のそれはまだ固く上を向いたままだ。それを見て、彼に愛撫された後こう孔こうがひくりと蠢うごめくのがわかった。愛撫を中断された前も、痛いくらい張り詰めている。

「あ、もう……」

　早く続きをしてほしい。あからさまに口にするのは恥ずかしく、訴うつたえかけるように男を見上げた。

「いいのか？」

「平気。このままの方が辛つらい」

　中を穿うがたれたくてたまらない。二度の行こう為いで、祐輝の身体はもう、男を受け入れる快感を覚えこまされていた。あの固く太い物で搔かきまわされた時のことを思い出し、息が自然と浅くなる。もじもじと腰を揺らすと、男は目を細めて笑った。

「ゆっくりするから、辛かったら言うんだぞ」

　こくこくと頷いて、寛而にうながされるまま大きく足を開いた。腰を持ち上げられて、ひくつく襞が晒さらされる。

　言葉通り、じれったいほどゆっくりと男は中に入ってきた。愛撫に濡れたそこは、男の欲望をせがむように飲みこんでいく。

「狭いな。ああ……すげぇ」

　根元まで埋うめ込み、男はぶるりと身体を震わせた。

「中がトロトロで、たまんねえな」

　辛くないか、とそれでも寛而は繰くり返し尋たずねた。こらえるように息を吐きながら、ゆるやかに律動を繰り返す。

「平気……」

　前も触ってほしい。エプロンの布地が反り返った祐輝のペニスに引っ掛かり、寛而が腰こしを打ちつける度たびに布地が微かにペニスを擦る。中ちゆう途と半はん端ぱな刺し激げきに、自分で触ふれようと手を伸ばした。

「こら。自分で弄るなんて、はしたない奴やつだな」

「な……だって」

　もどかしい。軽く手を叩たたかれ、潤うるんだ目で男を見上げた。その瞬しゆん間かん、男の物が大きく膨ふくらんだ。

「ああもう、可愛かわいいな、畜ちく生しよう」

　甘く悪態をついて、祐輝の腰を抱かかえ直した。先ほどよりも激しく腰を動かされて、祐輝は思わず嬌きよう声せいを上げてしまう。

「意地悪してごめんな。こっちも弄ってほしいんだよな？」

　ぷるぷるとエプロンの下で揺れるペニスを、大きくて温かい男の手が布地ごと包み込む。ゴシゴシと強く扱かれた。前と後ろを同時に責められ、たまらなかった。

「あ、あ……イッちゃう」

「いいぜ、イケよ」

　祐輝が一番感じる浅い部分を、激しく突いてくる。堪こらえ切れず、祐輝はエプロンに包まれた中で勢いよく射精した。

　真っ白な布地に卑猥な染みが広がっていく。喉をのけ反らせて達するのに、寛而は更に追い打ちをかけるように首筋を舐め上げ、後ろを突いた。

「や、だめっ、まだ……」

「イキながら突かれると、たまんねえだろ」

　言いながら、更にドロドロになったエプロンごと祐輝のペニスを扱き上げる。寛而の手が動くたび、そこがにちゃにちゃといやらしい音を立てた。

「ひ……」

　頭が真っ白になり、あっという間に達してしまう。

「あ、あ」

　今度は失禁したのかと思うほど、強い絶頂だった。しかし、確かに射精したと思ったのに、性器は男の手の中で震えたまま、何も吐きだしてはいなかった。それなのに尚も、射精を続けているような快感が続く。

「出さないでイッたのか」

　からかうように囁かれたが、耳に吐息がかかっただけで快感に肌が粟あわ立だち、羞恥を感じる余裕すらなかった。

「なに、これ……」

　感じすぎて怖い。後ろを突かれる度に、射精させられているようなものなのだ。あまりにも激しい快感に、身体がどうにかなってしまいそうだった。なのに寛而は一度射精しているせいか、なかなか達してくれない。

「寛而さん、怖いよ」

　突かないでと懇願したが、男はその仕草にさえも欲情するようで、更に腰を打ちつけてくる。

「怖くない。大丈夫だから」

　濡ぬれた声で言い、祐輝の襞を味わうようにゆっくりとグラインドする。

「ここも弄いじってやらないとな」

　しかも男はさらにフリルの脇から手を差し入れ、乳ち首くびを弄り出した。

「や、ぅん……っ、強いっ」

　少しひねられただけで、下半身がじんじんと疼うずく。まるで、乳首が性器になったようだ。以前は男のそこが感じるなんて、思ってもいなかったのに。寛而の手で、自分はどんどん開発されていく。

「う、も……許して」

「可愛いな、祐輝」　>>>♥

　ポロポロと生理的な涙なみだがこぼれるのに、その目め尻じりを優やさしく舐め上げる。

「あんたのまっさらな身体に、快感を覚えこませてやる。これから、何度もだ。もう、俺なしじゃいられないようにしてやるから……」

　──別れるなんて言わせない。

　情じよう欲よくと執しゆう着ちやくを孕はらんだ男の声に、祐輝は涙に視界をかすませながら、それでもうっとりと耳みみを傾かたむけた。

　寛而なしじゃいられないなんて。そんなの、もうとっくだ。彼がいなくて寂さびしかった。弄もてあそばれたと思って、すごく辛かったのだ。全すべてが誤解で良かった。

「祐輝。愛してる」

　寛而の囁ささやきに俺も、と声に出して言おうとしたが、こみ上げる絶頂に言葉にならなかった。だが小さな唇くちびるの動きを、男は正しく読み取ってくれたようだ。

「大事にするから。ずっと一いつ緒しよにいてくれ」

　答えの代わりに、男の顔を引き寄せてキスをした。同時に男の欲よく望ぼうが弾はじけ、熱いものが体内に注ぎ込まれる。

　自らも吐と精せいのない絶頂を幾いく度どとなく迎むかえながら、祐輝は泣きたくなるような快楽と幸福を同時に感じていた。
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「いやあ、昨日いただいた原げん稿こうも良かったですよ。このところ絶好調ですね」

　田部がほくほく顔で言いながら、差し入れにと『狸や』の煎せん餅べいとおかき詰つめ合わせをくれた。

　いつも六袋ふくろセットだったのに、今日は十二袋セットだ。先日の本の売り上げが良かったのと、今日は祐輝の原稿とは別に目的があるからだろう。

「特に、女性の視点で書いたエロシーンがいいですね。これからはもっと、女性の読者も増えると思いますよ」

　手放しで褒ほめられると恥はずかしい。しかし、新作の原稿を受け取った田部は、祐輝の部屋に来るなりベタベタに褒めちぎってくれたのだった。

　寛而と付き合うようになって、二か月が経たつ。

　確かにこのところ、自分の書くものが以前と違ちがっていることを祐輝も認にん識しきしていた。特に以前と比べて異なるのが、女性視点の場面だということも。

　今までも、受身である女性からの視点で描えがくことはあったが、どうしても女性の感覚がわからずぎこちなくなってしまい、エロシーンなどは男性視点になることが多かった。まあ、男性視点でもわからないことは多かったのだが。

　しかし今は、図はからずも女性を主しゆ軸じくにエロスを描くようになってしまっている。別に自分は女ではないのだが、男の愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされ、快楽に溺おぼれるヒロインたちを描く時、ついつい実体験を思い出してしまうのだ。

「やー、いいですねえ。リアルの性生活が充じゆう実じつしてる感じが、ビッシビッシ伝わりますよ」

「せっ」

　見み透すかすような物言いに、祐輝は持ってきたお茶を、リビングのソファに零こぼしそうになった。

「べ、別に俺は……今までと何も変わらないですし」

　誤ご魔ま化かしたが、視線が定まらずキョドキョドしてしまった。田部は「やははー」と愉ゆ快かいそうに笑う。

「うんうん。もちろん何も変わらないですよ。たとえばこの、ソファセットとかね。もう、前はなかったですけども」

「いやこれは、特に意味なんてなくて。ただ、ニドリに行ったら安くて、お値段以上だったから」

　この間、久しぶりに時間ができた寛而が車を出してくれて、一緒に家具の量りよう販はん店てんに行った。本当はカーテンを見に行ったのだけど、安くて使いやすそうなソファがあったので、つい買ってしまった。

　いつも寛而と二人、このリビングで過ごす時は、座ざ布ぶ団とんしかなくて、ちょっと落ち着かないなと思っていたからだ。

「俺も使うから」と、寛而が半分出してくれた。買ってもらうのではなく、二人で買うというのが嬉うれしい。

「ほぼ引きこもりだった先生が、ニドリですか。前だったら通つう販はんだったのになあ」

　そうですかー、とわざとらしく感心するので、恥ずかしくなった。

　これ以上からかわれないようにと、祐輝は奥の仕事部屋から色紙を持ってきて、田部に渡わたした。

「田部さんには、ご心配やご迷めい惑わくをおかけしたと思ってるんですよ。ありがとうございました。はいこれ。約束のサインです」

　様子を伺うかがいに、と言いながら、今日の田部はこれを取りに来たのだった。「おお」と色紙を押し頂いて、感かん嘆たんの声を上げる。

　少し前、田部がやはり様子を見に来た時、祐輝の部屋に来ていた寛而と鉢はち合あわせをしたことがある。お隣となりと交流ができた、とだけ告げたところ、ぜひサインをもらえないかと田部に頼たのまれたのだ。

　祐輝が世話になっている編集者だと告げると、寛而も快くサインを書いてくれた。

「あ、ちゃんと田部さんへって書いてある。やあ、本当にありがとうございました。新妻監かん督とくにも、よろしくお伝えください。今度新しく出た、お隣さんシリーズも良かったですよ。女優さんが初うい々ういしくて可愛かわいかったなあ」

　これは監督にと、田部は祐輝に渡したのとは別の『狸や』の包みを差し出した。

「あと、新作の映画も楽しみにしていますって」

「もうご存じなんですか？」

　田部の口から映画の話が出たので、祐輝は驚おどろいた。正式に映画の話が決まってから、まだ二か月だ。

　寛而はもともと多た忙ぼうな上に、更さらに映画の様々な準備に追われて忙いそがしい。しかし公おおやけに向けて告知するのはもっと先だと聞いていた。

「雑誌に俳優の伊庭浩二のインタビューが載のってて、それにちらっと話題が出てたんです」

　祐輝はその雑誌の名前を田部に聞いて、メモしておいた。自分のことではないから、寛而はわざわざ言わなかったのだろうが、どんな風に話題が出ているのか読んでみたい。

　寛而が書いた脚きやく本ほんは、老人と三み十そ路じ男のロードムービーだった。若くない男二人が主人公という、設定は地味だが、読んでみるとストーリーは面おも白しろかった。これが映像になるのを、早く見てみたいと思う。

　三十路男の役には、寛而が以前口説いていた、性格俳優の伊庭浩二が決定している。老人役は任にん俠きよう映画で一いつ世せいを風ふう靡びした大物俳優が演じることになり、話題を呼びそうだった。

「それじゃ、ありがとうございました。次の原稿も頑がん張ばってくださいね」

　田部は大事そうに色紙を鞄かばんにしまうと、最後の言葉は取って付けたように言って、帰って行った。

　来客用の湯ゆ吞のみを片付けた後、何気なくリビングの時計を見る。

「そろそろ帰る頃ころかな」

　祐輝が独り言を呟つぶやいた時、インターホンが鳴った。ふわっと気持ちが浮うき立つ。ぱたぱたと急いで玄げん関かんに走った。

「お帰りなさい」

　ドアを開けると、スーツ姿の長身の男が立っていた。寛而だ。映画の話が決まって、寛而は頻ひん繁ぱんにちゃんとした身なりをするようになった。家では相変わらず小こ汚ぎたないままだが。そのギャップがいい、などと思うのは、浮かれすぎだろうか。

「ただいま」

　端たん正せいな姿の男は、祐輝が勢い込んで現れるのに目を細めた。そうして、後ろ手にドアを閉め、ブリーフケースを玄関に置くと、両手を広げてみせる。

　じわっと顔が熱くなった。寛而の顔が見れなくなって、俯うつむいたままぽすんと相手の胸に身を委ゆだねた。ぎゅっと抱だきしめられ、恥ずかしさと嬉しさで胸がいっぱいになる。

　行ってきますとただいまで、寛而はいつもこうしてハグを求めてくる。二か月経つのだが、祐輝はまだ、どうにも照れ臭くさかった。

「あんたはいつまでも慣れないなあ」

　祐輝を抱だいたまま、ゆらゆらと身体からだを揺ゆらして言う。寛而の声はしかし、どこか楽しそうだ。

「だって三日ぶりなんですよ」

　胸に顔を埋うずめて男の匂においを嗅かぎながら、祐輝はボソボソと照れ隠かくしに言う。

　寛而は映画の制作の準備のために、関西へ飛んでいたのだった。

　お互たがいの仕事の都合で、毎日会えないのは付き合う前と変わらない。むしろ寛而が忙しくなったから、前よりも一いつ緒しよにいる時間は少ないくらいだった。

　時にそれを寂さびしいと感じることもあるけれど、仕事だから仕方がない。それに、数日会えなかった後は、二人の間の空気はいっそう甘いものになる。

「そういえばさっき、田部さんが来たんです。色紙を渡したらすごく喜んでて、寛而さんによろしくって。映画の話も知ってて、楽しみにしてるって言ってましたよ」

『狸や』の詰つめ合わせも二人分もらった。あと、ＡＶのお隣さんシリーズを見ていたとも。

「女優さんが初々しくてよかったって」

「そりゃ嬉しいな。あれはあんたのこと考えながら企き画かくを練ったからなあ」

　三日ぶりに寛而と話せるのが嬉しくて、田部から言われたことを何も考えずに伝えたのだが、寛而はにやついた笑えみを浮かべて言う。祐輝は恥ずかしくなって、ぼすっと相手の胸に顔を伏ふせた。

　ＡＶでは新たに、『お隣さん』シリーズ第だい一いち弾だんが発売されている。

　祐輝も見たのだが、寛而の言う通り、エッチの合間にちょいちょい出される小ネタなどが現実とかぶっていて、ものすごく恥ずかしかった。

　しかしどうやら、なかなか評判はいいようだ。

　そのシリーズも第だい二に弾だん以降は別の監督に任せ、寛而はしばらくの間、一いつ般ぱん映画に専念する。ＡＶをやめる気はないが、いかんせんどちらも忙しく、両立は厳しい。

　映画がクランクインしたら、更に忙しくなるだろう。三日どころか、何か月も会えないかもしれない。

　そう考えると今から寂しいが、できる限り寛而を応おう援えんしたかった。

「そうだ、これ。返さないと」

　思い出して抱ほう擁ようを解くと、祐輝はジーンズのポケットから鍵かぎを取り出した。寛而の部屋の鍵だ。付き合うようになってから、寛而の留守中は部屋のスペアキーを預かるようになった。

　寛而は祐輝の部屋の鍵を持っていて、お互いが頻繁に部屋を行き来している。

　二人の時は食事は祐輝の部屋で食べて、寛而の寝しん室しつで眠ねむる。祐輝のキッチンの方が道具が揃そろっているし、寛而のベッドの方が広くて、二人でゆっくり寝ねられるからだ。

「仕事部屋も、ちょっとだけ片付けちゃいました」

「ああ、悪かったな」

　入らないでほしいと言われた仕事部屋にはその後、入室を許可されるようになった。どうしてもと頼んだわけではないのだけど、もしかすると夏巳から何か聞いたのかもしれない。

　しかしもともと、仕事部屋の立ち入りを禁止していたのは、最初にＡＶを渡した時に、祐輝が過か剰じように反応していたからだという。夥おびただしい数のＡＶコレクションを見て祐輝がどん引くのでは、と懸け念ねんしていたからなのだとか。

　確かに、寛而の仕事部屋にはびっちりと棚たなが据すえられ、そこに一分の隙すき間まもなく、ビデオテープやＤＶＤがおさめられていた。ＡＶ以外の映像はそれ以上にあって、入りきらないので倉庫を借りているという。

　それは壮観で、驚きはしたが、引いたりはしない。寛而を安心させるために、祐輝は自分の仕事部屋の、ものすごい数の官能小説コレクションを見せた。

　それからは特に、どちらの仕事部屋も禁断の領域ではなくなったが、やはり大事な場所なので、入る時はなるべく断るようにしている。

「いつも家のことさせて、すまないな」

　寛而が留守がちなのに加え、祐輝はずっと自宅にいるため、自然と寛而の部屋のことも祐輝が引き受けることになった。趣しゆ味みなので自分は気にならないが、寛而は申し訳なく思っているらしい。

「それはいいんですけど。けどそう言うならせめて、生ゴミを仕事部屋に置くのはやめてくださいね」

　ずぼらな寛而は、何度言っても食べ終えた夜食のカップ麵めんや、飲みかけのコーヒーを仕事部屋に置きっぱなしにしたりするのだ。恐おそろしくて放っておけない。

　仕方のない人だな、と思うが、同時にそういう駄だ目めなところが愛いとしい。こんな自分はおかしいのだろうか。

「うう、いつもすまんな」

　神しん妙みように謝りつつ、寛而は渡わたされた鍵かぎを自分の胸ポケットにしまった。

　彼は祐輝の部屋の合い鍵を持っているが、祐輝は預かるだけだ。最初に、寛而はそのまま持っていていいと言ってくれたのだが、祐輝が返却すると、それからは何も言わなくなった。

　ずっと家にいる祐輝と違って、寛而は家にいないことが多い。主が不在の間に無断で部屋に出入りすることに、まだ少し躊躇ためらいがある。

　恋敵に同情するわけではないが、自分だけが鍵をもらって出入りを許されることに、どこか後ろめたさを感じる。祐輝の恋の成就の裏に、傷ついた人がいる、という事実に対する罪悪感もあるのかもしれない。

　そんな風に考えるのは傲ごう慢まんかもしれないし、罪悪感を感じてもどうしようもないことだ。夏巳を傷つけても、寛而を諦あきらめることなんて、もうできない。ただ自分の感情と折り合いをつけるために、あとほんの少し時間が必要だった。

　夏巳からはその後、寛而に連れん絡らくがあったそうだ。

　寛而に告白して振られた後、冷静になった彼は、完全ではないけれど、寛而への気持ちをふっ切ろうとしていた。いつか気持ちの整理がついて、夏巳が新しい恋こいをしたら。

　その時はまた友達になってほしいと、言われたのだと言う。

　夏巳にとっても、寛而は気の置けない大切な友人だった。友情を捨てたくはないという、夏巳の話を聞いて祐輝も嬉うれしかった。

　長年の友人が自分を好きだったこと、それに気づかず友人を傷つけてきたことを知って、寛而も悩なやみ、自分を責めていたからだ。

　まだ時間はかかるだろう。だがいつか、二人の友情が戻もどることを、祐輝も密ひそかに祈いのっている。

「鍵、な」

　祐輝から返された鍵をポケットにしまった後、寛而は呟つぶやいて、何か言いたげに視線を揺らした。

「お互いに行き来するの、面めん倒どうだよな」

　やがてそんなことを言う。

「確かにそうですね」

　食事をする時や寝る時に、いちいち玄関を通って別の部屋に移動しなければならないし、見たいＤＶＤや置きっぱなしの服を取りに行くのもいささか面倒だった。

「これが一つの家だったら、こんな面倒もなくなるんだろうな」

　寛而の言わんとしていることがわかり、はっと相手を見上げた。

「風ふ呂ろ場ばも台所も一つだったら、あんたの掃そう除じする手間も省けるし」

「そんなのは、いいけど……でも」

　彼と出会ったこの部屋も、愛着はあるけれど。でももし、一緒に住めたら。

　二人の時間を過ごした後、それぞれの部屋に一人で戻る寂しさを、もう味わうこともなくなるのだ。

「仕事部屋が二つと、寝室が一つ。３ＬＤＫかな」

　ベッドも買かい替かえるか、と寛而は気が早い。

「カーテンも、新しいのが欲しいです」

　嬉しくて、でもまだそんなことしか言えない祐輝に、寛而は愛いとしそうな笑えみを向ける。

「ああ。二人で住むなら、色々買いに行かないと」

　きっとこれから住む部屋でも、色々な思い出ができるだろう。どんな部屋にしようか。あれこれ考え始めると、それだけで楽しくなってくる。

「なんか、新しん婚こんみたいだなあ」

　寛而が嬉しそうに呟いた。はい、と答え、照れ臭くさくて男の胸に顔を埋うずめると、寛而はぎゅっと強く祐輝を抱だきしめた。


終









　あとがき







　こんにちは、はじめまして。小中大豆と申します。ルビー文庫さんでは初めての本になります。

　このお話はＡＶ監かん督とくと官能小説家という、エロエロな組み合わせのはずだったのですが、片方の経験値がゼロだったために、アダルトな雰ふん囲い気きからはちょっと遠のいてしまいました。

　個人的には官能小説家というと、大人で趣味人で、といったイメージがあるのですが、実際はどうなのでしょうか。

　祐輝は今後、寛而と付き合っていく中で色々と経験を積むことになりますが、寛而の趣しゆ味みによって、偏かたよった方向に突き進んでいくものと思われます。特にエプロンには並々ならぬこだわりと執しゆう着ちやくがありそうですね。

　作中の寛而と同様、私もエプロンは好きです。裸はだかでも裸でなくても……。

　なので今回、表紙と挿さし絵えに素す敵てきなエプロン姿を描かいていただき、とても嬉うれしかったです。いさき李果先生、ありがとうございました。

　また、この本を作るにあたり、ご尽じん力りよくいただいた担当様、裏方スタッフの方々にも感謝を申し上げます。




　そして最後に、この本を読んでくださった皆みな様さま、ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　初のルビー文庫ということで、ドキドキしていますが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは次回もまた、お会いできますように。




　　二〇一三年六月


小 中　大 豆　　
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